
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　空の極きよつ圏けん









　港街モイラスの一角。酒場や宿などが集まった、冒ぼう険けん者しやがよく通る区画に、その宿は店を構えている。

　よく行き届いたサービスと、グレードのいい寝しん具ぐ、そして相応の一いつ泊ぱくあたりの価格──その宿は、極圏探たん索さくを成功させ、心ここ地ちよい睡すい眠みんが恋こいしくなった冒険者達が使う宿として評判だった。

　酒場などの併へい設せつはしていないものの、メインストリートに隣りん接せつしているという地理は付近に食事を探す際には不自由を感じさせず、少し歩けば換かん金きん所や様々な店が連なるように立ち並んでいる。

　一言で言えば、その宿は有名であった。それも高級であるとか評判が良いだとか、割合良い方向の噂うわさに恵めぐまれる程度には。

　しかし、その宿には最近もう一つ小さな噂が立っている。

　それは──

「ここ、貴方あなた達が借りている宿だったのね。ある時からずっと借り続けられている二部屋があるって、結構有名よ。ずいぶん景気のいい奴やつらがいるとか、あるいは亡ぼう霊れいが住み着いてるんじゃないかってね」

　そんな高級宿を、ずっと借り続けている何者かがいる、という噂。

　極圏へ探索に出て魔ま物ものの素材や鉱石を採取し、生計を立てる冒険者にとって港街モイラスは離はなれられない場所だ。

　自然と拠きよ点てんもモイラスに構えることになるのだが、探索に出かければ長い間街を離れるということで、宿を使う冒険者は少なくない。

　その上で、探索に出て街を離れている間もずっと同じ宿の部屋を借り続ける冒険者はめったに居ない。そんなことをするくらいならば家を買うなり借りるなりした方がずっと安く済むからだ。

　たまにそれを実行する奇き特とくな冒険者もいるが、そうなればその宿の一室は『開かずの間』の話として酒の肴さかなにでもなることだろう。

　ましてこんな高級宿だ、そこに二部屋も開かずの間があれば、人々の想像力も膨ふくらむことだろう。

「いやー……景気が良いと言われるとなんとも。正直、俺この宿の一泊の値段も知らないんで……」

「少し話したが、私達はザオ教から依い頼らいされる形で極圏の調査を行っている体ていだからな。宿の方は、ザオ教持ちだ」

「それはそれで、景気のいい話だけれど。『開かずの間』の実態にザオ教が絡からんでいるなんて、それはそれで噂になりそうね」

　そんな噂など知らず、亡霊にまでされかかっているのが悠ゆう達一行なのであった。

『高級宿を借り続ける何者か』『亡霊が住んでいるので部屋を開けられない』『時折話し声がする』──

　いつの間にか怪かい談だんになっていた現状に、悠は頰ほおを搔かいた。

　時折話し声がするというのは、こうして極圏探索から帰っている時のことだろう。

「けれど、私もそんな怪談の仲間入りってわけね。……宿代とか、私も見てもらえるのかしら？　流石さすがにここを自腹で借り続けるほど景気は良くないし、一人だけ別の宿っていうのも少し寂さびしいんだけど」

　そして──時折響ひびく『亡霊の話し声』に新しく加わったのが、難しい顔で眉み間けんに皺しわを寄せるシエル＝フランセルであった。

　ギルドのある酒場にいることが多いシエルは噂話にもそれなりに詳くわしいのだが、まさか自分がその噂話の一員になるとは。なんとも因果な話である。

「それは心配いらない。あの御お方かたはなんというか、結構大おお雑ざつ把ぱだからな。仲間が増えたと伝えれば喜んで取り計らってくれるはずだ」

「私も最初は驚おどろいたけどねー。でも、いい人だし大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　ひとまずの心配事を否定され、シエルは胸をなでおろした。

　だが、そうなるともう一つ気になることがある。

「そう言ってくれると少し気が楽だけど。……そういえば、その『あの御方』とかいう貴方達の協力者って、どんな人なの？　貴方達に対するサポートの手厚さといい、本来極圏への渡と航こうを禁止されている騎き士しを極圏に送り込んだり、相当な力がある……と、思うのだけれど」

　それは、悠達の『協力者』がどの様な者であるか、だ。

　提示した推測の材料は実に的を射ていて、宿や道具のサポートから、騎士を極圏に送り込む権力など──それらは、生なま半なかな存在では実現たり得ないレベルのものだ。

　なんの目的があって、それほどの者が？　あるいは後ろ暗い話になるのでは──そう考えたシエルの問いかけは段々言こと葉ば尻じりを弱くし、誰だれかから隠かくれるようなささやき声になっていく。

　しかしそうして聞かれても悠達の脳のう裏りに浮うかぶのは底そこ抜ぬけに明るい青年の笑い声で、なんだか悠は噴ふき出してしまいそうになる。

　なんでもないことのように、実際に何でもないことを話すだけの悠は、協力者の正体をシエルに明かそうとする──

「いえ、それは明日のおたのしみにしませんか。どうせ、ていれいのほうこくに行くでしょう」

　が、それは寸前でアリシアに阻はばまれた。

　彼女の象しよう徴ちようたる眠ねむたげな瞳ひとみは、それでもなお輝かがやいていることが分かる『イイ笑え顔がお』である。

「そ、そういうことするの？」

　突とつ然ぜんの悪意──と言うには少し可愛かわいらしい悪戯いたずら心だが、いきなり矢を向けられたことでシエルはわずかに吃どもり、声を上ずらせた。

「うーん、俺はいいけどシエル次し第だいだな。そういうの嫌きらいじゃないか？　大丈夫なら知るのは明日のお楽しみってのも悪くはないと思うけど」

「あの方の身分を考えれば本来ならば止めるが、肝かん心じんのあの方があの調子だからな。私もユウと同じ意見だ」

　ある種ドッキリのような、ちょっとした悪戯だが、一人だけ仲間はずれにするようにも取られるかもしれない──こういう『ノリ』を嫌う人は少なくない。

　名実共に『仲間』となったシエルでも、まだ付き合いを始めて日は浅い。あるいは仲間だからこそ、疎そ外がい感を棘とげに感じるかもしれない。

　悠は自覚がある程度には図太く、そういう悪戯をされても悪意を感じることはない。しかし同時に、自分とは違ちがう価値観に配はい慮りよする程度には、気も配れる。

「ええー……私は別に構わないけれど……少し、怖こわいわね」

　幸いシエルもまたこういうやり取りが嫌いではないようだった。

　むしろ長らく一人で行動していたため、友達同士の付き合いのようなふざけあいが懐なつかしいのだろう、困ったように言いつつもその口角は上がっている。

「シエルがそういうんなら、それは明日のお楽しみ、ってことにしておくか。俺はよく分からないけど、多分結構驚くと思うぞー」

「お手て柔やわらかに。ねえ、それって私でも知っている様な人？」

「あはは……多分、知ってると思うよ」

「ふふふ、明日がたのしみですね、おたがい」

　こうして、悠達がモイラスに戻もどってきて最初の夜は更ふけていった。
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　遅おそくまで灯ともっていた開かずの間の窓の光は、街を行く人々にまた新しい噂を流していったとか──
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　そして、悠達が極圏から帰き還かんして二日目──

　シエルは、人生で最大……の次くらいと言える窮きゆう地ちを感じていた。

　言うまでもなく、最大の危機はドロウサイダーに腹部を貫つらぬかれ、致ち命めい傷しようを負った時だろう。

　だが、目の前にしている存在の驚きよう異い度で言えば、今この場のほうが遥はるかに上だ。

「おおお……！　ユ……ユウッ！　これは!?」

「『台地』の輝きの正体だ！　天辺にそりゃもう沢たく山さん生えてて……しかも食える！　栽さい培ばい出来ないかって、持ってきてみたんだ」

「す……素す晴ばらしい発見だよ！　もしも栽培が可能ならば、歴史に刻まれるべき大発見だ！」

　ならば何な故ぜその驚異が人生で最も危険な出来事に惜おしくも届かなかったかと言うと、リーダーである悠がその驚異と親しげに話しているからだ。

　なんだこれ。別段驚く様子もない仲間達の横で、シエルは顔を上げられないままこの状じよう況きように静かに困こん惑わくしていた。

　本来極圏への渡航が禁止されている聖騎士を極圏へと送り出し、冒険者登録も済んでいない様な悠達を合同探索にねじ込み、金銭的なサポートまでやってのける──

　よほど大きな力を持つ人物がバックに居ることは分かっていた。

　だがそれが世界でもトップクラス、事実上のナンバーワンとも言えるザオ教大司教『ディミトリアス＝ランドール』だと誰が予想するというのか！

　世界最大宗教のトップ。それは強大な権力を持つ──どころではない、さじ加減一つで文字通りすべてを失わせられる様な人物だ。

　そんな大人物が、変わってはいるもののどこに出しても恥はずかしくない庶しよ民みんの悠と、肩かたでも組まんばかりに意気投合している。

　ひとまず双そう方ほうに敵意がない故ゆえに出来ることなのだろうが、なんとも心臓に悪い光景なのであった。

「そうだ、今回はどんな魔物の素材を採ってきたのか見せてほしいんだが……と、その前に。いい加減彼女について説明してもらってもいいかな？」

「ひゃ、はい！　お呼びでしょうか!?」

　しかし、ある種まだシエルは安心の中にいたのだろう。

　突然話のテーブルへ引っ張り上げられて、シエルは素すっ頓とん狂きような声を上げつつも何とか丁てい寧ねいな言葉を絞しぼりだした。

「いい加減にっていうけど、ディミトリアスも『白銀米』でいっぱいで忘れてたじゃねえか」

「ま、まあそうともいうね。だから僕のほうから切り出したんじゃあないか」

　何とか絞り出した勇気と冷静さで敬語を保ったシエルの苦労などどこ吹く風、悠は口を尖とがらせてディミトリアスに抗議をする。

　それがまた、なんとも肝きもを冷やさせる。頼たのむから黙だまっていてくれ──感じた理り不ふ尽じんさに少しだけ悪態をついてから、シエルは小さく息を吸った。

　騒さわがしい中、少女が息を吞のむ透すき通った音は、悠とディミトリアスの間をすり抜ぬけるように通る。

　時計の針が歩みを止めた様な気がしたのは一いつ瞬しゆん、悠達は同時にシエルへと向き直った。

「シエル＝フランセルです。『合同探索』でユウ達に命を救われて以降、カティア殿どの達にご一いつ緒しよさせて頂いています」

　整然とした、切り立つような声。

　緊きん張ちようと混乱の最中に奏かなでられたものだとは、誰も分かるまい。

　ドロウサイダーに後おくれを取ったものの、シエルの本来の得意とする行動はサポートだ。

　それは戦せん闘とう中偶ぐう発はつ的に巻き起こるいくつものやり取りの中で、瞬時に最も重要な戦局を把は握あくし、最も効果的な行動を選ぶ冷静さと頭の回転を必要とする役。

　ディミトリアスという超ちよう重要人物を前にしての毅き然ぜんとした態度は、まさに見事と言う他ほかない。

「え、あ、うん。よろしく？　まいったなー、この部屋でそんなにかしこまられたのは久しぶりなもんだから……楽にしてくれると嬉うれしいんだけどね」

　が、そんなものはこのゆるい空気の中では必要がなかった。

　もしもこの世界に地球は日本の九〇年台のギャグ文化が伝わっていたら、ズッコケていただろう。

　が、この世界にはそんな文化はないので、シエルは理不尽な気持ちを吞み込んで心で泣く他なかった。

「そーそー、本人もこう言ってくれてるんだし、気楽にやろうぜ。もちろん俺だって公式な場じゃ控ひかえるけどさ」

　お前はもう少し気にしろ。そうツッコみたくなったシエルを咎とがめられる者は──この国には、いないだろう。

　シエルは、救いを求めるようにカティアとクララに視線を送る。

　返ってきたのは思った通りの首くび振ふりだった。

「そういうことだ、諦あきらめてくれ。遺い憾かんだがユウの言う通り、ディミトリアス様が気にされることはないから」

「気持ちは分かるけど、かえって畏かしこまりすぎても逆に失礼みたいだから、ね？」

　どうやら、二人はとうに諦めていたらしい。

　曖あい昧まいな笑えみと疲つかれの表情に、大きなため息が出そうになる。

　ああ、これを悪戯だと言うのならば大成功だろう。自分よりも小さな背せ丈たけに視線をやる。

　すると──

「どうです、中々のおたのしみだったでしょう？」

　可愛らしい眠たげな瞳は、いっそ艶あでやかなまでに怪あやしく細められるのだった。

「ええ、それはもう一生モノの思い出になりそう」

　なんとか返した皮肉は、負け惜しみ以上のそれではなく。

　シエルはようやく──緊張を捨てて、心のままに眉み間けんを押さえた。
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「……なるほどねえ、頂上には大いなる実りと、それを独どく占せんする暴君がいた……か。その洞どう窟くつで見つかったという遺体の人達も、さぞかし無念だったろうね」

　それからしばらくして。

　魔ま物ものの素材の紹しよう介かいと雑談を終えた悠達は、本来の目的を果たそうとしていた。

『輝かがやきの台地』で確かく認にんしたものの報告である。

　ある意味では雑談もまた目的であると言えるものの、極きよつ圏けん探たん索さく隊としてザオ教からサポートを受けている以上、あくまでも『本題』はこちらなのだ。

　一転して落ち着いたトーンで話すディミトリアスは、なるほど先の陽気な青年を見ていなければ、この世界のトップだと言われても疑う予知のない威い厳げんを纏まとっている。

「ああ、状況から見ても『主ぬし』の魔物のせいで身動きが取れなくなったのは間違いないと思う」

「だが君達がそれを倒たおした……か。いやいや、本当に目覚ましい成果だ。特にこの『白銀米』は、間違いなく人類の歴史に足あし跡あとを残すだろう」

　悠から提出された穂ほに実る白銀米をくるくると弄もてあそびながら、ディミトリアスはアルカイックスマイルを浮かべる。

　だが、じわじわと、それが崩くずれてくる。

　ディミトリアスの表情はやがて熱を帯びて赤くなり、笑みには隠かくしきれない喜びがにじみ出てくる。

「本当によくやってくれた！　こう言うと悪いが、正直に言えば『輝きの台地』の完全な踏とう破はは想像だにしていなかったよ。だが君達は見事それを成し遂とげてみせた──素晴らしい『進歩』だ！」

　興奮を抑えきれない──悠達の偉い業ぎようを褒ほめ称たたえるディミトリアスが口にするのは、英えい雄ゆうを称える少年のように純じゆん粋すいな言葉だった。

　悠達の前では陽気な青年でも、ディミトリアスは行動実績共に優すぐれた、大司教にふさわしい貴人だ。

　そんな彼に手放しで称しよう賛さんされるというのは、最高の名めい誉よである。

　この国の要人がどの様なものか知らない悠でさえ、胸が熱くなるほどに。

「おめでとう！　君達は、伝説を現実のものにしてみせた。未知を既き知ちに変えた、歴史を一歩進めたんだよ！」

　しかし──だからこそ、それも続けば熱になる。

「ちょ、ちょいと小こっ恥ぱずかしいな。なにもそんな大げさな──」

　嬉しい以上にベタ褒めされることで、なんだか気恥ずかしくなってくる。

　ディミトリアスを止めようとすると、ディミトリアスは戒いましめを振りほどくように頭を横に振った。

「いや、決して大げさなことではないんだ。頂上の遺体の様に輝きの台地の最上層に辿たどり着いたものは今までも居たかもしれないが、少なくとも記録という世界において、君達は新雪を踏ふんだ。いつだか話したけれど僕は『先へ進む』人間の可能性というものをとても好ましく思っている。輝きの台地にまつわる歴史には、君達の名は人類が続く限り『最初の一歩』として語り継つがれるだろう。あるいは、この白銀米も食の歴史に大きな革命を齎もたらすかもしれないね」

　落ち着いた声だからこそ、その声は重く悠の中に染しみ渡わたってきた。

　ディミトリアスの言葉が、純然たる事実だということは悠とて理解していた。

　この先誰だれが輝きの台地を攻こう略りやくしても、それは二番目でしかない。その事実の重さを、理解出来ない悠ではなかった。

「本当に素晴らしいよ。目覚ましい進歩だ！　僕は、君達を尊敬している！」

　いっそ芝しば居いがかっているまでの言葉だが、それは本心から出た真の言葉だった。

　幸いにして悠もクララもカティアも、人を見る目は中々優れている。アリシアは『悪い例』をたくさん見てきたが故に、『わるいひと』は分かるし──シエルもまた、苦い経験で人の言葉の噓うそを見み抜ぬくのは得意になった。

　そんな彼らだからこそ、ディミトリアスが悠達を尊敬しているというのが本当だと、分かっていた。

　誰もが救いを求めるような、立派な人物──それほどの人物にそう言われるのは、やはり悪い気はしなかった。

「……おっと、つい熱くなってしまったね。とにかく、もう少し君達は偉えらぶってもいいと思うんだがね……って話さ。とはいえあまり続けたい話でもないようだから、次の話に行こうか」

　しかし熱が入っているのが分かるからこそ、それが伝でん播ぱするというものだ。

　ディミトリアス自身もそれでようやく小恥ずかしさを覚えたのか、咳せき払ばらいをしてから姿勢を正す。

「さて、では気を取り直して……輝きの台地を踏破したということで、君達は今名実ともに冒ぼう険けん者しやの中で最も優れている一団のひとつと言っていいだろう。これは客観的な視点に基もとづく事実なので、そういうものなんだと受け取ってもらいたい。これは前置きなのでね」

　そうして切り出された次の話題はやはり悠達を褒めるような言葉から入ったが、補足の言葉通り、悠達は静かに頷うなずいた。

「そこでだ。君達の実力を見込んで、次の目的地を僕の方から提案させてもらいたい。もちろん、最終的にそれを採用するかは君達次第だ。だが先に言わせてもらうのなら、事前の調査から君達では可能なのではないか、と思っている」

　珍めずらしく、それはディミトリアスにしては穏おだやかな口調であった。

　満足気に細められた二つの瞳ひとみは、悠達を試ためしているのだと分かる。

　言葉通り、彼としては悠達ならばこれから与あたえる課題をクリア出来るものと考えているからだろう。

「……珍しくまどろっこしいな。どこに行かせたいんだ？」

　そんな『挑ちよう戦せん』に対して、悠は舞ぶ台たいに立つ。

　ディミトリアスは頼もしくなった少年の姿に口角を上げて──上を、指さした。

　釣つられて、悠達は指の先を見た。当然、そこにあったのは天てん井じようだったが──まずはシエルが、一いつ拍ぱく遅おくれてカティアが気づく。

「まさか……」

「空、ですか」

　カティアの確認に、悠達は視線を落とす。

　──ディミトリアスの顔は、愉ゆ快かいそうに笑みを湛たたえていた。

「正解。さて、察しのいいことだから勿もつ体たいぶるのは止やめにしよう。僕からの行き先の提案──それは『不帰かえらずの楽園』だ」

　穏やかなディミトリアスの声のみが部屋に響ひびく。

　だが、豪ごう奢しやな執しつ務む室には、静せい謐ひつの湖に石を投げ込んだかのように波は紋もんが広がっていく。

　重圧──というと悠が思い浮うかべたのは野生の強者との対たい峙じだったが、執務室を満たしていったのは、確かにそれだった。

　一種の居た堪たまれなさに、悠は仲間の顔を一人ひとり確認していく。

　アリシアは、首を傾かしげている。クララは、自分と同じ顔をしていた。

　ならば、察しの良かった二人はというと──カティアは、無表情に冷たい汗あせを浮かべ、そして。

「私は、賛成出来ません」

　シエルが、睨にらみつけるようにディミトリアスを見ていた。

「そんなにヤバいのか……？」

　付き合いは短くとも、ここにいる者は皆みな悠の仲間だ。だからこそ、表情一つでディミトリアスの告げた場所がどの様なものかが、何となく分かる。

　悠の疑問に、シエルは静かに頷いた。

「……空と言われれば、私達冒険者はいくつか行き先を思い浮かべるけれど、不帰の楽園はその中で最も危険な場所よ。その名前の通り、そこに行って帰ってきた者はいないのだから」

　ディミトリアスを否定するような言葉を発するか、少しだけ迷ってから紡つむがれたシエルの答えに、悠はディミトリアスへと勢いよく振り向いた。

　いざとなれば命をかける悠でも、死ぬのは人並みに怖こわい。そんな危険な場所に行くタイミングが今なのか？　その視線には、悠の抗こう議ぎが含ふくまれていた。

　だが、ディミトリアスもまた、悠は仲間だと思っている。意味もなく危険な場所に行くことを提案する男ではないことを、知っている。

「当然、根こん拠きよも理由もあるよ。一つずつ、述べていこうか」

　そんな自分の思おも惑わくが、伝わっていたことが嬉うれしいのだろう。

　底の深さを感じさせる笑えみを人ひと懐なつこいものに変えると、ディミトリアスは指を立てて説明を始める。

「まずだけど、理由からだね。シエルくんの言った通り、空に関連する極きよつ圏けんは少なくない。最も危険な場所というのも、ある意味ではそうだろう。厳密には違ちがうが、帰き還かん者しやなしというのも噓ではないからね。それでも僕がここを推したのは、二つの理由があるからだ。一つは帰還者が居ないことによる情報の少なさ、二つめは、至し極ごく単純。この『不帰の楽園』の調査の重要度が高いからだよ」

　説明の最中に増えた指を押さえるように手を組み直して、ディミトリアスは続ける。

「ではそれが何故かと話すには、この『不帰の楽園』の性質について触ふれておかなければならない。雲の大陸、浮ふ遊ゆう大陸など、空の極圏には共通した特とく徴ちようがある。いや、それは『土地』であれば当たり前で特徴とは言えないのだけれど──『動かない』ことだ。誤差を除いてね。……だが、この『不帰の楽園』は動くんだよ。空を回遊する島なんだ」

「回遊する島！　それって、カティアが前に話してた？」

「ああ、そうだ。だが……いや、今はディミトリアス様のお話を聞こうか」

　回遊する島。いつだか聞いた存在に手を打つクララを見て、ディミトリアスはなんだ、もう話していたのかと唇くちびるを尖とがらせた。

　すねた様子の青年にカティアは存在を語っただけだと冷静に言い放つ。

「じゃあ続けるけど、この『回遊』っていうのが問題でね。寸分たがわずに行われているんだよ。一定の周期で同じ場所を。約六ヶ月の周期でこの島はとある岬みさきを訪おとずれるんだ。そして、大陸を離はなれ、再び同じ期間でやってくる。……考えられるかい？　これほどまでに整然とした『自然』を」

　楽しげに続けられたディミトリアスの説明──いいや、それはもうプレゼンテーションに片足を入れたものだろう。

　ディミトリアスのプレゼンテーションは、的確に悠の少年心をついていく。

「何らかの手段で、ヒトの手が入っていると考えるのが適切だと僕は考える。だとするのならば、巨きよ大だいな島を動かしているモノは？　未知の魔ま法ほうか、あるいは技術か！　誰が何の目的で!?　それが解き明かされたのならば、人間の歴史は大きく『進歩』するとは思わないか！」

　ディミトリアスの演説は、これ以上ないほどに悠の心を揺ゆさぶった。

　気の合う二人だからこそだろう、ディミトリアスの純粋な探究心は、悠の中の少年に響く。

　……しかし今回は名前からして『不帰の楽園』だ。自分ひとりの話ではないということもあり、悠は慎しん重ちようである。

「確かにその理由については納なつ得とくしたけど、生せい還かん者しやゼロって話を聞くとな」

「生還者がいない……というと、少し語ご弊へいがあるな。確かに不帰の楽園が離り岸がんした後に戻もどってきた者はいないのだが……あー、これは秘密なんだが──実は、ザオ教はこの島の軽い調査を行っているんだ。もちろん、報告を受け取っている以上無事帰還もしている」

「それは、初耳ですね」

　しかし『生還者がいない』という点については正しくはない。ディミトリアスの言葉を聞いて少し安あん堵どする悠……と、裏腹に、腕うでを組んで暗に『怒おこっている』とポーズを取ったのはカティアだ。

　それもそのはず、騎き士しが極圏に渡と航こうすることは禁止されていて、カティアはその特例なのだ。公的に認められている彼女だが、規律を重んじる心はある。組織ぐるみで公おおやけに出来ない活動をしているのは──アリシアを考えれば今いま更さらだが──好ましくはない。

「う……一応言い訳をすると、調査と言ってもホンの外がい縁えん部だけ、『不帰の楽園』が岬のそばを通る時間の間だけの話でね。この間はあくまで『大陸上空の調査』ってことにしてるんだよ……グレーには変わりないけれど」

　ディミトリアスの言い分はカティアにとっては更さらにマイナス点となりうるものだったが、ここでそれを追及しても仕方がない。

　納得は出来ないが、そういうことになっているという理り屈くつは分かる。

　わざとらしくため息を吐き出すと、それで不問ということになった。

　それ以上の追及を受けないようにとディミトリアスは慌あわてて話を進める。

「そんなわけで……ホンの僅わずかだけど、調査はされていて無事に帰還もしているというわけだ。そうして知り得た情報によると、不帰の楽園外縁部の魔物の強さはバラつきこそあるものの『輝かがやきの台地』中層付近のレベルと近いという結論がなされた……というわけさ」

「それで、かがやきのだいちをとうはしたわたしたちに、ということですか」

「鋭するどいね。そう、輝きの台地中層付近……とは言うけど、それってかなりのレベルなんだ。一戦ならばまだしも、イグラパルド級の魔物がゴロゴロ出てくるというのは手て練だれの冒険者でも厳しい。しかも中央部に近づくと生息する魔物も強力になるという報告がされてる。こうなるともう、どうしようもなくてね。だがあくまで確かく認にんされているのはそこまでだ。輝きの台地を踏とう破はした君達ならば、少なくとも外縁部で生き抜ぬくのはそう難しいことではない……と、僕は考えている」

　それに、とディミトリアスは続ける。

「付け加えて──確かに不帰の楽園の魔物は強力なんだが、この六ヶ月周期という期間が曲くせ者ものでね。長い期間を過ごすには当然大量の物資が必要なんだが、強力な魔物を気にしながら、島が離岸するまでの数十分で必要な量を運び込むのは不可能と言っていい。そうなれば、必然的に様々なものを現地で調達する必要がある。その最たる例が食料だ。未知の生態系で魔物と戦いながらこれを得るのは、非常に難しいだろう」

　数十分──悠は単語を反はん芻すうするように視線を上にやる。

　物資。なるほど、それは確かに解決の難しい問題だ。

　浮遊する大陸──陸から離れた場所に大量の荷物を運び込む技術がない以上、どうしても物資の運うん搬ぱんは人間が行う必要がある。この世界の人間ならばある程度の重量は問題なくても、荷物があまりに巨大になっては持つことそのものが難しくなる。そこに魔物が攻こう撃げきを仕し掛かけてくれば、運んだ物資を使う暇ひまもないだろう。

「だが、君達──特にユウ。君の知識と、食物を調達する『スキル』を使えば、そのハードルはぐっと下がる。戦せん闘とう力の方も、君達以上のパーティを探すほうが難しいだろう。以上が現段階でも君達なら十分に生還しうると考えた根拠であり、君達しか成しえないと判断した理由だ」

　だからこそ、悠達なのだ。ディミトリアスはそう言葉を締しめくくった。

　大量の物資を持ち込むことが出来ない以上、現地で『生きる』ことこそが最大の難関となる。

　適任だ──というほど自うぬ惚ぼれているつもりはなくとも、確かに自分達は比ひ較かく的てき向いている。悠は、そう息を鳴らした。

「と……少々熱が入ってしまったけれど、最終的に話を受けるかどうかは君達に一任するよ。いつかは調査に協力してほしいが、先に他の極圏で力をつけるという話ならば大だい歓かん迎げいだしね」

　そんな仕草が気になったのか、ディミトリアスは改めて最初に提示した条件を再度口にする。

　確かに、不安はあった。前例がない、つまり、現在ゼロパーセントだという事実は悠の目にも重く映る。

　しかし同時に、ディミトリアスが例として出した輝きの台地の名が心に熱を灯ともしていた。

　輝きの台地の中層程度の魔物しか居ない外縁部ならば、食料さえなんとかなれば生活することはおそらく可能だろうと、そう思ったのだ。

「もしも食料がなかった場合、すぐに撤てつ退たいすることって出来そうか？」

「それは可能だよ。というより、それが出来なければ調査だって出来ていないさ。付け加えると、楽園の名の通り、自然に溢あふれた場所のようだけれどね」

　食いしん坊ぼうだから、というわけではない。生き抜く上で最も重要なことを聞けば、真しん剣けんな眼まな差ざしが答えを返してくる。

　その答えは、悠に手て応ごたえを感じさせるに十分なものだった。

　正直にいえば──この時点で、勝算はあった。だがだからこそ、気になることがある。

「……なるほど、分かった。だけど、ならなんで、一人も帰ってこないなんてことになるんだ？　珍めずらしい概がい念ねんだってのは分かってるつもりだけど〝魔物食〟は俺達だけの専売特許ってわけでもないだろ。いよいよとなれば、なんだって食べてみるはずだ。だのに生還者が一人も居ないってのは──食い物に問題があるか、分かってるだけじゃない何かがあるってことに他ほかならないだろ」

　それは単純に、ならば何な故ぜ誰だれ一人生きて帰ってこないのか？　ということだ。

　稀け有うな存在ではあるものの、シエルのように輝きの台地の中層を越こえられる者は居ないわけではない。

　魔物を倒たおせるのならば悠の言う通り、味はともかく飢うえが極限までになれば身近な肉──魔物を食べてみる冒ぼう険けん者しやだっているはずだ。

　そうなれば六ヶ月、なんとか生きて帰ってくる者が居てもおかしくはない。

　それでも生還者が居ないのは──やはり、何かしらの問題があるからこそだろう。

「……そうだね、尤もつともな疑問だ。それについては──憶おく測そくになるから黙だまっていたんだが、聞きたいかい？」

　しかしディミトリアスは苦い草を口の中で嚙かみしめるかのような笑えみを浮うかべる。

　聞かれたくないこと、というよりは馬ば鹿か馬ば鹿かしい考えを言いよどむように、だ。

　事実、ディミトリアスは危険な要素を隠かくしていたというわけではない。だがそれはそれで逆に気になるというもので、悠達は一様に首を縦に振ふる。

「実は……生還者がゼロとは言ったが、確認出来ている死者もゼロなんだよ。……調査の際、遺体も、白骨さえ確認出来ていないんだ」

「……どういうことです？」

　ディミトリアスの『与よ太た話』に食いついたのは、意外なことに悠ではなくシエルであった。

「言ったとおり、死者の痕こん跡せきが発見出来ていないんだよ。こちらでも離岸する『不帰の楽園』に乗っていた冒険者がいることは確認している。だがその痕跡が全く確認出来ていないんだ。生活の中心となる外縁部で、なんらかの痕跡が見当たらないのはおかしいだろう？　そこで──とある『与太話』の存在が理由をつける」

　そう勿もつ体たいぶるディミトリアスは何やら楽しんでいる様子だ。

　結局は話したかったんじゃないかと思いながら、悠はなんだかんだ続きが気になっている自分に気がついて、なぜだか負けた気分になった。

　しかし与太話とは一体なんなのだろう。もともと都市伝説の様なものを好む節がある悠は、いつの間にやらディミトリアスの話に聞き入っていた。

「誰一人として帰ってこない理由──それは、この『不帰の楽園』が向かう先に『本当の楽園』があるからなんじゃあないか……ってね」

　試すような視線を投げかけて、ディミトリアスはくすりと鼻を鳴らす。

「もちろん、より強い魔物が生息するとみられる中央部やその近辺で倒れているからこそ遺体が発見出来ないというのもあると思う。だが、生還者がいないような場所に挑いどむ冒険者だからこそ、無理と見れば引き返す判断力を持つ者も多いはずだ。そうすると、やはり実際に生活の跡あとが見られる外縁部付近で遺体も、埋まい葬そうの跡すら見られないというのはおかしいと思う。そこで語られるのが『本当の楽園』の存在なんだよ」

　本当の楽園。何気なく、悠は繰くり返すようにつぶやく。

　島の向かう先にあるであろう場所。ただでさえ詳くわしい実態の分からない『極きよつ圏けん』だというのに、更にその先に伝説の場所が存在する──なんていうのは、確かに与太話の域を出ないだろう。

「あるいは、帰らぬ者の無事をそれでも願う人達の空想なのかもしれないね……だが、考えてみればありえない話でもないとは思わないかい？」

　しかし──それでも、悠にはあながちない話でもないのではないかと、そう思えた。

　完全に、決まった期間で回遊する島。

　規模が小さいのもあるだろうが、太陽系の惑わく星せいの動き以上に精密な周期を守りながら決まった位置を周る島に、ヒトの手を感じるのは当然のことだ。

　ならばそのあり方が何に一番近いか。悠が最初に思い浮かべたのは、時計だった。

　だが、決まった期間に決まった地点でしか確認出来ない島というのは、時間を測はかるのにしてはあまりにも大おお仰ぎようで、無む駄だが多い。

　だとするならば──

「定期便……」

　ここを出て、どこかから戻もどってくる島。

　その姿に重ねたのが、ある地点と地点を結ぶ船だった。

「素す晴ばらしい！　そう、現状ではあくまでも与太話に過ぎない話ではあるが──その島はヒトをどこかへ運ぶ船だという説も出ているんだ」

　手を叩たたかんばかりに身を乗り出して、ディミトリアスは興奮に染まった声を戻しきれず、それでも努めて冷静に補足した。

「っと……つい熱くなってしまったけど、決してこの話で楽観視はしないでほしい。強力な魔物が生息することには変わらないし、何もなければ六ヶ月ほどをサバイバル生活、というのは変わらないんだからね」

「いや、それは分かってる……でも」

　ディミトリアスの注意に同意しつつも、悠は考えを巡めぐらせていた。

『不帰の楽園』は定期便である。島一つをまるごとというのは時計に比べればしっくり来るとはいえ、それでも荒こう唐とう無む稽けいな考えには変わりない。

　だがもしも、これが本当に意図的に作られた存在だというのならば──これほどの規模のものを、おそらくは自動で、遠大な距きよ離りを巡じゆん回かいさせるというのはどれほどの力を持つ文明によるものなのか。

　この世界でそれほどの技術、すなわち魔術の力を持つ文明。その陰かげに、悠は自分達が追い求めているものの後ろ姿を感じずにはいられない。

　すなわち──マオル族の、痕跡を。

　もしそうならば、クララのためにもその陰を摑つかんでみたいと思う。もし違ちがうならば、それはそれで未知の文明の在りし日の姿を垣かい間ま見みることが出来るのかもしれない。

　そこに行けば、きっとまだこの世界で誰も知らない何かが待っている。もう、悠は自分の冒険心を抑おさえることは出来なかった。

「もしもそれが、本当なら──それを、確かめてみたい、とは思う。その、皆みんなはどうだ？　俺に、命を預けられると思うか？」

　遠えん慮りよがちに、呟つぶやくようにその意志は表明された。

　伏ふせた顔は興奮に紅潮している。しかしそれでも、決意が窺うかがう様に発せられたのは、自分の感情で皆を巻き込んでよいのか分からなかったからだ。

　聞いた話が全すべてということはないだろうが、それでも悠は手応えを感じていた。

　行ける、と。ただしそれは、仲間がいればという前提があってこそのものだ。

　危険であることには変わりがない。今までの探たん索さくは初心者向けの場所であったり、最悪の場合にも周囲のサポートが受けられる場所だったりと、出発の前には命の危険が少ないと判断した上での旅だった。

　しかし『不帰の楽園』は違う。今まで帰ってきた者は誰も居ない場所──その事実は重くのしかかる。

　つまり、巻き込んでよいのか。

　悠の声を小さく窄すぼめたのは、遠慮と心配だった。

　だが──

「私は──大だい丈じよう夫ぶだよ。決して楽観するってわけじゃないけど、皆が皆に出来ることをやれば、出来ないことはあんまりないって、そう思う」

　クララはまっすぐと悠の顔を見て、そういった。

「同感だ。それに、あー……こんなことを『大司教様』の前で言うのは憚はばかられるが……君に命を救ってもらったときに、この生命は君のために使うと決めていたからな。騎き士しだからこそ、ね」

　逆に、カティアは赤らめた顔をそらしながら、宣言した。

「わたしはいがいとらっかんししていますよ。きけばユウさんはいえも作れるといいますし、い・しょく・じゅうがそろっていれば大体なんでも出来るでしょう」

　すました様子のアリシアはこともなげに。

「付き合いは短いけど、私もある意味ではカティアと同じ。それにこのメンバーで駄だ目めなら、多分どんなパーティでも帰ってこれないと思うもの」

　そして、比ひ較かく的てき現実主義者なシエルまでもが、同調する。

　望んでいた、しかし予想していなかった光景だった。

　こみ上げてくるものをぐ、と抑える。

　いい仲間に出会ったものだ。……地球に居た頃ころは友人はともかく『仲間』と呼べる存在が居たか。どこかで孤こ独どくを感じていたことを思い出した悠は、溢れそうな気持ちを少しでも零こぼさないように目を瞑つぶった。

「皆……いや。嬉うれしいよ」

　本当に良いのか、と聞こうとして、悠はその問いかけをも吞のみ込んだ。

　今悠に向けられる眼まな差ざしは、確固としたもので、問うことは逆に自分が彼女達を信じていないことになると思ったからだ。

「よし……じゃあ、宣言するぞ。極きよつ圏けん探たん索さく隊、三回目の目的地は──『不帰の楽園』だ！　最低六ヶ月、面おも白しろおかしく過ごして名前負けにしてやろうぜ！」

　そう、天高く拳こぶしを突つき上げれば、すっかり慣れた様子で少女達もそれに倣ならう。

　こういうノリが久々なのか、シエルだけは少し恥はずかしそうにしていたが──元々、騒さわがしいのは好きな様子で、どこか満足そうな顔だったことを補足しておこう。

「……羨うらやましいねえ、君達のチームを、心底羨ましく思うよ」

　それをどこか遠い位置から見守るディミトリアスが、しみじみと呟いた。

「僕も君らみたいに旅が出来たらな」

「そうなると面白いだろうな。いつか実現出来ると俺も嬉しいんだけど」

「フフ、ありがとう。とはいえ僕も責任ある立場には誇ほこりを持っているし、遠い『いつか』の話になりそうだがねえ」

　お互たがいに、顔を見合わせて笑う。

　ディミトリアスが一いつ緒しよにいれば、きっと旅はもっと面白おかしいものになっただろう。

　だがそうはならなかったし、そう出来るだけの力を持つ彼には、そうしない確固たる責任感があるようだった。

　ならばこれで良いのかもしれない──と、悠は思う。自分と同じ様に、彼にも自分の持てるものを注ぎ込むに足る夢や思想があるのだろう。

「だが、こちらから正式に依い頼らいしたこととして『不帰の楽園』の攻こう略りやくには今まで以上のサポートを約束しよう！　出発は今から約三週間後、詳しい日時は追って連れん絡らくしよう！」

　少しだけしんみりとしたのもつかの間、小さな息を吐はいた後、ディミトリアスは『陽気なお兄さん』に戻っていた。

　悠もそれを見て、気合を入れ直す。自由に動けないのならば、今まで通り自分達が旅の成果を面白おかしく伝えればいい。

　きっと今までで一番たいへんな旅になるだろう。

　しかし不思議と気楽に構えることが出来ているのは、きっと仲間たちのおかげなのだと悠は笑った。








第二話　冒ぼう険けん者しやの縁えん









　風にはわずかに肌はだ寒ざむさが交じり始め、それ故ゆえに陽ひの暖かさがいつも以上に感じられるような、心ここ地ちのよい陽気の中。

　悠ゆう達はいつものように街を闊かつ歩ぽしていた。

　買い物や換かん金きんなど、やることを片付けていくためだ。

　次の探索に行くまでの明確な期間を定められたため、今片付けられることは早めに済ませてしまおうというカティアとシエルの意見を取り入れた結果のことである。

　流石さすがに今回の旅は知らされる危険度が高かったためか、それに反対の意を唱えるものは居なかった。

　どちらかといえば夏休みの宿題をとっておくタイプの悠でも、これには積極的だ。

　しかし、一行の会話は賑にぎやかなものである。

「まったくもう……本当に人が悪いわね。本来ならシャレになってない不敬よ？　それと知らせずに大司教様と会わせるなんて」

「いやあそれはわるいことをしました。でもシエルさんもこうていしていましたし、たのしんでいたのでは？」

「ぐ……それは否定しないけれど」

『会わせたい人物』の立場に苦言を漏もらすシエルと、取った言げん質ちを振ふりかざすようにいたずらっぽい笑えみを浮うかべるアリシア。

　悠とクララは、それを苦笑いしながら見ている。

「でも、そんなに怖こわいヒトでもなかったろ？」

「私も最初は驚おどろいたけどねー……」

「だが良くも悪くも、あれが彼の人望の一部でもあることは事実だ」

「まあ、それはなんとなく分かる。失礼だけれど会う前は、もっと真ま面じ目めな方だと思っていたもの。想像以上に親しみやすかったのは事実だわ」

　はじめは不ふ機き嫌げんそうなシエルだったが、雑談の舵かじが変わっていくごとに態度も柔やわらかさを増していく。

　酒場で出会った時にはツンケンとした態度が目立っていた彼女だが、やはり本来の性格は友人同士のおしゃべりを楽しむ女の子的な部分も多いようだ。

　というか育ちが良いせいだろうか。穏おだやかで明るい口調は、悠にとって最初の印象とは真反対に感じられるものだった。

　とはいえ──大体誰だれでも、ディミトリアスに抱いだく印象は同じらしい。

　だが『親しみやすい』というのは組織のトップに立つ者としては強い特とく徴ちようだろう。無論、公私を分けられるディミトリアスだからこそというのもあるが。

「ところで──今日はなにか買い物をするの？」

　話が一段落すると、ふとそんな質問を投げかけたのはシエルだった。

　冒険者として一番キャリアが長いのは彼女であり、次に向かう場所がどれほど困難な場所であるか、伝聞とはいえ知っているゆえのものだろう。

　今日は換金と加工屋が主な目的ではあるが、買っておけるものならば済ませておくほうが後で何度も確かく認にんする機会があってよい。シエルは昨晩から、確認の大切さを説いている。

「それなんだよなー……ぶっちゃけ聞いている特徴だとそれほど準備がいらない……っていうと語ご弊へいがあるんだけどさ。何をどれだけ持ち込んだらよいかってさじ加減が分からないんだよ。……正直、食料さえあれば六ヶ月耐たえるだけなら結構ヨユーくらいに思ってるんだよなあ」

　しかし、悠はシエルの問いかけに対して曖あい昧まいな答えを返す。

　余よ裕ゆうというよりは油断にさえ見える態度ではあるが、シエルは咎とがめない。

　聞いた話から分ぶん析せきする限りでは、本当にそれほど困難にならない。それが一同の結論だったからだ。

「ザオ教の調査で飲水があることは分かってる。植物は豊かだって言うし、全部毒を持ってるとかじゃなきゃ、最悪木の根だって食おうと思えば食えるヤツはあると思う。基本的に『強い生物』って自衛が出来るから毒を持ってることも少ないし……そしたら後は着き替がえに寝しん具ぐとかくらいしか思い浮かばないんだよなあ。後は冒険者だったら当たり前に持ってる様なモンくらいか」

　困難が思いつかないからこそ、悠は顔を曇くもらせているのだ。

「そりゃあ、植物や飲水に軽い調査で分からないような毒があって、暮らしているうちにそれが蓄ちく積せきされて──とか考えられないこともないけど、現状考えたって分からないんだよな。毒は俺の力で見れば分かるし、飲水だって安全なのを作る方法はあるし……」

　無理やりひねり出せば、考えうる危機とやらをでっち上げることは出来るが、もはやそれは夢想の域だ。

　──ディミトリアスから聞かされた、不帰かえらずの楽園の詳しよう細さい。それは悠が一言で表すのなら、南国の無人島だった。

　サバイバルの想定としては非常にメジャーな場所であり、決して楽な環かん境きようとは言えないがそれゆえに対策も多数考えられているという──言うなれば、やりやすい場所だったのだ。

「一人で遭そう難なんしてる訳でもないから、生せい活かつ基き盤ばんを整える道具も労働力も十分。怪け我がはクララさえ無事ならなんとかなるし、夜警もアリシアがいれば大だい丈じよう夫ぶ。未知の病気があればお手上げかな……と思ったが、調査に入ったザオ教の人達は平気みたいだし……中央部の魔ま物ものがめちゃくちゃ強くて逃にげる間もなく全ぜん滅めつ……ってのがありそげ、かねえ」

「確かに考えると妙みようではある。遺体や遺骨が見つからないことと合わせると、どこかに『本当の楽園』があるというのもあながち信じられないとも言えないな」

　考えるほどに、分からない。それが、今の悠達の心境だった。

　ある意味ではだからこそ危険な場所なのではないかと勘かんぐるのも、無理はないかもしれない。

「でも──やっぱり、そうだといいなって思うわ。私の知ってる人も、何人か『楽園』に行ってるから……」

「ン、そうなのか……それは、同感だな」

　だがもし本当なら、と考えるのは悠やクララだけではないようだ。シエルの言葉にうなずくと、次はクララがうつむきながら、呟つぶやく。

「……ディミトリアスさん、昔の文明が作った『定期船』なのかもしれないっていってたよね。もし、もしもそれがマオル族のものだったら──マオル族は、本当の楽園で、暮らしてるのかなあ」

　途と切ぎれ途切れに紡つむがれた言葉は、希望を口にするものだった。

　そう、それはここに来て摑つかんだ大きな希望といえた。だからこそ、確かめるのが恐おそろしい、という面もある。

「分かんねーし、多分そうだ、とか適当なことは言えないけど……それを確かめるってのは、相当意味のあることだと思うぜ」

　悠も、希望に縋すがる気持ちはよく分かる。

　最悪の事態を想定していても、大きな希望を取り逃のがしたときは落らく胆たんも大きいものだ。

　しかしそれを恐れていては進めない。……こちらの世界に来てから、悠は強くそう思うようになった。

「でも……ううん、そうだね！　もし見つからなくても、また新しい手がかりが見つかるかもしれないもんね」

　そしてずっと悠を隣となりで見てきたクララも、また意識的に前を向いて歩く気持ちを強めていたようだ。

　両手を握にぎり込んで、意気込みを示すクララに悠は口角を上げた。

「やる気が出てるようで一安心……ね」

「やはりまだ不安か？」

　そんな二人を見て、静かに声を交かわすのはシエルとカティアだ。

　隣で、やり取りを見るアリシアが目を細める。色素の薄うすい瞳ひとみは、まどろみの中でも知性を保った色に輝かがやいていた。

「それはそうよ。あの子の能力は絶対に必要になるでしょうし、やる気はあるに越こしたことはないわ」

「ははは、その点においては問題ないさ」

「みたいね。……ほんと、自分でも驚いてる。まさか『不帰の楽園』に行くことになるなんてね。なんでよりにもよってあそこなんだ、このメンバーでも正直無む謀ぼうだって思ってたけれど──」

　僅わずかに、アリシアの目が鋭するどくなる。

　ごく僅かに剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを孕はらんだ視線には気づくことなく、シエルはふっと力を抜ぬいた。

「不思議と、それほど困難なことでもない気がしてたの。それがなんでか、分かった気がする」

「おや」

　腑ふに落ちた解放感に満ちた顔で、シエルは悠の方を見た。

　士気については問題ないと、補足したカティアもその理由に説明はいらなかったようだ、と意外そうな顔をした。

　密談──という程ほどではなくとも、悠達には聞こえない会話をしていた二人。それを見届けたアリシアはなぜだか満足気に微笑ほほえんでから、早歩きで悠とクララに駆かけ寄っていった。

　鈍どん感かんな悠には与あずかり知らぬことだろうが、彼が思うよりずっと、仲間の信しん頼らいを集めていたようだ。




　　　　◆




「加工屋……って貴方あなた達もここを使ってるんだ？」

「も？　ってことはシエルもか」

「ええ。渋しぶいところ知ってるわね」

　換金を終わらせた午後。悠達はいつものように極きよつ圏けんで得た素材を見せるため加工屋を訪おとずれていた。

　相変わらず暗あん鬱うつとした路地裏にオンボロで廃はい墟きよのような様相の加工屋の扉とびらを見て、シエルが意外そうな声を上げた。

　その口ぶりからすると、一部で評判──と言ったところなのだろう。気持ち嬉うれしそうな表情は、共通点を見つけたからだろうか。

　遠えん慮りよなしに扉を開けるシエルに続くように、悠達も加工屋へと足を踏ふみ入れる。

「おー……？　久々だなフランセルの娘むすめっ子。坊ぼう主ず達と一いつ緒しよとはまた厄やつ介かいそうな一日だ」

「そう言わないでよ。彼らが居なければ、危あやうく二度と来られなくなるところだったんだから」

「ああ？　そりゃどういう……」

　親しげに会話を始めるシエル達を見ると、そこそこ付き合いが長いことが窺うかがえる。

　これまでの流れ、そしてパーティに合流するまでを話しているシエル達の邪じや魔まをしないよう、悠達は店内の武器を見て回る。

　やはり良い仕事をする。カティアと悠がそんな会話をしていると──

「……そんなことがあったのか。おい、お前さん達こいつとパーティを組んだんだって？　……ありがとうな」

「うお！　いやまあ、こっちも助けてもらってるんで……」

　店主が、悠達に感謝の言葉を述べる。

　意外な人物からの礼に、悠は戸と惑まどいながらも曖昧な返事をする。

「こいつの親はそこそこ有名な冒ぼう険けん者しやでなァ、親の代から付き合いがあるんだわ。……だってんでこいつの武器も俺が面めん倒どうをみてるんだが……こいつ、サポートが得意だってのにひとりきりで冒険するもんだからよ、心配してたんだ。……これで一つ心配事が消えたぜ」

「もう、おじさんったら……でも、その。本当のことだから、感謝はしてる。サポートなら自信があるから、任せて」

　ぶっきらぼうな男性からの言葉に、悠は感心から気の抜けた返事を口にする。

　そういった人間関係の柵しがらみだとかは、無む縁えんな人物だと思っていたので、意外だったのだ。

　意外と言えば、シエルもそうだ。意地っ張りなところが強いという印象とは裏腹に、悠達に向けたのは素す直なおな感謝だ。

　なんだかまだ知らないことが多いようだ──と。悠は温かい気持ちになった。

「ったく、こりゃ俺の方もきばらんとな。またどうせ色々持ってきたんだろ？　見せてみろよ」

　感情が表情に出ていたのだろうか。店主は小こっ恥ぱずかしそうに頭を搔かいてから、仕事モードに切り替かえる。

　普ふ段だんの印象からは相当に面めん倒どくさがりなことが窺える彼がこんな態度を取るということは──まあ、此こ処こから先は武士の情けといこう。悠は頷うなずいて、荷物の中から魔物の素材をぶちまけた。

　そうなれば、店主も完全に仕事人の瞳だ。

「……ほお、こりゃあ見事だ。ドロウサイダーの爪つめなんか見るのは相当久しぶりだぜ。これなら良いナイフが作れるが、どうする？」

「私としては思うところがあるけれど。しかもこれ、ちょうど私のお腹なかに刺ささってたやつじゃない？」

　が。シエルからの一言に、店主はあからさまに顔を顰しかめた。

　知り合いの腹部に刺さっていた凶きよう器きをそれと知らずに手にとってしまったのだ。同じようにする者も多いだろう。

「あ、そうか、意識してなかったな。これ強そうだって思ってつい……」

「実際素材としちゃ大したもんだが……まあいいけどよ。それで、どうする？　武器としちゃ一流に仕上げるのは約束するが」

「皆みんながいいなら、是ぜ非ひ欲ほしいわね。大丈夫？」

「おお……俺は別にいいが、メンタル強いな……」

　とはいえそういうことこそ、当事者ほどドライなものだ。

　逆に仲間を手にかけた凶器を持ちたくないということもあり、ドロウサイダーの爪はシエル用のナイフに加工されることが決まった。

「で、だ。この『ウィルダ』とやらの骨と爪だが──お前さん達は一体どこを探せばこんなモンばかり見つけてくるんだ？」

　これ以上この話題を続けたくなかったというのもあるだろう、店主が舵かじを切った話は、大だい怪かい鳥ちようウィルダの素材に関するものだった。

「場所自体は、フツーに『白の砂さ漠ばく』とか『輝きの台地』なんだけどな」

「これは、『輝きの台地』の頂上にいた魔物のものだ」

　どこを探せば、そんな問いかけに悠が返したのは調子が外れているというか、店主が望むものではなかった。

　それにカティアが補足すると、店主は驚おどろきに目を剝むく。

「『台地』の頂上だとお!?　……軽く伝説級のモンじゃねえか。言っちゃなんだが、売ればひと財産になるぜ。お前さん達の人数で割っても、冒険者を引退出来るだろうよ」

「って言っても。別にそこまで金がほしいわけじゃないからなあ。武器でも作ってもらったほうが、役に立つよ」

「……なんとも。トボけたヤツだと思ってたが、欲はないのか、お前さん」

「ユウさんはしょくよくに全すべてをつぎこんでますので」

「返す言葉もない」

　悠が持ち込んだ素材は、確かに店主の言うとおりのものだろう。

　ウィルダの骨や爪に限った話ではないが、未み確かく認にんの、それもこれほど強大な魔ま物ものの素材となれば、それこそ一生モノの財産になるだろう。

　が、悠に限らず、悠達は手紙でも出すかのような気楽さで加工を依い頼らいしてくる。

　それが店主にはどうしても解げせなかった。冒険者のほとんどは『職業』として生活のために探たん索さくを行っている。莫ばく大だいな富を得たからと引退する者ばかりではないが、それでもこの素材につくであろう値段を考えれば、道具として素材そのものの価値を失うことは惜おしく感じるし、パーティの『誰だれか』の道具になることは引っかかりを覚えるだろう。

　だが悠達にはそれがない。まさしく運命共同体とでも言うべきだろうか、これが、中々難しい。

　だからこそ、職人心が刺し激げきされる。

　最高の仕事をしたくなるのだ。

「そういうことなら、いいけどよ。こっちとしても貴重な素材を加工出来るってんなら冥みよう利りに尽つきるってモンだ」

「おお！　頼たのみます。といっても、これだと何が出来るんすかね」

　人ひと懐なつこい笑みを浮うかべる悠に、ぶっきらぼうな店主は僅かに口角を上げた。

　店主を知っているシエルは、その表情を珍めずらしいと思った。良くも悪くも職人気質かたぎの愛あい想そがない男が、優やさしく笑うというのは滅めつ多たにないことだ。

「ウム……そうだな。お前さん、既すでに武器はいくつも持ってるだろう。そこで、ガントレットでも作ってみるってのはどうだ」

「防具っすか？　……どうだろう、使えっかなあ」

「安心しろ。こんだけの素材なら勝手にマジックアイテムみたいになるさ。半はん端ぱなモンは作らねえよ」

　どころか──どうにも、悠との会話そのものを楽しんでいるように見えた。

　この店の店主は、あれこれと製作する道具の仕様を語り合うような男ではない。これならこんなものが出来る、で、作るのか。普段はそれくらいで終わりだ。

　シエルは悠を不思議な人物だと改めて認識する。同時に──自分のほうが付き合いが長いであろう店主の、自分でも見たことがないような一面を引き出す悠が、少しだけ羨うらやましく見えるのだった。








第三話　出発を前にして









　とある高級宿の開かずの間と呼ばれる──と、いっても最近では悠ゆう達の出入りも見られるようになった──一室。非常に窮きゆう屈くつな状態で、五人の男女が集まっていた。

　一いつ泊ぱくの値段が高いこの宿の中でも良い部屋のここは、本来なら五人くらい人が集まったところで問題にならない程度の広さはある。

　だと言うのに、今は一人ひとりがパーソナルスペースを確保するのもやっとの状態だ。

　それにはもちろん理由があり──

「やっぱ荷物だいぶ多くなっちまったなー……」

「あははー……だって、六ヶ月だもんね。これでも切り詰つめた方なんでしょ？」

　単純に、荷物が多い。これに尽きた。

　六ヶ月に一度数十分──たったそれだけの渡と航こうチャンスにかけるため、十分な荷物の選別を行う。

　いや行った結果が、部屋を埋うめ尽くすような荷物の山だった。

「というか、なぜいっしつにあつまっているのですか。せまいです」

　いくら広いとは言っても、一室ごとは二人部屋だ。荷物が増えればそれだけ足の踏み場も減ってくるというもの。そこに五人も集まれば、当然の結果と言えた。

　眉み間けんにシワを寄せて抗こう議ぎするのはアリシアだ。

「まあまあ、いいじゃないか。この狭せま苦くるしさも極きよつ圏けんに出るまでだよ」

「そうよ。荷物の確認も人数が多いほうがいいでしょう？」

「むー。それはそうですが」

　横になれていないことが不満なのか、アリシアは口では言いつつもあまり納なつ得とくはいっていないようだった。

　だが言う通り、狭苦しいのも今のうちだろう。少々騒さわがしくて良質な睡すい眠みんが取れるとは言い難がたい状態だが、別に睡眠が必要な体調でもない──と思うのは、睡眠を好むアリシア自身意外なことだった。

　極圏『不帰かえらずの楽園』に出発するまで、あと二日。

　悠達は、宿で荷物の最後の確認をしている。

「日持ちしないような野菜を明日買って終わりかな。なんか食いたいものとかあるか？　野菜が食えるのは最初のうちだけだぞ」

「生なま物ものを持っていってもいいの？　荷物の量としてはコスパが悪くないかしら」

「ん、だからちょっとだけを嗜し好こう品みたいな扱あつかいでな。期間が長いから焼け石に水ったらそうだが、栄養的にも取れるもんは取っときたいし──」

「……えいよう？」

「ああ、そういえばシエルはまだ聞いていなかったか」

　時折雑談が交じるので、その効率はあまり良いとは言えなかったが、誰もがこれでいいと感じていた。

　丁てい寧ねいでさえあれば、ゆっくりとすぎる時間が心ここ地ちよかったからだ。

　極圏へ行けば、慌あわただしい日々が待っている。だからこそ、この時間を楽しんでいた。

「さて、そんじゃ装備の方見てくかな」

「そういえば完成したのだったな！　私にも見せてくれ」

　しかし、探索の方も、嫌きらいというわけではない。

　目に映ることの全てを楽しんでいるのが、今の悠達だ。

「俺もとりあえずは着けられるってことしか試ためしてないんだよな、っと……」

「おお！　中々良いデザインだな」

　悠が包みを開くと、そこから出てきたのは漆しつ黒こくのガントレットだった。

　まるで金属の様な光こう沢たく。だが、表面を触さわれば感じるのは落ち着いた冷たさだ。揺ゆらぐことのない平へい穏おんの冷たさは、素材となった骨と爪──死の冷たさ。

　レザー部分に手を通してみれば、不思議なまでの通気性の良さが不快感を打ち消している。

　常に風の魔力を纏まとっているがゆえのものだ。

「すげえ、思ったよりムレない」

「ええ……一番にそこなの？」

　気が抜ぬけた感想に呆あきれの声を上げるのはシエルだ。

　いつの間にか荷物をまたいで、最前列でかぶりついていたらしい。

　やはり武器や防具の話になると、職業として戦せん闘とうを行っていた者達には気になるらしい。

「しっかし、軽いなー。着けてないみたいな軽さなんだけど、大だい丈じよう夫ぶなのかこれ」

「あれほどの巨きよ体たいで空を舞まっていた魔物の素材だ、軽さの方は折り紙つきだろう」

「強い魔力も感じるわ。これなら防ぼう御ぎよ力の──特に属性攻こう撃げきに対しての防御も期待出来るでしょう。ちょっと、魔力を込めてみてくれる？」

「ええー……俺ちゃんとソッチの技術の練習してないんだよ。……こんな感じか？」

「いつもやっているじゃないか──うん、いいぞ」

　真しん剣けんながらも淀よどみなく、尽きない会話はそのまま彼らの興奮を表していた。

　それを見て、アリシアは頰ほおを膨ふくらませ、クララはアリシアを見て苦い笑いを浮かべる。

「お？　なんか風が吹ふいてる……」

「ほとんどマジックアイテムね。貴方あなたの力とは別に、この力が色々な攻撃を弱めてくれるはずよ」

「そりゃ便利だな。俺は攻撃を避さけるよりは受け止めるって感じだしな」

「いつもお世話になってるよ、ユウ」

　前衛及および限りなく前衛に近いシエル達だと、より感性が近いのだろう。

　さながらそれは職場トークだ。

「あー、そういや、ドロウサイダーのナイフの方はどうだ？」

　しかし避けては通れないその話題を出す時には、さすがの悠も苦笑いであった。

「ん、予想以上にいい感じで余計に複雑ね。それは刺ささるだろうって思ったわ」

　シエルの口ぶりはやはりあまり気にしていない様子で──むしろ自じ虐ぎやく的な言げんに悠はやはり笑うしかなかった。

　ニコッ！　……とでも言い表せそうな威い勢せいのいい、かつ苦々しい笑え顔がおにそれを見ているシエルのほうが笑ってしまうくらいだ。

「岩や土……後は、肉に突つき刺すためだけあって、用よう途とが多いわ。これなら色々な魔物の身体からだを裂さけそう。本当にもらっちゃってもよかったの？」

「あー、うん……そりゃな。でも、ハナシだけ聞いてるとやっぱり凄すごいな。見た目もまるで金属だし、強い魔物の身体の一部ってそれだけですげぇんだな」

　やたらとドライなシエルに困こん惑わくしつつも、その性能評には感心する。

　冒ぼう険けん者しやとしてのキャリアがあるからだろう、あくまでもその評価は公正だ。

「と、新しい装備の確かく認にんもこんなもんにしとくか。……クララ、日記の方でなんか分かったんだって？」

「えひっ!?　あ、う、うん」

　しかしこのまま続けていけばまたエグい話が出てくる──顔を青くしていたクララを気き遣づかい話を振ふると、それは逆効果になってしまったようだ。

　話したいことがあったのも事実のようで、クララは咳せき払ばらいをしてから語り始める。

「まだ確定じゃないんだけど──やっぱり『不帰の楽園』はマオルの人達と関係があるかも……って」

　クララの発表に、一同がおお、と沸わき立つ。

　集まった視線に顔の熱さを感じつつも、クララは続ける。

「日記の方に、いくつかだけどそれっぽい手がかりがあったんだ。殆ほとんどは恨うらみ言だったんだけど──その中に『楽園』って単語があったの。ちょっと読んでみるね」

　ん、と咳払いをして、マオルの日記を開き、クララにしか読めない一文を音にしていく。

「『楽園とやらに向かった同どう胞ほうはどうしただろうか。楽園、そんなモノがもし存在しているのならば──どちらにせよ、苦難に満ちた現実よりも、夢想に殺されたほうがマシだった』」

　言う通り、それは恨み言だった。

　……手を伸のばさなかった希望への後こう悔かい。

　そこには確かに楽園という名があった。

「楽園……か」

「ぶんめんからすると、かのじょたちにとってもかいぎてきなそんざいだったようですね」

「うん。ありがちな単語だけど、その感じが『不帰の楽園』に似てるなって思ったの」

　アリシアの言う通り、その文面からは『楽園』という存在への疑心を感じさせるものだった。

　あるか分からない『楽園』──楽園という響ひびきを捨ててあえて困難の道を選ぶくらいには、それは不確かで、『輝かがやきの台地』を選ぶ以上に困難な道だったのだろう。

「確かに『不帰の楽園』でも同じことは言えるわね」

「ああ。少なくともいくらかのマオル族が『楽園』なる存在を『目指した』のは事実のようだ」

　決して低い可能性でもないと思う。悠がそう伝えると、クララ達は頷うなずく。

　静かに、しかし熱い興奮が内から湧き上がってくる。

「へへー、なんかちょっと楽しみになってきたかもしんねえ」

「同感だ。未いまだ誰だれも戻もどってきてないところに行くというのにな」

「私も……なんだか、怖こわくないよ」

　目標に向かって歩む意志と、冒険心。その二つで、悠達は困難への道の第一歩を踏ふみ出してきた。

　旅に出るのに一番必要なものは、もう準備が出来ているようだ。








第四話　不帰かえらずの楽園









　いつだって、悠ゆう達の門かど出でには強い風があった──

　と。事実ではあるがそう表現するとなんだか運命的なものがあるように感じられるが、実際には極圏に出向く際には船を使う必要があり、海辺からの門出になるのでそう珍めずらしいことではない。

　ではあるのだが──

「うおお……この季節だとちょっと寒いな……？」

「な、なんか風も少し強いね？」

　今日、悠達が門出に使うのは港ではなく──モイラスとも少し離はなれた、岬みさきに居た。

　吹きすさぶ風は強く、極きよつ圏けん『不帰の楽園』に合わせた服装は冷えてきた季節の冷たい風をほどよく通している。なので、とにかく寒かった。

「はっはっは、その格好だと寒いのも無理はないねえ。僕は厚着だから平気だけどさ」

「ひじょうにむかつきますね。それをぬげといいたいところです」

「言ってるじゃないか……まあ大目に見てくれよ。僕もやることがあるんだから、身体を壊こわすわけにはいかないんだよ」

　薄うす着ぎの悠達の恨めしい視線を受けてなお飄ひよう々ひようとしているのは大司教ディミトリアスである。

　悠達の見送りにと忙いそがしい公務の隙すき間まを縫ぬって来たらしいが、これでは煽あおりに来ているのではないかと悠はふと考えた。

「僕は君達を信じているが……今こん生じようの別れになる可能性もゼロではないからね。見送りくらいには来たいんだよ」

　そんな思考が読まれていたのか、恨めしげな視線から読み解いたのか。

　ディミトリアスは陽気な表情に僅わずかな影かげを作る。

　そうされると、流石さすがに悠も何も言えない。

「結局の所はまた会うことになると思うけどねー！　なあに、輝きの台地を踏とう破はした君達はまさしく『伝説』だ。新しい伝説が出来るだけだよ」

「はは、煽おだてるなって。……油断はしないからさ、また土産みやげ話でも蓄たくわえてくるよ」

「楽しみにしてるよ。……そら、そろそろ乗り込まなければね」

　拳こぶしを突き出すと、ディミトリアスも悠に倣ならって拳をぶつけた。

　ディミトリアスの言げんを受けて後ろを見ると、そこには見て分かる程度の速度で動く巨きよ大だいな浮うき島しまがある。

「……いやあ、改めて見るとすげえもんだな。ホントに島が浮ういてるって感じだ」

「そうとしかひょうげんのしようがないですね」

　悠の表現にツッコミを入れるアリシアだが──それもまた、事実だ。

　現代人的な感性を持つ悠には、そう表現する他ほかない。

　──岬の先に見えるのは、巨大な大地。それが、ゆっくりと動いているのだ。

　ドーナツの様な海に囲まれた島。上から全景を見ると、不帰の楽園はその様に見える。ただし──岬からの大陸側には海はなく、道の様に地面があった。

　なるほど、確かにヒトの手を感じずにはいられない。ちょうど岬から島の中心まで『道』が重なるようになっている様を見て、悠はそこに神の細工を見た。

　島をまるごとひとつ飛行船にしたような──悠の居た世界では誰一人出来ないような所業だ。

　その光景はあまりにも非現実的で、かつ人工的だった。

「もう一度確認しよう。この岬から『不帰の楽園』に乗り込むことが出来るのは約四十分ほど。急いで行けば、外がい縁えん部の食物の可食性を確かめて戻ってくるくらいは出来るだろう」

　だが感心ばかりもしていられない。

　暗に、無理そうならば戻ってこいとディミトリアスが語るのは、それだけこの極圏の難易度を重く受け止めているからだ。

「今でこそ不帰の楽園は緩ゆるやかに動いているが、岬を離れると速度を上げる。そうなると、もう帰っては来られないぞ。もしも無理を感じたら、帰ってくるんだ、いいね」

「分かってる。俺だって死ぬのは人並みに怖いからな」

　何度も無茶をしてきたからだろう、悠の言葉に女性陣じんの反応は様々だった。

　それも織り込み済みでディミトリアスは笑みを浮かべた。

「うん、じゃあ行ってくるといい。すぐ帰ってくることになる可能性もあるが」

「そうなったらかっこうわるいですね」

「はは……ちょっと気まずいよな。……じゃ、そろそろ行くか？」

　振り返って仲間たちにそう聞けば、同時に頷きが返ってくる。

　……そこに、死出の旅になるかもしれないという心配はない。

　事実、悠も気負ってはいなかった。

「よっし、じゃあ出発するぞ！」

　おお、と拳を突き上げて、悠達は足早に岬を駆かけ上る。

　──この岬だが、不帰の楽園という巨大な存在との橋はし渡わたしをするということで俗ぞく称しようがついている。

　その名も、『天国への階段』。簡潔な名前だが、だからこそこの岬がどこに伸びているかが分かるというものだろう。

「無事を祈いのるよ！」

『天国への階段』を上る悠達に、ディミトリアスは最後の声をかける。

　悠はそれに駆けながらも振り向いて手を振ると、そのまま走っていった。

　──仲間達と一いつ緒しよならば、きっと彼らは『天国』という名の印象を本来あるべきポジティブな『楽園』へと変えるだろう。

　仲間と一緒ならば、きっとどこでも、切り開いていく力があるのだ。

　悠達の背が見えなくなるまで、その背中を見送ったディミトリアスは、柔にゆう和わな笑顔に冷たい風を浴びつつ呟つぶやく。

「さて──彼らも頑がん張ばってるんだ。僕も少し気合を入れなきゃな」

　動く島を見つめながら呟いた言葉は、強い風にさらわれて消えていった。




　　　　◆




「おおおー！　ここが！　不帰の楽園かあ！」

　そしてしばらく走って──『不帰の楽園』外縁部に辿たどり着いた悠達。

　視界に広がる光景に、悠は両手を広げんばかりに叫さけんだ。

　眼の前いっぱいに広がる光景。

　それはまさに楽園と表現出来るものだったからだ。

　青々と生おい茂しげった緑。その反対側には透すき通った青い海が。見れば果物も実っていて──それは楽園と言われて思いつく姿そのままだった。

　浮かれてはいけないとばかりに付近の果物などに毒物感知の感覚を研とぎ澄すませてみても、毒物の気配は感じられない。

　……率そつ直ちよくに言えば、ここに見える果物などは全すべてが食べられた。となると、言葉の意味どおりに楽園といって憚はばからない、夢の様な光景だ。

　しかし──テンションを上げる悠とは反対に、クララ達は早さつ速そくここが『極圏』たる理由の一いつ端たんを感じていた。

「き、キレイな場所だけど……」

「あつい、です……」

　そう。ここ、不帰の楽園はまさしく『南国の楽園』。

　その暑さは、この世界の人間にとっては強きよう烈れつなものだったのだ。

「確かに蒸むし暑いな……こんなのは初めてかもしれない……」

「もっと暑い極圏にも何度か行ったけど、ここも中々のものね……」

　クララとアリシアは肩かたを落とすくらい、カティアとシエルも口調こそ乱れてはいないものの、気けだるさを感じさせている。

　それもそのはず、季節によって暑い寒いはあるが、大陸の気温は一年を通してそこまで大きな変化がないのだ。

　平均的な気温は日本の春ほどだろうか、とても過ごしやすい。

「え？　確かに暑いけど……俺の故郷も夏にはこのくらいになるんだけどな」

「ほんとに？　なんだかユウの凄すごさの理由がちょっと分かった気がするよう……」

　対して。現在悠達がいるこの『不帰の楽園』の気温は三十℃を少し下回るくらいだ。

　加えて言うのならば湿しつ度ども高めで、日本の夏に近い気候と言えるだろう。

　そういえば湿度は高めだ。蒸し暑いと言われて気づくと、悠はより故郷の──日本の夏を思い出した。
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「うーん、けど確かに慣れてないとこの暑さはキツいか。なるべく早めに色々やんないとなあ」

　暑さ対策だとたかがしれているが──それでも、やれることはいくつかある。

　しばらくはここで暮らすことになるのだ、その間に調査もしなければならない以上、時間はいくらあっても足りないくらいだろう。

「……うん、早速動こうと思うけど、行けるか？」

　なので、なるべく早めに動き出すに越こしたことはない。

　慣れているとは言ってもこの暑さは悠にとっても楽というわけではなく、過ごしやすい気候で生きてきたクララ達が動けるのかは心配だったが──

「大だい丈じよう夫ぶだよ。これくらいなら、頑張れば動ける！」

「私達もそれなりには強くなったからな。幸い『白の砂さ漠ばく』の様に魔ま力りよく由来の気候らしいし、魔力を纏まとえば対魔力である程度なら緩かん和わ出来る」

「ん、そうか。じゃあ──って魔力の使い方覚えるとそんなことも出来るのか？　……俺も覚えようかな」

「必要がないなら魔力の消費は抑おさえるに越したことはないけどね。ユウみたく素すで耐たえられるのならば、それが一番燃費がいいわ」

「しょうじきうらやましいですね……まりょくをつかわなきゃやってられないです」

　文句など交えつつも、クララ達は活力をアピールする。

　ただ問題がないことは十二分に伝わったと言えよう。

「それじゃ気を取り直して探たん索さく開始と行こうか！　とりあえずはディミトリアスの言ってた水場が使えるか試ためしてみようぜ！」

「賛成！　こんなんじゃ喉のどが渇かわいちゃうからね」

「汗あせをかきすぎれば命にも関かかわることだし、水の確保は最優先だな。既すでにインナーがじっとりと濡ぬれていて気持ちが悪いよ」

　この調子の良さを維い持じするためにも、水の確保は避さけて通れない問題だ。

　悠達はザオ教の調査団が書き記した近辺の見取り図を頼たよりに、水場を目指して歩き始めた。








第五話　潜ひそみ、走る者









　近辺の林の探索を開始した悠ゆう達。

　海が広がる外縁部とは違ちがい、濃こい緑に溢あふれた薄うす暗ぐらい空間は密林といってもよいほどだ。

　また、その環かん境きようも海際ぎわの地形とは大きく変わっている。

　外縁部では波の音が静かに流れていたのに対して、密林の中はちょっとしたオーケストラだった。

　木々が風に揺ゆれる音、生物達の鳴き声──その音に、悠は今までの極きよつ圏けんとはまた趣おもむきが違う、と感じた。

　ここには『生命の気配』が満ち溢れているのだ。

　白の砂漠や輝かがやきの台地と違い『音』がある。それは最も明確に感じられる異質さであった。

「意識してみると、結構色々な音が聞こえるもんだなあ」

「それは、これだけ自然に溢れていれば色々な生き物もいるだろう。私としてはただただ虫が気がかりだよ……」

「といっても、小さな虫が苦手なんでしょう？　これだけ魔力に溢れた場所なら、剣けんで斬きれる程度には大きいのが出てくるわよ」

「比ひ較かく的、というだけで生理的な嫌けん悪おはあるのだが……」

　悠の感想に苦々しい答えを返したのはカティアだ。

　虫が苦手というのも最近では中々聞いていなかったが、それも単純に虫があまり居ない環境を訪おとずれていたからというだけのようだ。

　しかし小さな虫よりも大きな虫の方がまだマシというのは、面おも白しろい話である。

「けど、こんだけ生き物が多い土地ならなんで人が住めない『極圏』なんだろうな。他の原因があるんじゃないかって、怖こわいんだけど」

「単純に魔物が強いだけでも極圏になるからねー……私みたいな後ろでサポートするタイプだと、一人でいるときに襲おそわれたら大変だもん。安心して歩けないような場所じゃ、やっぱり暮らしづらいんじゃないかなあ」

　クララが、熱で浮うかされるようにふわふわとした回答をする。

　それを聞いて、悠はなるほどと頷うなずいた。

　自分だけならばともかく、単純な物理的戦せん闘とう能力ならば自分よりも強いようなカティアがいるので、どうにも野生動物の脅きよう威いというものに疎うとくなっていたようだ。

「かんきょうそのものにもんだいがあるかのうせいもまだありますが。もしものみ水にどくなどがあったらどうしますか？」

　とはいえ──悠やカティアがいればある程度の魔物なら問題ないというのも、また事実。

　そうなると問題になってくるのはやはり、それ以外の問題だ。

　外縁部の果物もそうだが、先さき程ほどから見る限りでも、毒のある──というよりは食べられない植物の割合は通常の山林と変わりないように思える。

　懸け念ねん事じ項こうが潰つぶれてきた段階で考えつく問題として、水というのは最も大きく重要なファクターだ。

「うーん……まあ、困るよなあ。でも一応はそれも考えてる。海水には毒もないみたいだったし、最悪飲める水も作れると思うけど──」

　それに対しても、悠はいくらか対策を講じてきた。出来るならば披ひ露ろうする機会がないのが理想的だが──

「飲み水を……作る……？　貴方あなた、そんな力まで持っているの……!?」

　飲み水を作る。何気なく言った悠の言葉に、シエルは飛びかからんばかりに食いついた。

　その勢いに若じやつ干かん引きつつも、悠はなんとなくシエルの驚おどろきも理解が出来るような気がした。

　ヒトの手が入っていない土地に長く滞たい在ざいするなら、飲み水は避けては通れない課題になる。

　水場やその近辺を拠きよ点てんにする冒ぼう険けん者しやに限らない話で、ヒトは綺き麗れいな水の側そばに文明を築く。それほどまでに水は重要な存在なのだ。

　魔力で生成した水はあくまで魔力だ。一いつ瞬しゆんだけ喉は潤うるおっても、術式の消しよう滅めつと共に魔力になって消えていく。一時のごまかしは利きくだろうが、効果が切れた後に待っているのは急激な脱だつ水すい症しよう状じようだ。

「能力じゃなくて技術だよ。仕組みを知ってれば出来る。といっても完全じゃないし、飲水を作るってよりは比較的安全に飲めるようにする処理っていうか……あー、機会があったら話すわ」

「……軽く言うわね。もしもそんな技術があるなら冒険者に革命が起こるわよ」

　遅おくれて、悠もその重大さに気がついた。

　最も簡単な煮しや沸ふつを始め、ろ過や蒸留──そのいくつかはこの世界にも伝わっているが、それらは経験則の域を出ない知識だ。

　無事に帰ることが出来れば、是ぜ非ひ広めるべき知識なのだろう。

「っと、ひとまずその知識は使わなくても平気そうだな」

　しかし、やはり水を作れるとは言っても満足出来る量を自由自在に作るわけにはいかない。

　人数分の水を用意するとなると、他の場所に回す時間が相応に少なくなってしまう。

　大量の水が、容易に手に入るのならば、もとからある水場を使うことが出来るに越したことはない。

　水場を見つけることの効果は、何をおいても水の確保にきたという行動順が物語っているだろう。

　だから、それが無事そこにあったのは、幸運だった。

　十分な水量をもった湧わき水の泉──そこからは美しい水が滾こん々こんと湧き出ていた。

「おおー！　み、水だあ！」

「ど、どうです。のめそうですか？」

　ここまで冗じよう談だん交じり以外には文句を言わなかったクララとアリシアだが、その泉を見つけた時の喜びようは残りのメンバーよりも大きなものだった。

　アリシアからの問いかけに、悠は第三の目に集中する。

　感覚的なものが捉とらえるには──

「……ああ、やっぱり毒なんかは感知出来ないな。少なくとも人間が摂せつ取しゆする上では問題がないモノ……だと思う」

　有害物質の感知なし、であった。

　わっと声を上げ、クララとアリシアが手を組み飛び上がる。

　だが今にも駆かけ出しそうな彼女達を、悠は手で制した。

　そう──水は重要だ。

　摂取しなければ生命はその活動を維持していくことが出来ない。

　だがそれは何も人間に限った話ではない。

「ここが『極圏』になってる理由の一つが、お出ましだぜ」

　動物、魔物にとってもそれは同じ話だ。

　水場から顔をのぞかせたのは、鱗うろこに包まれた皮ひ膚ふと、感情を感じさせないぎょろりとした瞳ひとみ──

　次の瞬間には、炸さく裂れつ弾だんでも投げ込んだかのように水は爆はぜて、その巨きよ体たいが姿を現す。

「……っ！　ワニか……！」

　その姿を一目見た悠が叫さけんだのは、地球でも捕ほ食しよく者しやとして有名だった生物──ワニであった。

　体長はかるく五メートルは超こえるだろう──巨大生物との戦いを幾いくつも経験してレベルアップした悠の動体視力は、凄すさまじい速度で飛びかかる巨体の大きさを瞬時に把は握あくする。

　カティアに目配せしてから、悠はクララを抱かかえて強く地面を蹴けった。

　柔やわらかな地面に蹴りづらさを感じるも、瞬時に踏ふみ固められた地面はクララを抱だいた悠の身体からだを弾はじき飛ばした。

　同じ様にアリシアを抱えて跳とんだカティアとの間を、巨体が駆け抜ぬける──！

　すれ違いざま、悠はその生物の『特とく徴ちよう』を見た。

「手ェ、長っ!?」

　それはワニの胴どう体たいに雑に付けたような、長く発達した四し肢しである。

　悠達へと突とつ進しんしたワニはその勢いを殺さぬまま離はなれた場所まで駆けていき、やがて一本の巨木へとたどり着けば、鋭えい利りなツメを食い込ませて垂直な木を駆け上る……！

「なんだか、不安になってくるフォルムだな……」

「でも厄やつ介かいよ。あの巨体で木まで登るなんて。それに素す早ばやい」

　冷静な『性能』の分ぶん析せきに入るは前衛班のカティアとシエルだ。

　一歩遅れて、悠も敵の姿をよく観察する。

　こちらを窺うかがうワニの姿は、率そつ直ちよくに言って不気味であった。それほど強く木を摑つかんでいるようには見えず、ツメを刺さして身体を固定していることが分かる。

　やはり何よりも注目すべきはその長い手て脚あしだろう。泳ぎや壁かべ登りなど特定の目的に特化しているというよりは行動範はん囲いを広げるためにより広い状じよう況きように対応することが目的だろうか。

　結果としてあのワニは『地を駆ける』。先さき程ほどの素早さを見れば、なるほど厄介そうな相手だと悠は口を尖とがらせた。

　それにしても──改めて見ると、不安になるフォルムだと悠は苦そうに口を動かす。ファンタジーというほどファンタジーではなく、地球で見知った生物とも違う。一言で言うのならば違い和わ感とでもいうのか──不協和音のような居い心ごこ地ちの悪さ。

　だが、実は長い手脚を持つワニというのは地球にも居た生物だ。

　尤もつとも『居た』。過去形にはなるのだが。

　見る者が見れば、この魔物の姿を白はく亜あ紀き後期に生きていたワニの祖先に喩たとえた筈はずだ。

　残念ながら、悠はそれほど古代の生物に詳くわしいというわけではない。少し興味があるという程度の知識からは──その生物の名は、出てこないだろう。

「来るぞ！」

　それでも、悠はこの場で十分な知識を持っている。

　魔物が身体に捻ひねりを加えた瞬間、悠は情報を共有するためにいち早く叫びを上げた。

　デスロールという行こう為いがある。ワニが獲え物ものの肉を食いちぎるときに行う回転運動の通つう称しようだ。これは大体は既すでに仕留めた獲物の解体などに使われるが、現代の日本ではある種の『必殺技わざ』の様に語られることもある。

　ワニ。回転。デスロール。必殺技──攻こう撃げき。

　連想ゲームが、ひらめきを生んだ。

　後衛組に一人の前衛が護衛に当たり、中衛とでも言うべきポジションのシエルが単独で──三手に分かれて、散開する悠達。

　広がる散開の動きが、獲物の観察を行う程度の頭脳をべたつかせた。

　瞬時にワニが選んだのは、最も近くに居たカティア・アリシア組だ。だがそれは、狭せばめられた思考によって選ばされた選せん択たく肢しに過ぎない。

　果たして、悠の読みどおり、長脚のワニは回転を伴ともなってカティア達へと向かう。

　その様はまるで緑の竜たつ巻まき。

「中々の速度だが、この程度といったところだな」

　しかし、来る方向が分かっていれば回かい避ひはたやすい。

　アリシアを抱えたままに、カティアは軽かろやかな動きでワニの突進を飛び越こえる。

　その後方で、稲いな妻ずまが落ちたような音が弾はじける。

　魔物のデスロールが、巨木に当たったのだ。

　木に触ふれた瞬間、ワニは開いていた口を閉じ、回転の勢いのまま木を食いちぎる。

　そうして勢いよく弾け飛んだ木が、破は裂れつするような音を立てていた。

「威い力りよくの方もすげえなあ、どうする？」

「ユウ以外は防げないだろうな。だが、見たところ腹の方は鱗が薄うすそうだ。問題にはならないだろう」

「余よ裕ゆうね。中央部に近づいたからか、イグラパルドとかよりずっと強いわよ、こいつ」

「もちろん込みさ。おそらく、魔導組の力もいらんだろう。せっかくだし、少し実力を見せてみるか？　シエル」

「焚たき付けてくれるわね。いいわ。でも、トドメは私向きじゃないみたいだからどちらかに任せる」

　半ば挑ちよう発はつの様なカティアの言葉。それを受けるシエル──余裕だな、と思いつつも、悠はそれを咎とがめることはしなかった。

　あの魔物からは『圧』を感じない。魔力を肌はだで感じ取れるようになったからこそ、より野性的な力を持つ悠は魔物の強さを測る感覚を身につけていたのだ。

　サポーター。それがどの様な力か興味があったのは事実だ。

　それに──シエルの方も、燻くすぶっていたのだろう。今の所、彼女は悠達に助けられたという以上のことはほぼしていない。

　腐くさっても『凄すご腕うでの冒険者』として称たたえられるからには、彼女にも意地があった。

　悠達を観察していた魔物だが、話をまとめた悠達が戦せん闘とう態勢を──魔力を燻くゆらせたのを見て、自らも臨戦態勢を整える。

　狙ねらうのはデスロール、一撃必殺だ。当たれば勝てる、というよりかは、悠達から感じる脅きよう威いのたかを見ての判断だった。

　すなわち、当てなければ勝てない。一撃必殺のみに頼たよるというのはどの様な判断だろうか。少なくとも、ここで逃にげるという選択肢を取ることが出来ないのが、肉にく食しよく獣じゆうとしての『ロール』を与あたえられた彼の頭脳の限界なのだろう。

　しかしこれには問題があった。

　一撃必殺。確かに強力だ。だが、大きな力を引き出すにはそれ相応の代だい償しようが必要になるもの。特にそれは、自分の持てる力よりも大きな力を引き出そうとしたときにより大きな形で襲おそいかかってくる。

　この魔物の場合、それは『タメ』として支し払はらっていた。力を溜ためて、解き放つ。それを、引き絞しぼった弓矢のように解き放つのだ。

　本来ならば、それは代償というには大げさな、ちょっとした欠点だったかもしれない。

　だがこの場ではそうはならなかった。

「させないわ」

　一度見た技は、既に対処を終えている。

　シエルの起こした行動は、口に語るよりも雄ゆう弁べんに、シンプルにその事実を突つきつけた。

　淀よどみなく、素早いナイフの投とう擲てき。シエルが行ったのはそれだ。

　威力は、殆ほとんどないといっていい。一枚ごとが小型の盾たてのような鱗は、地球にあるものと大差ないような金属のナイフ程度物ともしない。

　だがそれが放たれたのは眼めに向けてだった。

　すべての生物はほぼ等しく、目は急所である。いくら堅けん牢ろうな鎧よろいに身を包んでいても、レイピアを鎧の隙すき間まに刺されれば意味がないように、強固な毛皮や鱗に身を包んでいても、目への攻撃は防げない。

　故ゆえに、魔物も対応を強しいられる。いくら長い手脚を持つとはいっても、所しよ詮せんは四足歩行の獣けもの。高速度で飛来するナイフをはたき落とすような真ま似ねは出来ない。

　防ぼう御ぎよが不可能となれば、次は避よける他ほかない。これは、たやすい。狙いが小さいため、わずかにでも身体をズラせばもう対処を完かん了りようさせたと言っていいだろう。

　……しかし、そうするとタメた力を、螺ら旋せん状じように引き絞った筋肉を解き放たねばならない。

　四足ワニは躊ちゆう躇ちよなく、構えを解除して回避行動を行う。地を蹴る速度は、駆ける速度は中々速い。が、シエルもまたスピードを信条とした戦闘者だ。

　ナイフを投擲しつつ距きよ離りを詰つめていく。多角的な攻撃に、たまらずワニは木を駆け上り、距離を取った。

　地面、壁、そして飛び跳はねまた地面。あるいは壁から壁へ──多角的な動きはシエルに的を絞らせず、かつほぼ常に強固な背中を向けている戦い方は、当てたところで致命打を防ぐ。硬こう直ちよく状態が、生まれつつあった。

　……だがそうしている間に、悠やカティアも安全に距離を詰めてきていた。

　そして──悠は、紅あかい刀に魔力を込こめる。

　さほどの力ではない。ワニの魔物の鱗は硬かたく、背面を向けている状態では一刀のもとに命を絶たつことは出来ないだろう。

　力を込めれば話は別だ。やろうと思えばそれも出来る。だが、燃費を気にして後衛組を下がらせたくらいだ、まだやることが多い以上は、節約していかなければならない。

　悠の目的。それは──

「行くぞ。飛んでくれ」

　鞘さやに収めた刀──そこから凍いてつく冷気が漂ただよってくる。

　込めた力がわずかと言っても、その破は壊かい力は甚じん大だいだ。

　悠の声が届くよりも先にカティアは飛び、カティアの初動を捉とらえたシエルもまた倣ならう。

　二人の回避を確かく認にんした悠は、水指から水を垂らすような、流りゆう麗れいな動きで刃やいばを薙なぎ払はらった。

　氷ひよう閃せん──古代種グランキオーンの切り札たる凍とうの一閃が、迸ほとばしる。

　しかし、真横に薙ぎ払われたそれは木の上にいる魔物には当たらぬ高さを駆かけ抜ける。

　……これでいい。口の中に言葉を転がすと、悠は紅い刀を鞘へ収めた。

　瞬間、辺り一面の風景が傾かたむいた。──否いな、木が、数多あまたの木が崩くずれ落ちた。

　ワニの口から、サンドバッグを殴なぐったような音が漏もれる。

　驚きよう愕がくだった。樹上のワニには、まさしく世界が傾いたようにしか見えなかったのだ。

　木が落ちるというよりは地面が起き上がるかのような感覚。視界の木が一いつ斉せいに倒たおれるこの風景を見れば、視覚に頼る生物の多くは誤認を感じるだろう。

　それほどまでに、現実離ばなれした光景だったのだ。

　一いつ拍ぱく遅おくれ、重力を感じ始めてようやくワニは今起きていることを理解した。

　このままでは大木ごと地面に打ち付けられる。悪くすればそのまま下した敷じきだ。

　そこまでを考えたのかは分からないが、魔物は不器用な手脚で木から跳ねた。

　……だがそれは、反射の行動。あまりにも単調すぎる動きだ。

「では、トドメは私が」

「任せたわ」

　完全なる死角から鳴き声がした。

　何年も生きてきてはじめての経験に、ワニの思考は停止する。

　腹の下とは逆の方向──身体から突き出た刃が首と胴どうを分かつのを確認して、四足のワニは命の役割を終えた。








第六話　最初の食事









「早さつ速そく魔物と出くわすとはなー……強い魔物がひしめき合ってるって情報も、ダテじゃあなさそうだな」

「ドロウサイダークラスは余裕であるって感じね。ほんの少し中央部に向かっただけでこのレベルが出てくると思うと、中央部ほど魔物が強いっていうのが本当ならかなり難易度の高い極きよつ圏けんだわ」

　ワニを打だ倒とうした悠ゆう達は、泉の側そばで遠巻きにワニを見ながら、情報の整理を行っていた。

　確かに極圏探たん索さくを始めてすぐに出会った魔物としては、この『脚あし長ながワニ』はかなり強力な魔物と言えた。

　破壊力に、素す早ばやさ、そして硬さ。全すべてにおいて高水準という非常にシンプルな強さだ。

　生命力の方も高いようで、戦闘が終わって二、三分がたった今でも時折動いているのには、思わず顔を顰しかめたくなる。

「いきなりこんなのが出てくると先が心配だなあ……動きを見るのがギリギリだよ……」

「見た感じ、特にすばしっこいタイプだったようにも見えるがな。だが、三人でも余裕が残るんだ、クララとアリシアが一いつ緒しよに戦ってくれれば大たい概がいは平気さ」

　それでも、悠達は余力を残していた。

　ヘタな極圏ならば『主ぬし』にもなり得るクラスの魔物を相手にしてもなお、全員でかからず、かつ魔力を節約しながら勝利出来る──これほどのパーティは、探す範はん囲いを歴史上まで広げても数えるほどしか居ないだろう。

　しかし悠達はそれだけではない。

「で、どうなんです。これは食べられるのですか？」

「おう、バッチシの筈はずだ！　似た動物の肉は食ったことがあるんだけど、そこそこ美味うまかったから期待出来るかもなー」

　悠達には、理ことわりを外れた特とく殊しゆ能力があるのだ。

　もしも悠達に成しえないことならば、どのパーティでも無理なことだ。そう評したディミトリアスの言葉は、まさしくその通りであると言えた。

　悠の言葉に、一行は見て取れるほどにテンションを上げる。

　悠の食事は美味いだけではなく滋じ養よう強きよう壮そうにも富む。疲ひ労ろうや魔力を回復するのにもぴったりなため、暑さで疲つかれを覚えたクララ達にとってはありがたいことだった。

「ううむ、もう鱗うろこのある動物でも問題なく食欲につながるのは恐おそろしいところだな」

「慣れてるに越こしたことねーよ。でも多分──」

　いい加減に動かなくなったワニへと近づいていった悠は、ドラゴンナイフを取り出して手早く解体を始めた。

「そういえばそれ、ドラゴンの牙きばを調理用に使うなんて、貴方あなたも大概よね」

「料理にだけ使ってるってわけじゃないんだけど……正直、俺もちょっとそう思う」

　ワニの皮は硬く、ドラゴンナイフでなければ解体にもっと手間取ったであろうことを考えると、これでなければならない理由もあるのだが──ドラゴンの牙といえばファンタジーでも定番のアイテム。それを料理に使うというのもなんだか、罰ばち当あたりな気がするのは確かだった。

　とはいえ、薄うすい場所さえ見ていけば鎧のような鱗に包まれた皮もラクラク切り進めるのも事実だ。

　そういうめぐり合わせだったのだろうと、悠は苦く笑しようしながらナイフを走らせる。

　本来の目的に集中すると、ナイフはまるで楽がく譜ふの上を踊おどるように流麗に進んでいく。

　やがて肉の一部を切り出すと、悠は掲かかげるようにワニ肉を見せつけた。

「ホラ、肉は綺き麗れいなモンだろ？　嫌いやな臭においとかもないしさ」

「おお、本当だ……！　上品なピンクの肉だな！」

「ちょっと鶏とりに似てるかな？　美味おいしそう……」

「でも、皮を見ると鱗なのよね……不思議だわ」

　反応は三者三様。

　だが概おおむね好意的と言えるだろう。

　悠の感想は、やはり地球のワニとよく似ている──というものだった。

　言う通り、悠はワニを食べた経験があるのだ。調理も自分で行っている以上、その肉にも覚えがある。

　──意外なまでに、ワニの肉は鶏とよく似ていた。

　味や食感の感想も、メジャーな食肉を喩たとえに出すのならばやはり鶏になるだろう。

「それで、それで、どうちょうりするのですか？　たしかおいしいといっていましたね」

「多分の話だけどな。調理方法だけど──そうだなあ、わりと何しても美味いんだよな。カレー……は材料的に無理だけど、からあげ、シンプルにソテー、変わり種だとたたきなんてのもあるけど……これは、止やめとくか」

　そしてその調理方法も、鶏と同じ様に多い。

　基本的にはどう調理しても美味いといってよいだろう。

「というわけで、手軽にソテー。思ったより暑かったことだし、野菜を早く使いたいのもあってシチューってトコか。暑い中って思うかもしれないけど、暑いからこそ栄養を取っていこうな！」

　悠自身が上がってきた気分を隠かくせずに、声は高こう揚ようしていく。

　すると、何が起こるかクララ達は分かっている。

　単純、美味しいご飯が食べられるのだ。

「よーっし！　じゃあ調理していこうか！　……その前に解体しなきゃだけどさ」

　高らかに宣言した悠に呼応するように歓かん喜きの声を上げるクララとカティア。アリシアは小こっ恥ぱずかしいからか今ひとつハイテンション！　というわけにはいかないようだが、一番楽しみにしているのはこれで彼女だ。

　表情の色は薄くとも、どこか柔やわらかくなった雰ふん囲い気きに、シエルは分かりやすい子だと笑う。

　とはいえ──それも、悠に比べればまだまだと言ったところか。

「うおお……！　いい肉質だなあ！　脂あぶらは少ないけどなんだいこの芳ほう香こう！　マジにここが楽園か……!?」

　調理を始めた悠の言動は、少しアブないものだった。

　そんな彼が幸せそのものを作り出すのだから大したものだ。『ユウの料理』の経験が少ないシエルだが、クララ達がこうなるのも無理はないと思う。

　一方で、悠もまた見れば分かる──異状に、テンションを上げていた。

　その理由は、この魔ま物ものによく似た生物であるワニを食べたことがあるからこそだった。

　ワニの肉というのは、調理段階ではやや臭くさみがあるのだ。生臭かったり泥どろ臭かったりというよりかは、水草のような香かおりだろうか。好き嫌きらいがあることには変わりない。

　だが──悠が今感じる芳香は、全く嫌いや味みのない、バナナにも似た甘ささえ感じる香りだった。

　ワニの肉は環かん境きようの影えい響きようを受けやすいと聞いたことはある。日本で手に入れるにはひと手間が必要なワニの肉を食べ比べる機会などあるはずがないので、噂うわさの真しん偽ぎは定さだかではなかったが──なるほど、これほどの大自然で綺麗な水場を独どく占せんするような生物ならば、それも納なつ得とくが出来る気がした。

「へえ……見事なものね。流石さすがに手て際ぎわがいいわ」

「そうか？　慣れりゃこんなもんだろ。よければ今度教えるぜ」

「ん、ちょっと興味はある。向こうに帰ったときにでもお願い」

　悠が調理の下ごしらえをしていると、物もの珍めずらしさから覗のぞきに来たシエルが感心した様に呟つぶやいた。

　リズムよく包丁──として使っているドラゴンナイフ──が素材を切り、まな板を叩たたく音が心ここ地ちよい。

　一人での活動が長いため、シエルはこのパーティの中でも料理は出来る方だろう。だがあくまでそれは必要があるからやっていることで、趣しゆ味みにまで昇しよう華かさせた悠の手際に比べれば、無骨もいいところだった。

　ここでは肩かた肘ひじを張る必要がない。それを思うと、少しばかり女の子っぽいこともしてみたい。悠というよい教師がいる料理は、その足がかりとしては理想的なものだった。

「おー、いいね。んじゃ無事に戻もどったらお料理教室のマネごとでもすっか！　趣味の仲間が増えるのは大だい歓かん迎げいだぜ」

「ほう、楽しそうな話をしているな。私も混ぜてはもらえないか？」

「わ、私も！　前々から興味あったんだ！」

「いいぞいいぞ。みんなまとめてこい。アリシアはどうする？」

「わたしはししょくの方で。まだ台所にもとどきませんので」

「物は言いようだな」

　シチューを煮に込こむなどしながら雑談していると、鍋なべの方からいい匂においがしてくる。

　そろそろ良い具合だというタイミングを見計らって、悠はソテーの調理に入った。

　バターを多めに、炒いためるようにワニの一枚肉に火を通していく。甘い香りもこうするとなりを潜ひそめ、メイラード反応の香こうばしい香りが漂ただよってきた。

　焼いた肉にはやはりこれがないと寂さびしい──ちゃんとガツンとした食欲の香りが出来上がり、悠は安あん堵どの息をつく。

「よし！　出来上がり。シチューもいい塩あん梅ばいだし、飯といこう！」

「はいぜんはおまかせください。もうおなかがぺこぺこです」

　アリシアを筆頭に配はい膳ぜんを手早く済ませ、悠達は輪になるように腰こしを下ろす。

　並んだ料理は、一言で言えば魅み力りよく的であった。

　きつね色に焼き上げられたソテーは香ばしい香りを立ち上らせており、食べやすいよう切り分けられた断面には薄うっすらと肉にく汁じゆうが滲にじんでいる。

　一方でシチューはというと、これもまた素す晴ばらしい。とろとろになるまで煮込まれた野菜──特にキャベツのようなブラッカは、たっぷりとスープを吸っていてまるでエメラルドのベールのようだ。輝かがやかしいばかりの野菜がまず目に入るが、ワニ肉のクリーム色の美しさも負けてはいない。むしろ飾かざらない存在感が、この料理の中心であると感じられた。

「おお……これはまたうまそうだ」

「持ち込みの素材を使ったとはいえ、極きよつ圏けんでこんな手が込んだ料理が食べられるなんて、驚おどろきね」

「と言っても、大分簡単に作ったつもりなんだけどな」

　本来なら、牛乳でもあればクリームシチューにしたんだけど──と続けつつも、これはこれで正解かもしれないと悠は思っていた。

　その理由は、仲間達の反応を見れば正しかったといえるだろう。

「それじゃあ冷めないうちに食っちまおう！　いただきます」

「いただきます！」

　手を合わせて叫さけぶいただきます、はまるで号令のように。

　悠の合図に合わせて、一いつ斉せいに食器が躍る。

　悠が最初に目をつけたのは、ソテーの方だった。

　肉汁のにじむ断面。そこにフォークを突つきたてると、適度な抵てい抗こう感と共に柔らかな感覚で迎むかえ入れられる。

　ジューシーという程ほどではないが、荒あらい断面に纏まとわりつくようにしっかりと肉汁の保たれているさまは期待を煽あおる。

　ずっしりとした肉質を口に入れれば、まずはこんがりと焼かれた香ばしさが、続いてバナナの様な、南国の香りが僅わずかに漂ただよう。

　優やさしい歯ざわりもいい。しっとりとした肉質は歯を優しく包み込むようでいて、歯を沈しずませれはベタつかず、潔いさぎよく繊せん維いが千ち切ぎれていく。

　肉の味も、脂が少ないため淡たん白ぱくかと思いきや、さっくりと繊維が千切れるほどににじみ出てくるような肉の旨うま味みが顔を出す。

　バターをたっぷりと使っているにもかかわらず、非常に爽さわやかな旨味であった。

「ん～っ！　美味しい！　お肉なのに爽やかで、でも軽いっていうわけでもなくて……不思議な味だね」

「焼き加減は良いが、ほぼ焼くだけでこうなるのは驚きだな。香こう草そうのたぐいを使っていないとは思えない芳香だ」

　まさしく、焼くだけでも工く夫ふうを凝こらした料理のような出で来き栄ばえだ。

　悠の火加減は完かん璧ぺきといってもよい出来栄えだったが、これなら誰だれが焼いてもそこそこは美味うまい──と、悠は考える。

　インスタントな感覚で高級な料理と遜そん色しよくのないものが出来上がる──極きよつ圏けん探たん索さくという環境において、この肉の調理の手軽さは冒ぼう険けん者しやの救世主となるだろう。……尤もつとも、この魔物を仕留めることこそが最大の難関とも言えるが。

　では、多少なりと手をかけたほうはどうか。

　ずっしりとした感覚を受けながらシチューに刺ささったスプーンを引き上げると、くたくたになったブラッカを纏ってクリーム色の肉が現れる。

　特別な味付けこそないものの、野菜と肉のダシがたっぷりと出たスープは黄こ金がね色に輝いている。

　簡素な料理だというのに、美しい。不思議な魅力がそこにはある。

　外見に見み惚とれるのもそこそこに、悠は重いスプーンを口へと運ぶ。

　すると──ほろりと野菜がほぐれ、とろとろと舌へ溶とけ出す。

　野菜はたっぷりと肉から出たダシを吸い取っており、凝ぎよう縮しゆくしたコンソメスープのような濃のう厚こうな味が広がっていく。

　肉はというと、果物のような甘い芳香が野菜の甘味と合わさって、複雑かつ繊せん細さいな味わいを生み出していた。

　また、たっぷりと汁しる気けを孕はらんだ野菜はジューシーさに欠ける肉の食感をよく補っている。優しい嚙かみごたえのソテーとは違ちがい、万ばん人にん受けするひたすらに完成度の高い食感だ。

「んむ……すばらしいです！　やさいのあまみに、おにくのあまいかおりがマッチしており、あじにおくゆかしいふかみをあたえている……！」

「これ、美味おいしい……！　貴方あなた、こんなに繊細な料理も得意なのね……」

「ん、単純な料理だよ。でも確かに複雑な味わいだ。今回は素材の力がでかいぜこれ」

　悠はスプーンに載のせたシチューを見つめながら、感心したふうに語る。

　料理の腕うでがいいのは確かだが、そうでなくともこの素材ならどう調理しても美味い……というふうになるだろう。

「んんー……美味しかった！　お腹なかいっぱいになったら、なんか元気が出てきたよ～」

「まいどのことながら、つかれがとれるようですね。おなかがいっぱいなので、ねむたくなってはきましたが」

「じゃあ気持ちいい寝ね床どこを作るためにも午後の仕事だな。水場は確保したし、飯も確保したことだし。あとは拠きよ点てんの確保が最優先だ」

　午後の仕事、という言葉にアリシアは歪ゆがませた口を波打たせる様にして、無言の抗こう議ぎを表明する。

　とはいえ本気で嫌いやがっているようではなく、動き出すのは早かった。

　食器洗いを始めた悠達を見て、少し遅おくれてカティアとシエルが腰を上げる。

「気づいたか？」

「ええ。気持ちの問題じゃない、本当に疲ひ労ろうが取れている──というより、『体力と魔力』が回復している。……とんでもない力ね」

「これはまだ仮説だが、おそらく上限の方も僅かだが増えている……と思う。ユウのそれに比べればごく僅かではあるがな」

　語るのは、自分達の身体からだにみなぎる活力についてだ。

　食べれば減った体力や魔力が回復するどころか、それだけでわずかながら確実に強くなれる料理──その価値というものがどれほどのものかは、想像だに出来ないものだ。

　敢あえてカティアが悠達と情報を共有していない理由を察して、シエルはため息を吐はき出した。

　この力が知れ渡わたれば、人々は悠を自由にさせておくはずがない。

　カティアの思おも惑わくを察したシエルは、この事実を胸のうちに秘ひめておくことにした。

「おーい、早く来いよ！　日が暮れたら野ざらしで眠ねむることになっちまうぜ」

「そ、それは困る！　今行くっ」

　野ざらしで眠ることに抵抗があるカティアは、悠の言葉に強く反応して駆かけ出した。

　本当に、とんでもない人達の仲間になってしまった──困ったようにため息を吐いたシエルだったが、すぐに笑えみを浮うかべる。

　損得を抜ぬきにして、力になりたいと思う。殊こと更さら、恩のあるクララと──不思議な魅力のある、悠に対しては。

「私も早く追いつきたいところね」

　まだ自分は彼らの特異性に肩かたを並べられたという実感はない──だからこそ、追いつきたい。

　そうつぶやいてから、シエルは早歩きに悠達のもとへと向かう。

　自分に胸を張って、悠達の仲間と言うために。

















第七話　楽園の名は









　雲ひとつない空に燦さん々さんと輝く太陽、打ち寄せる爽やかな波の音──

　どこまでも続く空はしかし近く、雲は手を伸のばせば届きそうなほどに近い。それは文字通りに天が近いゆえの光景だった。

　不帰かえらずの楽園──まさしく、そこは楽園だった。

　しかし楽園という部分だけではない。楽園を彩いろどる不帰という言葉もまた事実のものなのだ。

　この楽園に向かって帰ってきた者はおらず、故ゆえにいつしか誰も目指さなくなった楽園、それがこの不帰の楽園なのだ。

　ヒトの世から隔かく絶ぜつされた楽園は今日もどこかへと向かって空を泳ぐ。そんな空の孤こ島とうにたった五人乗せられた悠ゆう達は──

『楽園』を、満まん喫きつしていた。

「ん～……！　気持ちいいーッ！　ユウもこっちに来なよ～！」

「ぷはっ！　たまには童心に返るのもいいな！　シエルもだ、海は気持ちがいいぞ！」

　蒼あおい海に煌きらめく飛沫しぶきを上げて、クララとカティアが大きな声で悠達を呼ぶ。

　その隣となりには顔の上半分だけを出したアリシアが音もなくゆっくりと泳いでいた。

　そう──他の要因はともかく、ここ外がい縁えん部の沿岸はまさしく常とこ夏なつの楽園。

　南国の陽気によって適度な温度に保たれた海水は、泳げばこれ以上なく心ここ地ちよいリゾートのような海だった。

　悠が住んでいた地域の海はお世辞にも綺き麗れいとはいい難がたかったが、不帰の楽園の海は透すき通るようなクリアブルー。

　温度に美しさ、そして何より──海の部分には、強い魔ま物ものが生息していないようだ。

　泳ぐにはこれ以上ないほどの条件が揃そろった海が眼めの前にある──となれば、こうなるのは自然なことだ。クララ達がはしゃぐのも無理はないことだろう。

「って、呼んでるけど、どうする？」

「ん。そうね。一区切りにして、私達もあっちに混ざりましょう」

　一方で、悠とシエルは離はなれた場所で糸を垂らしている。

　釣つり竿ざおと糸──というには少しばかり大おお雑ざつ把ぱな木の棒と紐ひもだが、これが中々どうして、釣ちよう果かは悪くないようだ。

　海中に垂らした魚籠びくの中には三匹びきの魚が狭せまそうに動いており、食いしん坊ぼう達へと伸びた紐はその先の運命を示しているようにも見えた。

　シエルの意見を受けて、悠は両手で大きな丸を作ってみせる。

　常夏の楽園にほかならない光景──で、あるならばこうしてじっとしているだけでもじんわりと汗あせが滲にじんでくる。

　思う存分水を撥はね上げるのは、さぞかし気持ちがいいことだろう。

　簡易釣り竿と魚籠を持って、悠は腰こしを上げる。

　釣りに飽あきたら海で泳ぐ。なんと優ゆう雅がな生活であろうか。未いまだ誰一人として帰ってきた者が居ない極きよつ圏けん、不帰の楽園──案外、本当にここが楽園であるがゆえに誰も帰りたがらないんじゃないか。

　苦く笑しようしながらはしゃぐ少女達の元へと歩みを進める悠。

　……何な故ぜ、高難易度を極きわめると噂うわさされる極圏でここまで優雅な生活をしているのか？　それは、今日の始まりへと巻き戻もどる。




　　　　◆




「生活基き盤ばんも整ってきたことだし、今日は思いっきり羽を伸ばそうか！」

　起き抜けの朝食で、突とつ如じよとして宣言をする悠に、クララ達はたっぷりと固まってから顔を見合わせた。

　確かに、悠の言う通り生活基盤は整ってきている。家と呼べるものは作ったし、食料の調達も日々出来上がる備び蓄ちくの量は増えている。

　しかしだからといって羽を伸ばす──というのは、あまりにも突とつ飛ぴに感じられたからだ。

「うーむ、ユウ？　こんなことを言うのもなんだが、遊んでいて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「そうね。必要なものは揃ってきてるけど、調査とかは進めなくていいの？」

　そう、生活に必要なものは揃ってきているが、極圏の調査という本来の目的は全く進んでいない。

　ならばまだまだやることはたくさんある──というのが二人の意見だ。

「私はいいと思うけど、駄だ目めかな？　ちょっと疲つかれちゃったっていうのもあるし……」

「わたしはさんせいです。日々にメリハリをつけるのはよいことかと」

　一方で、クララとアリシアは悠の発言に賛成のようだ。

　賛成二の反対二、ならば発案者の悠も当然賛成側である以上、もう議題は可決したといってもいい。

　だが、どうせやるなら全会一いつ致ち、というのが理想ではある。

　そのための材料も、一応は用意してある。

「ん、まあシエルとカティアの言うことも一理ある。けど、一応遊ぶだけが目的でもなくてな。食料の調達も一いつ緒しよに兼かねてってのが今回の趣しゆ旨しだ。魚から取れる栄養ってのもあるし、出来る限りバランスよくってのが理想だからな。んで、海には強い魔物も居ないし、連日の作業で疲れも溜たまってる。だったら、休きゆう暇か気分で美味しい食材も採って、体力回復と行こうぜ……ってわけだ。中央部の魔物は強いって言うからな、心身ともに万ばん全ぜんで挑いどんだほうがいい」

　その理由の一つが、遊びとは言うがそれはついで、食料の調達が本来の目的であるということ。

　二つ目が、より手て強ごわい魔物が生息する中央部の調査をするのならば心身ともに回復させてからが好ましい、といったことだ。

　とはいえ──

「まあ、でも結局の本題はここらで遊ぼうってことだよ。なにせ半年もここにいるんだぜ。退たい屈くつとかも解決すべき難題の一つさ。遊ぶ余よ裕ゆうがあるなら、遊んでおいたほうがいい」

　やっぱり提案の目的が遊びであることは、変わらない。

　包み隠かくさず話すのは、悠なりの誠意だ。

「む、そういうことなら、まあ……」

「……メリハリも必要、か。いいと思うわ。せっかく海には大した魔物も居ないことだし、こんなに暑いと泳ぎたくなるのも分かるしね」

　真まっ直すぐでウソのない説得が功を奏したか、あるいは──カティア達も休めるものなら休みたかったのか、こうしてちょっとしたバカンスが開かい催さいされることになった。

　とはいえ、前々から水着は用意していたことだし、悠も空いた時間で簡単な釣り竿を拵こしらえるなどしている。

　ここで休日を設けなくとも、どこかで同じ様にしていただろう。

　それに──口ではなんと言いつつも、カティアも、シエルだってこういうのは嫌きらいではない。

　わいのわいのと騒さわぎながら、昼の予定を立て始めるクララ達。その中にシエルが混じっていることに、悠は安あん堵どのため息を吐き出すのだった。




　　　　◆




「あ、来た来た、こっちこっち！」

　釣果を携たずさえてやってきた悠達を、大きく手を振ふるクララが迎むかえる。

　健康的な身体からだのラインに、ガラス玉の様な水玉がちりばめられ、何より手の動きに合わせて震ふるえる一部の場所が──

　と、そこまで考えて、アリシアとシエルから目を向けられていることに気がつく。

「な、なんだよ」

「……べつに、なんでもないです」

「私としては、貴方あなたがちゃんと人間ぽくて安心したわ」

　アリシアからは妙みように恨うらめしげな──シエルからはからかうような視線を向けられて、悠はぶっきらぼうに言い捨てた。

　……それは、そうだ。出るトコが出ている美少女が、水着姿で無防備に自分を呼んでいる──というのは、やっぱり多感な時期の彼にとってはちょっとキツい。

「……？　どうしたんだ。顔が赤いが、日に焼けたか？」

　しかし、それを言うのなら他のメンツだってそうだ。

　カティアは──いつだか、同じ様に海に入ったことがある。その時とは違ちがって、カティアもちゃんとした水着に身を包んでいる。

　だがそれもやはり地球でいえばラッシュガードのような、身体のラインがよく出る光こう沢たくのあるものだった。その時とは違うのは、下はビキニのようなスタイルの水着を着用しているため、太ももが出ていることだ。
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　クララとは違って起き伏ふくのない身体のカティアだが、それ故に小こ柄がらながらも引き締しまった身体が、ムダのない繊せん細さいな美しさを引き出している。

　健康的で、かつ華きや奢しやである。少女の美しさという観点でいえば、これ以上のものはそうないのではないかと悠は思う。

「ふん、ひじょうに分かりやすいごしゅみでたいへんよろしいかと」

　一方で──アリシア。

　こちらは胴どう体たい部を覆おおうデザイン──単純なワンピースタイプだ。

　幼気いたいけな外見のアリシアには非常に似合っており、幼い少女の可愛かわいらしさを前面に押し出したものとなっている。

　カティアとは体格が似ているアリシアだが、これはカティアと同じ色合いながらも全く別の方向を向いた魅み力りよくと言えるだろう。

　大人の魅力や美には欠けるが、ただただ可愛らしい。

「まあまあ、そうイジめない。それに──ねえ、ユウ？」

　そしてシエル。

　上着を脱ぬいで顕あらわにした水着は、セパレートタイプ──その魅力はより『美しさ』に突つき進んだものと言えるだろう。

　実用的な運動によって育はぐくまれた、引き締まったボディは磨みがかれた大理石のように滑なめらかで、描えがく緩ゆるやかな曲線が艶なまめかしい。

　また、この中では一番進んでいる反応が、悠を更さらにどきりとさせる。

　そう──最初に悠の目に飛び込んできたものこそクララの健康的な身体だが、その実どの少女も違った魅力があって、はっきりと悠には『目の毒』であった。

　まあ、それも仕方がないことだろう。

　健康ということにかけては右に出る者がいないような悠が、こんなにも美しく可愛らしい少女達と一緒にいるのだ。いつもは気にしている余裕がなかったり、そっちを食欲に振っているということもあって平然としているが──仲間として全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているからこそ、こういった思いもよらぬ一面にどきりとするのも無理はない。

「いや、その……みんな、すげー可愛いと思う……」

　ようやく絞しぼり出したのは、途と切ぎれ途切れのしどろもどろ。

　それは無理やり考えた褒ほめ言葉というよりも、本心であるがゆえに伝えるのが難しかった言葉だというのは明らかで──

「え、あ、ありがとう……」

「そ、そういうことか。ふむ……ならば、私もまだ……」

　今まで全くそういったことを意識していなかったらしい二人にも、悠が何故赤くなっているかを思い知らせるには十分だった。

　こんなザマでは気味悪がられないだろうか。心配になった悠だが、恥はずかしがってはいるもののクララもカティアも、悪いようには思ってはいなかった。信頼出来る人物に褒められれば、気味が悪いということもないだろう。それは、誰だれにも聞かれなかったカティアの後半の呟つぶやきが証明している。

「……ほう、ほうほう。なるほどなるほど。そういうことならばわたしはかまいませんよ」

「全くこの子は摑つかみ所がないわね……」

　残りのシエルも概おおむね悪い気はしていないようであり、アリシアは露ろ骨こつに嬉うれしそうだ。

　それは多少なりと──いや結構大きな──悠への好意の証あかしだ。

　なぜだかそれもまた小恥ずかしく、悠は身を縮こまらせた。

　だが、ずっとこうなら本当に気味が悪い。悠は己おのれの頰ほおを一度強く叩たたいて、意識を切り替かえた。

「よし！　ほんじゃ俺も海の方で遊ぼうか！　今日は思いっきり遊ぶぞ！」

　それは、半ばやけくそだった。

　当然のように、クララ達も悠のごまかしは分かっている。敢あえて突っ込まないのが仲間としての思いやりであった。

　ざんざんと水をかき分けるように海へと歩んでいく悠の背を見ながら、クララ達はくすりと鼻を鳴らす。

　こうして、常夏の楽園での一時のバカンスが幕を開けた。

「うおお、水に入るのは久々だ……！　いきなりだと冷てえー！」

　腰こし辺りまで水に浸つかると、その冷たさに悠は一度身を震わせて、じわじわと染しみ渡わたってくる冷たさに楽しげな声を上げる。

　なんだかんだと言っても、やはり悠自身こういう遊びは楽しい。

　海に入ったのはカティアと一緒に食料調達を行ったのが最後だ。

「ね、気持ちがいいよね！」

「ん、気持ちいいな。前はカティアと俺だけだったからなー、あん時はクララは来られなかったから、一緒に来られて嬉しいよ」

　そう、悠がカティアと共に海で食料調達をしたあの時、クララは脚あしを怪け我がしており同行することが出来なかったのだ。

「そうだね。ちょっとだけ悔くやしかったから、嬉しいな。こうやって、みんなと一緒に海で遊ぶ日が来ると思わなかったなあ……」

　ついでに言うのならばあの時は今よりも余裕はなく、遊ぶという感覚ではなかった。

　同じ食料調達ではあるが、今はそれもついでといった具合。

　今と昔の状じよう況きようには天地の差があり──より危険な場所にいる今の方が余裕がある、というのは悠達にとっては非常に感かん慨がい深ぶかいことだった。

　遠いどこかに思いを馳はせるクララ。

　悠は、優やさしげに目を細めた。

「なんだかわたしのしらない思い出というのは少しくやしいですね」

「そう言うなよ。マジで大変だったんだぜ。あの頃ころは俺もそんなに強くなかったしさあ」

　その思い出の中に自分が居ないことを拗すねるアリシアに、悠は苦く笑しよう交じりに返した。

　子供っぽい考えではあるが、それだけ自分達と時間を共有することを大切に思ってくれているのだろう。

　冷めた態度が目立った最初の頃とは大違いだと、なんだか悠のほうが嬉しくなる。

「なあに、これから過ごす時間に比べれば、ほんの数週間なんて誤差の範はん囲いさ。だろう、ユウ」

「ああ、その通りだな。というわけで、これからどんどん思い出を作ってきゃいいのさ。これなんて、ピッタリだろ？」

「……まったく口がうまいですね。ですが、今回はそれでだまされてあげましょう」

　昔よりもこれから。

　穏おだやかに微笑ほほえむアリシアは、その言葉を大事に抱かかえるようにも見えた。

　だが──一いつ瞬しゆんだけ目を見開くと、アリシアは勢いよく腕うでを振りかぶる。

　水みな面もをなぞるようにして滑すべらせた腕が、水の膜まくを生み出して、悠達に海水の雨を降らせた。

「つめてっ！　いきなりだな！」

「そのぶん、今日はたくさんたのしませてもらうとしましょうか」

　突とつ然ぜん水をかけてきたアリシアは、不敵な笑みを浮うかべていた。

　プールや海などで、意味もなく水を撥はね上げた経験が、悠の脳のう裏りに蘇よみがえる。

　両手を広げて水を搔かくように飛沫しぶきを放つと、それはもはや小波となってアリシアを打ち付けた。

「ぷぇっ、しょっぱい。……ふふ、なんだかゆかいですね」

「昔、俺もこうして遊んだもんだよ。みんなやることは一いつ緒しよだなー」

　大量の水を引っ掛かけられたにもかかわらず、アリシアは愉ゆ快かいそうだった。

　子供の頃にしたのと、魔ま力りよくの力で身体が強化されている今とでは、飛んでいく水の量も大きく違う。

　だが、それでも、地球と違うどこかでもやることは変わらないのだな、と悠は愉快になった。

「なんだ、楽しそうなことをしているじゃないか。私も交ぜてくれ」

「あ、じゃあじゃあ私も！」

「……これ、どういう遊びなの？　勝敗とかってあるのかしら」

　童心に返って遊んでいる悠とアリシアが楽しそうに見えたのか、クララ達も集まってくる。

　結論から言えば、水の掛け合いに勝敗も何もないだろう。

　それでも、不思議と悠達は飽あきずにしばらくこれを楽しむことになる。
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「ハイ、というわけでそろそろ食料調達の方、開始したいと思います」

　水を掛け合ったり、泳ぎの講習をしてみたり……ひとしきり常とこ夏なつの海を楽しんだ悠ゆう達は、本来の目的ということになっている海中での食料調達を行うことにした。

「といっても、あんまり気負う必要はないんだけどな。備び蓄ちくはあるし、魚も何匹びきか釣れてるし。どっちみち今日の晩飯はまたカルパッチョでも作ろうって思ってる」

「カルパッチョ！　山の時にユウが作ってくれたやつだよね！　楽しみだなあ」

「ああ、またアレが味わえるのか……」

　しかしやはり、これも結局は遊びの延長であることには変わりない。

　本日の夕食の献こん立だてを公開すると、クララとカティアは記き憶おくに思いを馳せて歓かん喜きの声を上げる。

「カルパッチョ……って、何？　聞いたことのない料理だけど……」

「ふむ……クララさんたちのはんのうを見れば、きたい出来そうですが」

「はは、あんまり期待しないどいてな。最初は驚おどろくと思うけど、安全は保証するからさ」

「なんか、こわいですね。ですが、ユウさんのことはしんらいしていますよ。いまさらです」

　それは魚肉とはいえ『生食』であり、この世界の人々には健康上禁きん忌きとされている料理だが──アリシアはこれで、本当に悠を信頼しているのは確かで、悠もそれは分かっている。

　なんとか受け入れてくれるだろう──とは思っているのだが。

「まあでも、多分衝しよう撃げき的な料理には変わりなくてな。そのためにも、食べられなかった時の保険を用意しておこうかと」

「私達も最初は驚いたからねー……」

　保険はあるに越こしたことはない。

　山で一緒に用意したつみれ汁じるは結局それはそれで楽しむだけに留とどまったが、刺さし身は単純に好みに合わないという可能性だってある以上、一応は他の料理も……というのが悠の考えだった。

「あとは、単純にがんばった分だけ夕食が豪ごう華かになりますよ！　って話だな。魚はあるから貝類とか、あとは小さいカニでもいればいい出汁だしがとれるかもなー」

　しかし目的は他ほかにも。

　何事も、分かりやすい成果報ほう酬しゆうがあればやる気に繫つながるというもの。

　頑がん張ばれば夕食が豪華になる──このちょっとしたレクリエーション感覚は、全員に火をつける。

「ざっと見た感じ危なそうなヤツは居ないけど、毒を持ってる海の生き物って多いからな。毒なり怪我なり、なにか違い和わ感を感じたらクララに治ち療りようを頼たのむこと。あとなにか採れたら食べられるかどうか見るから、俺に見せてな。……それじゃ、始めようか！」

　悠の注意に頷うなずきが、声が返り、悠は満足気に頷いた。

　このレクリエーションを開かい催さいしたのも、一通りは悠が安全を確かく認にん出来たからだが、もしもということもある。注意を真しん剣けんに受け止めてくれたのが、嬉しかった。

　一いつ斉せいに海へと潜もぐっていくクララ達。

　悠もまた、同じ様に海面へと顔を突つっ込んだ。

「（うおお……すっげえ綺き麗れいな水！）」

　そうした瞬間驚おどろいたのが、水の透とう明めい度だ。

　ゴーグルもない視界では細かい部分こそ見づらいが、透明度が高いことだけはよく分かった。

　ゴーグルでもあれば、きっとそこには絵画や写真でも伝えきれない自然の美しさがあったろう。

　ふと辺りを見回せば、幾いくつかの人ひと影かげが見える。

　同じく食べられるものを探すクララ達だ。負けてはいられないと、悠も海中を浚さらうように観察していく。

　すると──

「（ぬ、これは……）」

　ぼやけた視界に、マリモのように映る黒い姿。

　最初は第一印象の通りに海かい藻そうの塊かたまりかと思ったが、どうにも違ちがう。

　もしかして、とあたりをつけた悠は『硬こう質しつ化』を発動してそれを手にとった。

　息苦しさを感じて急いで海面へと上がると、顔を拭ぬぐってから摑つかんだモノを見る。

　それは、地球に居たとある──高級食材に似ていた。

「うっ……ウニかー!?」

　思わず、叫さけぶ悠。

　ただならぬ様子に、散らばっていたクララ達も集まってくる。

「ど、どうした!?　それはまさか……刺さったのか!?」

　悠の手に握にぎられているモノに気がついて、カティアが困こん惑わくの声を上げる。

　そう、悠の手に握られていた黒いなにか。それは地球の『ウニ』とよく似たなにかであった。

　その攻こう撃げき的なフォルムは、初めて見る者に衝撃を与あたえるには十分すぎるものだろう。

　なにせ、どこを見ても棘とげ、棘、棘の棘だらけなのだから。

「いや『硬質化』を使ってるんで痛くはない。こんな見た目だけど、俺の居た場所の食材と似ててつい手にとっちゃってな。どうやら食べられるみたいだし、コレは期待出来るぞ～」

「そ、そうなのですか？　いや、しかしなんこつも食べられたのですからあるいはこれも……？」

　悠に次いで食欲の旺おう盛せいなアリシアも、流石さすがにこのフォルムにはひるんだらしい。

　流石にトゲは食わないんだけど──悠は苦笑しつつも、なんだか面おも白しろいので黙だまっていることにする。

　なんかいい感じの野草と炒いためても美味うまいだろうし、なんだったらこのまま魚ぎよ醬しようをかけてもいい。途と端たんに膨ふくらんできた晩の献立に、悠は耐たえきれず笑みを零こぼす。

「俺はもうちょっとコレ採ってくるから、みんな頑張れよ～」

　こうしてはいられないとばかりに、悠は再び水中へと潜っていく。

　残されたクララ達は顔を見合わせて、気持ちを通じ合わせた。

　悠のことは信しん頼らいしている。信頼しているが──自分達でも色々と採った方が、安全かもしれない。

　夕ご飯を豪華にするためにも、もしもの備えを万全にするためにも、少女達もそれぞれ散り、海へと潜っていく。

　その総合的な収しゆう穫かくの量は──おかげさまで、大漁だったと記しておこう。




　　　　◆




「よし、早さつ速そく調理を始めるとするかな！」

「待ってましたあ！　って言いたいところだけど……やっぱりそのとげとげが想像出来ないなあ……」

　そして、日も沈しずむ頃ころ。

　海から上がった悠達は、明かりの火を前に、夕飯の支し度たくを進めていた。

　といっても、今回の料理は生食が基本──の予定になっている。すでにカルパッチョを知っているクララとカティアは大だい丈じよう夫ぶだろうが、アリシアとシエルは生食に対して全くの経験も知識もない。もしも食べられなかったらという危き惧ぐから、悠は他にも二、三品の料理を作るつもりだ。

「まあまあ、見てなって。とりあえずは魚を捌さばいちゃうからさ」

　それでもウニに対しては、まだクララでさえ警けい戒かい心しんを解いていない。

　その正体を引っ張りつつ、悠はまず魚を捌くことにした。

　ナイフを使って切り込みを入れたり、威い勢せいよく切り開いたりしながら、食べやすい刺し身の形にしていく。

　ちなみにだがこの魚は、青い表皮をしていたが、切り身の方は美しい白身であった。

「派手な表皮だったが、やはり肉の方は綺麗なんだな」

「大たい概がいの生き物は赤いか白いかの違いくらいさ。俺のいたところには羽は真っ白、皮と骨は真っ黒で肉も灰色っぽいなんてスゲーのがいたけどな。ちなみに高級食材」

「肉が……灰色？　ぞっとしないわね」

「でもこうきゅうしょくざいということはおいしいのでしょうね」

「味は淡たん白ぱくだけどダシが凄すごいって聞くな。一回食ってみたかったけど機会はなかったな、っと」

　雑談などを交えながらも、悠のドラゴンナイフは氷上を滑すべるように滑なめらかな動きで魚を切り分けていく──

　ここに、植物油にガリカの実や胡こ椒しようなどを混ぜたソースをかければ、料理は完成だ。

「……もしかして、完成？　煮にたり焼いたりしないの？」

「そ、コレで完成。大丈夫かどうか気になるなら、クララ達に聞いてくれ～」

　案の定、まさか肉類を生で食べるとは思っていなかったシエルが、噓うそでしょうと言わんばかりにカルパッチョを指し示す。

　こういうのは最初が肝かん心じんなので、二度目の説明を詳くわしく行ってもよかったのだが、それはうんちくを語りたがりそうにしているクララ達に任せることにした。

　説明をクララ達に任せた悠は、次に大量のウニらしき生物の調理にとりかかる。

　と言っても、その構造はほとんどウニだ。ナイフで口の周りを切り離はなし、そのまま二つに割れば果実のようにも見える黄こ金がね色の部位が姿を現す。

　食用に適さないジェル状の部分などを丁てい寧ねいに取り除き、最後は塩水で軽く汚よごれを落としてやれば、これだけでもう立派な料理と言える身が姿を現す。

「これがこいつの食べ方だな。浅い岩場で採れるのが一番うまいっていうし、期待出来そうだ」

「あ、こうして見るとちょっと美味おいしそう……かも。トゲは食べないんだね」

「さっき肉の色の話をしていたばかりだが、これは綺麗な黄金色なんだな……ふむ、興味深い」

　ウニが気になったのだろう、一いつ旦たん話を切り上げてきたクララ達が、その黄金色の身を覗のぞき込む。

　……そう、確かに黄色い肉というのはさぞ珍めずらしいことだろう。悠の知る限りでは、こんな色の肉というのは聞いたことはない。

　というのも──この生物が地球上のウニと同じ構造ならば──この可食部位というのは、精巣や卵巣に当たる部分なのだから。

　身体の一部である以上これも肉と言っても間違いではないのだろうが、未知の食材はなるべく先入観なしで食べてもらいたいというのが、悠の考えである。

「はは……だろ？　さて、コイツも生で食べられるんで、炒めものと生食とで試ためしてみようか」

　なのでこの場はさっと流し、調理を進めることにする。

　サシミ講習を再開する傍かたわらで、悠はまず生身のウニを皿に盛る。

　そこに魚醬をかければ料理と言い張れる一皿の完成だ。ウニにガルム──魚醬をかけるというのは、古代のローマでもしていたことだそうだ。当時は塩しお漬づけなどにしていたそうだが。

　そして、加熱調理の方は──

　泉の近くに生えていた野草を使う。嚙かむとぴりりとした辛から味みが走る、爽さわやかな香かおりの植物だ。辛味のある野草と、ウニを炒める。簡単だが、きっと相あい性しようがいいことだろう。

　あとは蒸むし焼きにしていた貝を取り出せば、完成だ。

「よし、出来た。魚ぎよ介かい尽づくし完成！　新しん鮮せんなうちに食べちまおう！」

「どれどれ……おお、これはなんともふしぎなかおり。のうこうかつぴりっとしたさわやかさですね」

　出来上がった料理を全員で運ぶ最中、その香りを吸ったアリシアが、緩ゆるんだ顔で言う。

　確かにそれは、魅み力りよく的な香りだった。濃のう厚こうなウニの旨うまさ、野草の辛から子しのような香り──が、食べずとも伝わってくるほどに。

「よし、じゃあ揃そろって、いただきます」

「いただきます」

　調査隊お決まりの挨あい拶さつを口にして、食事が始まる。

　しかし、今回はクララやカティアも含ふくめ、全員が戸と惑まどっているようだ。

　何から食べればいいのか、といったところか。禁きん忌きとされている生食、そしてトゲに包まれた謎なぞの生物。

　結局、クララ達は、その選せん択たくを悠に委ゆだねることにした。

　そうとは知らず、最初に悠が手にとったもの。それは──生ウニのガルムがけであった。

　刺さすのではなく掬すくうように、黄金色の身をフォークに載のせれば、儚はかなげに震ふるえる柔やわらかさが、同じ大きさの黄金と間違えるほどの存在感が伝わってくる。

　その味は──まさに、濃厚の一言だ。

　ふるりと柔らかな食感が舌に下りれば、海の香りが感覚を塗ぬり替かえるように鮮せん烈れつに、しかし優やさしく駆かけ抜ぬけていく。

　溶とけるような舌した触ざわりをせがむように押しつぶせば、それは弾はじけ飛ぶように喉のどを、鼻を染め上げる。

　次いでやってくるのは、穏おだやかな甘みだ。悠が口にする機会のあったような市し販はんのウニのいがらっぽさは全く存在せず、包み込むような甘みがクリームになって、染しみ込むように広がっていく。

「ん～……うめえ！　天然のって甘いんだな……」

　予想以上の旨さに、悠は唸うなる。

　この世界では基本的に高い魔ま力りよくを持つ魔物ほど美味い──が、新鮮さと適切な調理さえあれば、美味いものは美味いのだ。

　……尤もつとも、美味しいものにありつくのには努力が必要という原則は変わらないのだが。このウニのような生物も、実は地球上の生物では考えられないほど硬かたい外がい殻かくを持っていた。それが気にならなかったのは、優秀な調理器具ドラゴンナイフと優秀な調理人馬鹿力が揃ってこそだ。

　とはいえ、こうなってしまっては地球の生物と変わりはない。

「……！　お、美味しいっ！　しょっぱい味付けだけなのに、甘いっ！」

「これはまた見事な！　取り出しただけの身が上質なクリームのようだ！」

　その味は、魔力が高い魔物の味に慣れたクララやカティアでさえ感動するものだ。

　単純な調理で極ごく上じようの味、というのは先のワニ肉でもあったことだが、調理すらほぼ必要ないこの食材のポテンシャルは凄すさまじいと言えるだろう。

　ならば、調理をした味とは一体どれほどのものか。

　野草とウニの炒め物──熱で溶け出したウニはしかし粒つぶを残しており、炒めて色が濃こくなった野草によく絡からんでいる。

　立ち上る湯気を一呼吸取り込むと、海が広がるような気がする。濃厚な香りが更さらに凝ぎよう縮しゆくされているようだった。

　一口分をフォークに絡からめ、口に入れる。

「……！」

　味も、香りも、全てが数段増している。

　滑なめらかな甘さは絡みつくようにねっとりとしており、クリームと言うよりは溶とけたチーズのようだ。

　また、それがぴりりと辛からい野草の仄ほのかな苦味と互たがいを引き立てあっている。

　シャッキリと歯切れのよい野草はねっとりとしたウニの食感との対比もいい。

　心ここ地ちよい歯ごたえとともに爽さわやかな香りを放出し、ウニの包容力がその鮮せん烈れつな香りを受け止めていて──

「おいしい……！　生も大したものでしたが、これはさらにあまく、かおりだかい……！　それだけではない、からみとにがみのあるはっぱのふうみがよりきいろいみのあじを引き立てています……！」

「ほ、ほんとに美味しい……！　こんなに個性の強い味は初めて……！」

　ただでさえ美味うまいウニが、より甘くより香り高くなっているのだ、まずいはずがない。

　それだけではなく、辛子のような風味を持つ野草の爽やかさが、味が重くなりすぎるのを防いでいる。

　鮮烈かつ濃厚だが嫌いや気けのない、奇き跡せきの調和と言えるだろう。

「ん～っ……お魚も美味しい！　ぷりぷりしてて、サクッと歯切れがよくて……生なま臭ぐささとかないのも凄すごいな～」

「ひじょうに上品なあじですね。こきみよいはぎれにてきどなあぶら……ソースのせんさいなかおりとよくマッチしています。生のお魚と一口に言っても、しゅるいによってあじは大きくかわるのですね……」

　そして残りの一皿も、間ま違ちがいのない一品だったようだ。

　ガリカや胡こ椒しようなどの香こう辛しん料りようが入ったソースで臭くさみを消した魚は、臭みもなく、歯切れもよい。

　いつしかの『バブリン』と比べ、脂あぶらののっている身は喩たとえるならブリに近いだろうか。大トロのようだった『ディープホワイト』と『バブリン』の中間ほどの脂のノリと言えるだろう。

「……！　美味しい……生の魚って、こんなに美味しかったんだ」

　クララ達の反応を見て、恐おそる恐るカルパッチョに手を出したシエルは、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　口を押さえた手の奥で、興奮から顔が赤らむのが見える。

　未知を追い求める冒ぼう険けん家かにとって新しい発見というのは、財宝を見つけることに等しい。

　それが健康を害する可能性が高い、禁きん忌きとされているモノの奥にあったのなら、その喜びもひとしおだ。

「気に入ってもらえたようで良かったよ。めっちゃくちゃ強い魔物じゃなくても美味いやつはいるもんだな」

「魔力が味の全部を決めるわけじゃないのね……料理って奥が深いわ」

　基本的に、強い魔力を持つ魔物ほど美味い──この世界においてその法則は間違いではなく、常識となっている。だが、悠は弱い魔物が必ずしも不味まずいというわけではないことを、陸の巻き貝、ソルトロールなどで学んでいる。岩塩地帯に生息するソルトロールは、強固な殻からを持つわけでもなく、鋭するどい爪つめや牙きばも持っていない。にもかかわらず、塩味のする身は滋じ味みに富んでいて、山の生活で癒いやしになったものだ。

　常識にとどまらず未知の味覚を開かい拓たくする悠は、シエルだけではなくクララ達全員に尊敬の念を起こさせた。

「んん、程ほどよいとろっと食感で刺さし身みも美味い。ここの食い物は何食っても美味くていいな～」

　けれどそうとは知らず、悠は自分の作った料理を幸せそうに頰ほお張ばっている。

　その様は控ひかえめに言っても普ふ通つうの少年となんら変わりないもので、なんだか見ているとこちらまで楽しくなってくるようだった。

「どうしたんだよ。早めに食わないと鮮せん度どが落ちるぞ。蒸し暑いからなあ、ここ」

「わわ、それはちょっともったいない。食べる食べる」

　外れた調子で食事を急せかす悠の言葉に押されて、クララ達は急いで食事を再開する。

　これだけ幸せそうなのに、惜おしむことなく幸せを共有出来る──それはとても素す敵てきなことだと、クララは思う。

「しかし、これだけ美味いと丼どんぶりで食べたかったなー、ディミトリアスに渡わたした米が栽さい培ばい出来れば、ぜひ海かい鮮せん丼どんと洒落しやれ込こみたいもんだ」

「ドンブリ、というと『ウィルダ』の肉の煮に込こみと食べたアレか。生魚にも合うとは、幅はばが広いな」

「そうなんだよ。米は日本……ああ、俺の出身国なんだけど──日本人の魂たましいっていうくらいだからな。ソレに合うものや料理もたくさん開発されてるんだぜ。いつか披ひ露ろうする機会があればいいな」

　そして悠の語る未来は、クララ達にはとても輝かがやかしく見える。

　皆みんなで美味おいしいものを囲みながら、先を語り合う、語り続ける。そんな今が続けばいいなと、誰だれもが思った。








第九話　深緑の世界で









　太陽が遮さえぎられた薄うす暗ぐらい森の中。

　風に揺ゆられる木々のざわめきを聞きながら、悠ゆう達は新緑の中を歩いている。

　陽ひの光が遮られた森の中は薄暗く、外がい縁えん部の沿岸よりも照り付けるような『熱さ』は控えめだ。

「あつい……」

「ですね……気がめいります……」

　それでも、クララとアリシアは溶けた氷のような声で暑さを訴うつたえかけていた。

　気温で言えば低いのだが、湿しつ度どが保たれている熱帯の森のような気候は、この世界の人々にはキツいらしい。

　じめじめとした熱気が纏まとわりつく気候は外縁部の熱さよりなお『暑い』。

『大陸』の気候は、非常に過ごしやすい。一年を通して暖かく、地球で言えば春のような気候が続くのだ。

　湿度に苦しむこともなく、暑さにあえぐことはなく、寒さに震ふるえることもない、そんな理想的な気候のもとに暮らすこの世界の人々は寒暖差に弱いらしい。

　文句や泣き言こそないものの、その暑さはシエルやカティアでさえ厳しいものだ。

「キツそうだなあ。もうちょいしたら休きゆう憩けい時間にするから、あとちょっと気張れ～」

　軽い調子で言うと、悠の背後からうへえ、とでも言うような疲つかれの吐と息いきが聞こえてきた。

　苦く笑しようしながら、悠はふと辺りを見回す。

　外縁部から島の中心を目指して歩いてきた現在、周囲の風景は変化してきている。

　薄暗い森の中は歩みを進めるほどによりその緑を濃こく強くしてきており、本来なら明るくなっていくはずの時間帯においてもなお歩くほどに薄暗くなっていく。

　木々は風景の変化とともに背を伸のばしていくようでもあり、しかしざわめくような魔物の声は減ってきている。

　それはまるで時間に反して夜が訪おとずれていくような錯さつ覚かくを与あたえた。

　感覚の不協和音は、悠の不安を煽あおる。まさしく楽園のような外縁部とは違い、ここはまさしく『極きよつ圏けん』たる──独特の、寂さびしさに満ちていた。

　中央部へと向かうにつれ、暗く深く、そして静かに。しかして異様な圧あつ迫ぱく感が増してくる。

　なんとはなしに、この異界の先に待っているものは何かとんでもないものなのではないかと、悠は予感を覚えた。

　それでも悠達は薄うつすら暗い異界を進む。

　……悠達が今、中央部へ向けて歩みを進めているのは、この『不帰かえらずの楽園』に来た目的を果たすためだ。

　すなわち、極圏の調査。生活基き盤ばんを整えた今、ついに本来の目的である調査を進めていこうというわけなのである。

　もしもここで暮らしていくだけならば、外縁部にいればバカンス気分で生活することも出来ただろう。だが、悠達には到とう達たつしなければならない真実があり、そのためには小さな手がかりでも拾い、点と点をつないでいく必要がある。

　そのためには、多少の苦労も必要──というのが悠の、悠達の考えだ。

「ふうー……きゅうけいをたのしみに、がんばるしかないですね……」

「その意気その意気。ちょっとしたお楽しみも考えてるから、頑がん張ばれよ～」

　体力的には身体からだが小さい分劣おとるアリシアも、なんとか食らいついているのだ。弱音を吐はかずについてきてくれる皆に感謝しつつ、悠は余よ裕ゆうを持っている分さらに頑張る。

「しかし……ユウは、暑さに強いな……私やシエルでさえ結構キツいのだが、大したものだ」

「こないだ話したけど、俺のところじゃ夏はこのくらいあったからな。部活つって学生のときにスポーツに打ち込む文化があったんだけど、何な故ぜか夏にこそ練習や大会が集まってんだよなー。だから、キツいはキツいけど耐たい性せいがあるのかもしんねーな」

「こんなに暑い中で訓練を……？　それって訓練になるのかしら……」

「一応スタミナなんかはつくらしいけどなあ。俺は合わなくて中学で……あー、三年くらいでやめちまったよ」

　身体を動かすのは嫌きらいではないが、取り立てて好きというわけでもない──親に一応運動部に入っておけと言われたからとりあえず三年間はやっていた。そんな過去を話しながら、悠は辺りを見回しながら歩く。

　この極圏のような暑さの中で娯ご楽らくのために身体を動かす……という文化はよく分からなかったが、悠のような人物が何人もいることを想像し、シエルは頭を振ふるった。

　流石さすがに悠が暑さに強いのは中学生の頃ころに夏の気候の中部活の練習をしていたから、というだけではない。この世界で育はぐくんだ力があるからこそだが、悠自身が分かってない以上、クララ達もそんなことは知る由よしもない。

「ん、あれは──」

　さておき。悠が目を皿のようにして辺りを見回しているのは、調査のためだけではない。

　未知の味覚──それこそが悠の原動力にして出発点だ。こうして極圏の調査をしている最中でも、いや最中だからこそ、それだけは忘れない。

『食感センサー』の反応に釣つられてか、悠がふと上を見上げると、そこにはなにやらきらきらと光るものが揺れている。

　薄暗い森の中に浮うかぶようにして揺れているそれは、まるで夜空の星のようだった。

「ちょっと採ってくるわー」

　が、感傷的な風景では腹は膨ふくれない。言葉を行動で示すかのごとく、悠は身を屈かがめ『反発』の力を発動する。

　地形に対する力を増ぞう幅ふくする能力は、僅わずかに身をかがめただけの悠を十数メートル上まで撥はね飛ばす。

　木々の高い枝に並ぶと、悠は適当な枝を見み繕つくろって手を伸ばした。

「ほおー……淡あわく光ってる。にしても星形とはまたベタな」

　地上から見えていた星のような実の正体は、まさしく星だった。

　立体的な星形の実を幾いくつか摘つむと、悠は『硬こう質しつ化』を発動しつつ地上へと飛び降りる。

　ひらりと舞まい戻もどる──わけにもいかず、重量感のあるどすんという音を響ひびかせると、悠は若じやつ干かんの足の痺しびれに「い」と歯をむき出した。

「おかえり～。何を採ったの──って、またちょっと変わった果物だね。なんていうか……まんま星みたいな？」

「だなあ……いやあ、俺の世界でも切ると星形になるっていう果物はあったんだけど、ここまで露ろ骨こつな星形は見たことねえや」

　樹上から帰ってきた悠を迎むかえたクララが、成果物を見ながら曖あい昧まいに笑う。

　下から見上げたときに星のように見えた果実がまんま星だった──とは中々の笑い話だと思ったからだ。

「おお、くだものですか……そういえばさきほどからくだものばかりしゅうしゅうしていますが、これがれいのおたのしみですか？」

　ひょっこりと顔を出したアリシアが、悠の手の上の果物を見て、首をかしげる。

「そうそう。もちろんひと手間加えるから、楽しみにしててくれ」

　問いかけに、悠は肯こう定ていする。敢あえて果物を『どう』するかを答えなかったのは、お楽しみ──モチベーションの一つに加えるためだ。

　──そう、探たん索さくの道すがら、悠は果物を積極的に集めていた。

　収集とさえ言える程度の成果は、比ひ較かく的てき体力に余裕があるカティアやシエルの手にも積まれている。

「それにしても、この辺りは果物が豊富なのね。中央部に近づくにつれ、見るようになった気がするわ」

「ああ、豊富な魔ま力りよく源がある可能性があるな。この浮うき島しまが古代文明の技術に依よるものというのも、あながち与よ太た話でもないかもしれん」

　外縁部やその付近と比べ、中央部へ進むほど多くの果実などが姿を現すようになっていたのだ。

　魔力とはこの世界における万ばん物ぶつに共通する栄養素のような役割も果たしている。魔物によらず、植物もまた豊富な魔力を蓄たくわえる地では活発に活動しているのだ。

「そうだね。やっぱり何か、人じん為い的な力を感じる気はするよ」

　そしてそれは、全員がなんとなく感じていることだった。

　魔力が影えい響きようを及およぼして形成されている極圏としては、中央部ほど強力な魔物が出現したり、過か酷こくな環かん境きようがあったりというのは珍めずらしい話ではない。

　それでも特に『不帰の楽園』ではその傾けい向こうが強いようにも思えるのだ。

　不帰の楽園の面積は、極圏の中でもかなり狭せまいほうだ。しかしそれにしては、外縁部と中央部で差がありすぎるのだ。

　強い魔力が影響を及ぼして過酷な環境が形成されるのならば、外縁部だってもう少し住みづらい環境であっていいはずなのだ。

　にもかかわらず、外縁部はリゾートと見み紛まがうほどに住みやすい。とても、極圏とは言えないほどに。

　まるで──意図的に外縁部とそれ以外で『区切った』かのような、明確な差が存在するのだ。

　もちろん、これだけでそう決めつけるのは早計というものである。魔力、そして魔法がどれほどのことを出来るか悠は知らない──が、気候を操あやつるなんていうのは、地球でさえ実現出来ていない超ちよう技術だ。もしも本当に島の環境を区切ることが出来るというのならば、それは人じん智ちを超こえている。

「……ユウ？　なにか見つけたの？」

　それがヒトの手である可能性など、現状ではないに等しい。

　だが──この地にヒトがいた可能性は、たった今、確信となって悠の前に現れた。

　突とつ然ぜん動きを止めたかと思えば、『なにか』に向かって一直線に駆かけ出す悠。それを見たクララはまたフルーツでも見つけたのかと過よぎったが、それにしては様子がおかしいと気がつくのは一いつ瞬しゆんだった。

「ユウ？　ユウ！」

　ただならぬ様子に、仲間達も駆け出した悠を追う。

　しかし悠はすぐに歩みを止めた。それは、植物のツルが絡からまった『なにか』の塊かたまりの前。

「ツル……が、石か何かに巻き付いているな」

　悠のもとへと辿たどり着いたカティアが、悠が立つ前の塊を見て、なんでもないように言う。

　ツルの塊の奥には、石の肌はだが見えた。石か何かとは言うが、紛まぎれもなく石だろう。それは間ま違ちがいない。

　ただし──

「これがどうかしたのか……ユウ？」

　不自然な所がある。まずツルの塊の形が異常だ。

　悠の胸の位置あたりまで、地面から垂直に伸びているのだ。

　それに、覗のぞく石の肌も、奇き妙みようなまでに凹おう凸とつが少ない。

　ならばこれは──

　なりふり構わず、悠はツルをむしり始める。

　少し遅おくれてクララ達が悠のもとへと駆けつけるころ、それは現れた。

「こ……これは……」

　息を切らしながらも、アリシアが目を見開く。

　ツルの塊の奥から現れたモノ。

　それは石だった。ただし、角があり、面があり、地面から伸のびる──

「柱、だと思う」

　柱。明らかに加工された石が、悠達の前に立っていた。

「な、なぜこんな場所に？　いえ、それよりも──」

「ヒトが造ったもの。だよね、ユウ」

「ああ」

　そう、それは見えざる手の証明。歴史というツルが絡みついた奥から現れたものは、かつてヒトがこの地に何かを残した跡あとだったのだ。

　平らな石の面に、クララが手を触ふれる。

　目を閉じて神経を集中するさまは過去に思いを馳はせるようでもあった。

「……強い魔力を感じる。多分、ツルが絡みついていたのはそのせい。魔力を欲ほしがった植物が、この魔力に惹ひかれたんだと思う」

　古ぼけた石柱から感じる魔力。

　やはりそれは、石柱が人為的な存在であることを示している。

「こりゃあ当たり、だな。それがなんなのかは分からないけど、この島には間違いなくヒトの手が入ってるってわけだ」

　悠の言葉に、頷うなずく面々。

　明確な進展をみせた調査に、興奮が頰ほおに赤らみを差す。

　悠もまた、未知に沸わいていた。

　魔法の普ふ及きゆうした世界でさえ、夢物語の域を出ないなんらかの超技術の存在。

　いわば魔法とＳＦが合わさった様な技術が、その輪りん郭かくを表しているのだ。気分が高こう揚ようしないわけもない。

　だが──

「……よし、今日の調査はここまで！　一いつ旦たん拠きよ点てんに帰るぞ！」

　熱い時こそ冷静に、というのがあらゆることの鉄則だ。

　中央部ほど森は色いろ濃こく、深い闇やみを湛たたえているだろう。日の沈しずみを考えると、これ以上進行すれば拠きよ点てんに帰ることは出来なくなる。どれだけ強い魔物が生息しているか分からない以上、先の見通せない闇に身を置くことは避さけるべきだ。

「ほんじゃ、川まで戻ったら休きゆう憩けい！　お楽しみの時間と行こう！」

　悠の言葉に、クララ達は沸き立つ。明確な目標と今までの苦労に対するご褒ほう美びが設定された故ゆえの喜びだった。

　──英気を養い『その時』に備える。

　心身ともに充じゆう実じつさせる、その重要さが分かっている悠達は、意い気き揚よう々ようと帰路についた。




　　　　◆




「うふぃ……生きかえります」

「暑いと歩くだけでも疲つかれるねー……水の冷たさがきもちいい……」

　目印となる川まで戻ってきた悠達は、各おの々おのが思い描えがく方法で休憩をしていた。

　川辺の石に腰こし掛かけて、足を冷やすクララにアリシア。岩を背に座るカティアにシエル。

　一方で、悠は採取してきた果物を味見している。

「甘さもいいし、汁しる気けも十分。これならいけるな」

　あくまで味見のため、派手なリアクションはない──が、出来栄えへの期待に悠は子供のような笑えみを浮かべた。

　採取した果物は三種類。

　一つは淡く発光する星形のもの。一つはキウイの様に毛が生えた、楕だ円えんの果物。最後の一つが、お姫ひめ様さまのスカートを思わせるような膨らみ方をした、白い果実だ。

　悠は並べた果物の一つ一つの皮を丁てい寧ねいに剝むいて行く。楕円の果物は、キウイを思わせる外見の割に中身は夕日のようなオレンジ色であった。香かおってくる芳ほう香こうも濃こく甘いもので、マンゴーや高級なメロンを思わせるようなずっしりとした印象を与あたえる。

　一方で、星形のフルーツは皮を剝いてもなお淡あわく黄色く発光していた。こちらは一転して甘あま酸ずっぱい味だ。苺いちごとバナナを混ぜて酸味を足したような、不思議だがどこか懐なつかしい風味である。

　そして──白いフルーツ。これは、膨ふくらんだ形をしていてヘタの周囲が反り返った、奇妙な形をしていた。

　それほど高くない位置のものを難なく採取したような、取得方法は味気のないものだったが、今回はこれが陰かげの主役と言ってもよかった。

　香りは、他の二つに比べれば比較的穏おだやかなものだ。甘みの方も、ほんのり感じる程度といっていい。食感はふるふるとした寒天質といったところだろうか。

「上手うまくいくといいけどなー。それっぽくはなると思うんだが、まあ出来なかったら出来なかったで修正案はあるしいいか」

　それでも、悠が作ろうとしているものにはこれが必ひつ須すだった。

　皮を剝き終えた悠は、果物を適当な大きさに切り分け、種を除く。幸い、どの果物も種子は大きく取り出しやすかった。

　そして、ここからが本番。

　鍋なべに白い果肉の半分ほどを入れ、星のフルーツを入れて、もう一つのオレンジ色のものはとっておく。

　次に取り出したるは──

「まさか、コレの初の出番がこんなんだとは」

　苦く笑しようしながら、その道具──いや、武具の生前の姿を思い出して、悠は無む性しように申し訳ない気持ちを覚えた。

　自由自在に空を駆け巡めぐり、台地の天辺を根城としていた暴君、ウィルダ。

　その爪つめと骨を使い、生み出された『ウィルダガントレット』。その初の出番は──

「ミキサー代わり、とはなあ……」

　切り分けた果物を切り刻むミキサーの代わりであった。

　魔力を込こめることで動作する『嵐らん禍か』の力を起動すると、悠の手は小型の竜たつ巻まきを生む。

　この竜巻は込めた力によって大きさが変化し──抜ばつ群ぐんの切れ味を発揮するのだ。

　それを、悠は蓋ふたを閉めた鍋の中に発生させた。鍋の直径よりも小さいごく小型の竜巻は、鍋の中心でフルーツを切り刻み、撥はね飛ばし、砕くだけ散らせる。

　やがて音が変わるころ、悠は能力を収めて鍋の蓋を開ける。

　すると鍋の中は、たっぷりの果か汁じゆうが抽ちゆう出しゆつされたミックスジュースに満たされていた。

「おお、おたのしみというのはジュースですか。それはありがたいです」

　何やら轟ごう音おんを発生させて果物をミキサーにかけていた悠の背から、アリシアがにゅっと顔を出した。

　この暑い中、喉のどを潤うるおす飲み物はさぞ美味うまく感じることだろう。

「いや、まだ終わりじゃないんだ。もしよければジュースも後で作るから、ちょっと待っててもらっていいか？」

　だが、これで終わりではない。

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべるアリシアの頭にぽんと──篭こ手てをつけていない方の──手を置き、二つ目の鍋を用意した。今度はこれにオレンジ色のフルーツと白いフルーツを入れ、同じ様にミキサーにかける。

　こうして、二つの鍋に二種類のミックスジュースが出来上がった。

　粉々に砕かれてジュース状になった果実には、これ以上の発展は思いつかない。アリシアは、予測のつかない先の手順が楽しみになった。まさかこれを火にでもかけるのだろうかと、身体からだを揺ゆらしながら次を待つ。

　果たして、次の一手は──

「クララ、ちょっと頼たのみたいことがあるんだけど、魔ま力りよくの方って大だい丈じよう夫ぶか？　目め一いつ杯ぱい弱くていいんで『アイシクル』一回分くらいなんだけど」

「え、ええ？　私……ってアイシクル？　だ、大丈夫だと思うけど……まさかソレに使うの？」

　まさかのアイシクル。予想外の行動に、アリシアは口を三角にしておお、と声を出した。

「なるほど、こおらせるのですか」

「そう。目もく論ろ見みが成功するかは半々ってトコだな」

　開けた場所の岩の上に二つの鍋を置き、さあ、と手を広げる悠。

「あうう……成功するかなあ」

　クララは困こん惑わくしつつも、本来ならば敵に向けるべき意識を鍋に集中して、魔本に魔力を通した。

　一瞬、冷たい風が吹ふき抜ぬけ、一行がその心ここ地ちよさに表情を緩ゆるめる。

　また生暖かい空気に戻もどると、そこには中に鍋を閉じ込めた氷柱つららが立っていた。

「お見事！　流石さすがに魔法の扱あつかいはクララだな」

「え、えへへ……そう？　ありがとう」

　気を良くした悠に褒ほめられると、力の抜けた笑みを浮かべた。

　さて、この『アイシクル』。これはクララの使える呪じゆ文もんの中でも最も詠えい唱しようが長く、強力な魔術である。その詠唱の長さから攻こう撃げきに使う時は悠達を巻き込まないよう留意しつつ、ありったけの魔力を込めて範はん囲いを広げるのだが、その攻撃力自体は力を込めていない小さな氷柱でも殆ほとんど変わらない。

　何がいいたいかといえば、今鍋は凄すさまじい冷気に曝さらされているということだ。

　金属は氷柱の冷たさを余すところなく伝え、中の果汁は凄まじい速度で凍とう結けつしていく。

　完全に中身が凍こおるまで、実に数秒といったところか。

　おもむろに氷柱へと近づいていった悠はクララに合図をし、氷柱を解除させる。

　氷柱の中から現れた鍋を、布によって手を保護しながら開くと──目論見通り、凍った果汁が現れた。

　これを、スプーンでひっかくように削けずっていく。

「……よし！　目論見通り！」

　細かく削れた果汁の氷は、冷たく、ほろほろと溶とけ、ジューシィ。

　そう、シャーベットの完成である。

　白いフルーツを見つけた時、悠は漠ばく然ぜんとこれを思い描いていた。

　見た目は全く違ちがうものの、その性質がココナッツの果肉に似ていたからだ。

　ココナッツミルクと適当な果汁を混ぜて凍らせるだけでも、シャーベットっぽくなる。ちょっとした子供心から昔作った氷ひよう菓かを、再現したのだ。

「よっしゃ、急いで盛り付ける！」

　あとは溶けないように、美味しそうに盛って、さっさと食べるだけだ。

　せわしなく動き始めた悠に気づき、カティア達も寄ってくる。

「南国風シャーベットの完成だ！　移動する島で南国ってのもおかしな話だけど」

　自分のネーミングに、自分でツッコミを入れつつ──悠は、クララ達にシャーベットを差し出していった。

　スプーンでこそいでまあるく盛り付けられた黄色とオレンジ色の球体。

　なんだか知らないけれど可愛かわいらしい。未経験のビジュアルに、クララ達は釘くぎ付づけになった。

「わあ、なんかころころしてて、なんだろう、可愛い？」

「見事な美しさだ。食べてなくなってしまうのが寂さびしくすら感じられるな。うん、なんだろう、いいな」

「た、食べたいけれど食べてしまっていいのかと、ぎもんに思いますね……うつくしい、とはちがう。やっぱりかわいいというのがてきせつなひょうげんでしょうか……」

　何な故ぜだか分からないが、猛もう烈れつに惹ひかれる。女性陣じんは、そんな感覚を受けていた。

　それもそうだろう。チョコレートの原型や金こん平ぺい糖とうの様な砂糖菓が子しなどは存在するものの、この世界は文明レベルで言って精せい々ぜいがルネッサンス時代前期ほど。現代の地球の『菓子』と呼べるものが登場するのはもう少し後、同じペースで料理が発展していったとして百年以上は後の話だ。

　一部の上流階級はまだしも、この世界の一いつ般ぱん人じんにとっての菓子とは精々が簡素な焼き菓子くらいのもの。一時期スイーツなどという言葉が流行はやったが、この世界ではまだ概がい念ねんの発足すら覚おぼ束つかないのである。

　そんな彼女らに、シャーベットという存在はあまりにも魅み力りよく的であった。

「分からんでもないけど、この気候じゃあっという間に溶けちまうと思うぞ。その方が勿もつ体たいないし、ちゃんとしてるうちに食べてくれると嬉うれしいな」

　目を釘付けにされているクララ達を横目に苦笑しながら、悠は自分の分のシャーベット──星形の黄色いフルーツを使った方を掬すくって、口に入れる。

　さらりとした舌した触ざわりを舌で撫なでると、温かな口内はあっという間にシャーベットを滑なめらかにする。

　ミルクのような白いフルーツの果汁で風味を柔やわらかに丸められた甘酸っぱさが、シーツを広げるようにふわりと広がって、溶けて滑すべり落ちていく。

　火ほ照てった身体に冷たいシャーベットが溶けていくさまは、身体に染しみ渡わたっていくようでもあった。温度もご馳ち走そうのうちであるならば、冷たさもまた贅ぜい沢たくなご馳走になりうるのは道理だ。

「あー……うめえ。なんかデザートっぽいもの久々に食べた気がするわ」

　その感覚は、非常に懐かしいものだった。

　前述の通り、この世界ではまだ菓子の文化は発展していない。

　悠とて甘いものが欲ほしくなることはあり、そしてそれは果物だけで満たせるものではなかった。

　その点でいつだかのチョコレートバーは良かったが、やはりアレは悠の感覚ではスナック感覚。この暑さの中で食べるシャーベットには敵かなうはずもない。

「……と、溶けて無む駄だになっちゃうのはだめね。じゃあ、いただきます」

　幸せそうにシャーベットを頰ほお張ばる悠に触しよく発はつされて、とうとうシエルがスプーンをその美術品へと切り込ませる。

　シャーベットを載のせたスプーンを持ち上げると、小さな氷の粒つぶが木々の間から漏もれる光を撥ね返していて、非常に美しい。

　シエルが最初にとったのは、夕日色をしていたフルーツと混ぜ合わせた方のシャーベットであった。

　口元に近づければ、その冷気が漂ただよってくる。この暑さの火照りには、それすらもが魅力的に感じるが、後ろ髪がみ引かれる思いを断たって、口の中へと移す。

「んんっ……！」

　すると──世界が広がった。そもそも氷すらそれほど普ふ及きゆうしていない世界において、氷菓というのはあまりにも衝しよう撃げき的だった。

　にもかかわらず、世界で最初の一口がこれだというのはあまりにも酷こくだ。

　夕日色の果実の糖度からくる、鮮せん烈れつな甘さ。しかしそれはクリーミーな白い果汁と、何よりも冷たさのおかげで全く嫌いや気けのない爽そう快かい感となって身体に染み込んでくる。

　刺し激げきであるはずの冷たさはむしろ優やさしく身体を癒いやし、次のひとくちへの渇かつ望ぼうを撫でるように搔かき立てる。

　正しく極上品。この先更こう新しんされることを考えなければ、こと甘味の完成度においてこれは間違いなく現在史上最高であった。

　咥くわえたスプーンを口から離はなすと、シエルは一つ息を吐はく。冷気を含ふくんだ息を吐く感覚が、また心地よい。

「何これ……こんなの、初めて……」

　感想は、ただ恍こう惚こつと。

　夢見心地が信じられない様に、ただそれだけを呟つぶやいた。

　誰だれともなく、つばを飲む。

　そうなれば、群がるようにそれぞれのシャーベットを頰張った。

「ふわあ……甘くて、冷たくて、儚はかなくて……っ！　美味おいしいっ！」

「な、これをなんと表現すればいいのか……こんな味覚が、この世に存在するのか」

「見た目にうつくしく、つめたくてあまいというしんかんかく！　くちどけはなめらかで、さらりとほどけるようにとけていき……！　みかくから、しょっかんまでの何もかもがあたらしい！　こ、これはなんですかっ!?」

　反応の良さは、言うまでもない。

　初めての体験が、最高のものであったのだ。食という一点において、これ以上の衝撃はないだろう。

　予想以上の反応の良さに、悠はこの世界の食文化を考えつつも、冷や汗あせを流した。

　感動の一ひと欠片かけらも逃のがさないように深く味わいつつも、一欠片すら無駄にしないよう一心不乱に食べ進める姿を見ていると、作ってよかったという感情が湧わく。
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　どこの世界でも女の子って甘い物が好きなのかな。なんて思いつつ、悠は答える。

「シャーベットって言ってな。本来は果か汁じゆうに牛乳を混ぜて、味を調整したものをこんな風に凍らせて食べるんよ。白いフルーツが、なんか牛乳っぽい印象があったからいけるんじゃねーかなと思って作ったんだ。暑いから美味いだろって思ってさ」

　美味いだろう、という言葉に反応し、全員が無言のまま頷うなずく。

　目を合わせても言葉は発しない、鬼き気き迫せまるまでの一同にまた苦く笑しようして、悠は続けた。

「牛乳とかがないと滑らかさが出ないから成功するかは半々だったけど、凍りさえすれば削らないで、切り出したのを食べやすく棒みたいなのに刺させばアイスキャンデーっていうのになる。シャーベットと違って舐なめたり齧かじったりしながら食うことになるかな。こっちも機会があればいずれ作りたいな」

「はあー……っ。本当に、衝撃的だったよー……しかもこれだけじゃないんだね」

「いや、感服した……味もそうだが、全く新しい体験だった、驚おどろいたよ」

「そのアイスキャンデー、というのも気になりますね。ですが今回はただただおみごとでした」

　予想以上だったのはお互たがい様だったようだ。クララ達の反応に驚く悠と、新たな味覚に驚くクララ達。

　新たな味覚の発見は大きな喜びだが、悠も含め、全員が甘いものを好んでいるため『冷たい』という味がより鮮烈なものとして焼き付いたのだろう。

「なんだったら『不帰の楽園』にいる間に作るかもな。街じゃ『アイシクル』なんかは相当使いづらいだろうし……」

「なら是ぜ非ひお願いしたいわね。……これ、なんだったら一財産築けるわよ、本当」

　未いまだに信じられない、という表情で皿を見るシエル。

　仲間達の反応を見れば、シエルの言うことも大げさではないのだろうと思った。

　この世界の技術力では、優秀な魔法使い無しにシャーベットやアイスキャンデーを量産するのはかなり難しいだろう。

「そうだなー、シャーベットは難しいかもしれないけど、クララがいればアイスキャンデーくらいなら割と楽に作れるだろうし……ちょっと考えてみるか？　なんてな」

　ならば、案外それも悪くはないのかもしれない……とも思う。

　冒ぼう険けんが労働だとは思わないが、楽という程ほどではないにせよお金持ちになってみるのは、どんなものか興味はある。

「けど、しばらくはいいかな。今は皆みんなと冒険してんのが楽しいや」

　しかし今は別にいい。それが、本心だった。

「無欲ね。でも……私も、今楽しいわ。すごく」

　何故ならば──今が楽しいから。

　きっと、それは皆そうだ。多分、そうして同じ気持ちを共有出来るからこそ、楽しいのだろうと悠は思う。

「そろそろ帰ろうぜ。この森だと、暗くなるのすげー早いと思う」

「ああっと、それは困る。得体の知れない森で野宿というのは少し気になるぞ」

　だからこそ、今日は帰ろう。

　急ぐ必要はない、一歩一歩をしっかりと踏ふみしめていけば、ちゃんと前に進めるのだから。

　涼りようを取った身体からだで、帰り路を行く。

　その足取りは、妙みように軽く感じられた。








第十話　星の海と孤こ独どくの世界









「おーい、出来たぞー。皿ぁ準備してくれー」

「はいはーい、任せて～！」

　カンカンとフライパンを打ち鳴らす悠ゆうの声に、楽しげな応こたえが返る。

　島の内部の調査を始めてから三日──時刻はすっかり太陽の姿も隠かくれたころ。

　満天の星の下で、悠達は夕食の準備を進めていた。

　本日の獲え物ものは、強きよう靭じんな二本の脚あしで地を駆かける──大きな嘴くちばしを持った、体高三メートルにもなる巨きよ大だいな鳥であった。

　何を考えているか全く分からない瞳ひとみで、丸太のような脚を忙せわしなく動かして襲おそいかかる巨鳥はなんというか見ていると不安になる動きで悠をひるませたが、チームワークを盤ばん石じやくのものにした調査隊の敵ではなく、今ではフライパンの上で美味しそうな匂においを漂わせている──というわけだ。

「しっかし……なんだろうな、この極きよつ圏けん。魔ま物ものが強いのは確かなんだが、全然『能力』持ちが居ねえ……っと」

　配はい膳ぜんを済ませ、椅い子す代わりの丸太に腰こし掛かける悠を、苦笑が迎むかえ入れる。

　呆あきれ気味に愚ぐ痴ちを零こぼした悠だが、腰掛ける際に香かおってきた夕食の香りに、表情を緩ゆるめる。

　今晩の夕食は、怪かい鳥ちようのネギ塩炒いためだ。外縁部付近に生えていた、太い茎くきを持つ植物と、襲いかかってきた怪鳥をガリカベースの塩ダレで炒めた料理である。ネギとは似ても似つかないが、味が近かった故ゆえの命名だ。

「んん！　筋肉質のもも肉がチャキチャキといい食感だな」

「食欲をそそるソースもいいな。なんというか、酒が進みそうな味だ──っと、私以外はまだ酒が飲める歳としではなかったか」

　発達した脚を武器にする生物だった故か、筋肉質の身は嚙かみごたえがあって野性味溢あふれる食感だ。それが香こう味み野菜たっぷりのタレと絡からみ、なんとも食欲をそそる仕上がりになっている。大きな一口を嚙み締しめたくなる、そんな料理だ。

「話を戻もどすけど……この極圏、やっぱ色々とおかしいよなあ。魔物は妙にシンプルな戦い方するし、原始的だし……極圏の性質にしてもやっぱ流石さすがに不自然な点が多いっていうかよ」

「原始的……というのはよく分からないけど、不自然な点が多いのは確かね」

　夕食をとりながら、調査の成果を話し合う。それが最近の悠達の日課であった。

　極圏の調査を進めていくうちに分かったことは二つ。

　一つは悠の言ったとおり、能力を持たない、原始的な姿をした魔物が多いことだ。

「戦う分には楽だが、ユウに新しい力が加わらないのは勿もつ体たいないと思う気持ちもあるな」

「だよなー……これでも結構楽しみにしてたんだけどなあ」

　それは、悠の新たな力とならないという弊へい害がいとなって表れていた。

　自力の優すぐれた悠達からすれば、能力を使わない魔物との戦いは楽なのだが、さらなる戦力の強化に繫つながらないのは欠点といえた。

「ここに来てから唯ゆい一いつ目覚めた力がこれだぜ？　便利っちゃ便利だけどよー……俺もう自分がどこ目指してんのか分かんねぇよ」

　そのせいで、悠が『不帰かえらずの楽園』に来てから新たに身に付けた能力は一つ。

　星のフルーツによる『発光』のみであった。

　この力を発動することによって、悠はなんと光ることが出来る。ぼんやりとした優やさしい明かりは、間接照明なんかにちょうどいいだろう。

　手元を照らすのなんかには役に立つだろうが、夜道の助けには心細い、そんなちょうどいい塩あん梅ばいの力だ。

「食べることで魔物の能力を吸収出来る……はいいけどさ、ジャンプ力が高くて毒味が出来て、壁かべを走れて光とか泡あわが出せます……ってどんなビックリ人間だっていうんだよ」

「ええ……？　泡ってなによ」

　妙にコミカルな人間離ばなれのしかたに影かげを差した悠に、思わずシエルが聞き返す。

　まさか口から吐はくのだろうか？　得体の知れなさについ聞き返してしまった彼女に、罪はないだろう。

「見るか？　こんなん」

「ぶっ……！　あ、あはははははっ！　な、何に使うのそれ！」

「いや意外とドラゴンの炎ほのおとか防いだり出来るんだなこれが」

「ぷくく、く……も、もこもこしたまましゃべらないでくださいっ」

　初見のインパクトは凄すさまじく、山暮らしの時には居なかった二人が笑いを堪こらえきれずに腹を押さえる。

　今の悠の見た目を──現代人に分かるよう喩たとえるなら──マシュマロマンと言ったところだろうか。ただし目も口も鼻もないが。

　とはいえ、こんなのでもなければ死んでしまっていたのだから人生分からないものである。そうなれば、ここでこうしていることは絶対になかっただろう。

「いやあ私も最初は驚いたものだがな……これがなければユウだけでなく、私もクララもこの世には居なかったと思うぞ」

「改めて見てみると、やっぱりシュールだけどね……」

　ふう、と息を吐くと悠は能力を解除し、いつもの姿が戻ってくる。

　強力な能力ではないが、これに命を救われたのも事実。だが見た目が滑こつ稽けいなのもまた事実だ。

　笑いを取る力としては優ゆう秀しゆうなのかもしれない──と思いつつも、ある意味人間離れとしては度合いが強そうなこれの気分は複雑だ。

「と、雑談はこのあたりにして、今日までの調査を纏まとめとこうぜ」

　少しだけ表情を真ま面じ目めなものに変え、話題の舵かじを取る。

　笑いの尾おを引いていたアリシアとシエルも、悠がそうすることでなんとか笑いを収めて、話題に向き合った。

　そう、能力の話題の時に脱だつ線せんがあったが、共有すべき情報はまだある。

　調査によって分かったことの二つ目だ。

「極圏の環かん境きようの話に戻すけど──やっぱり、区切られた気候と石柱は関係があると思う」

　それは、不帰の楽園の不自然な性質についての話。

　本格的な調査を開始した初日に見つかった謎なぞの石柱。調査初日から文明の足そく跡せきが見つかるなんてラッキーだ、と悠は思っていたのだが、実際にはそうではなかったのだ。

「シエル、頼たのめるか」

「ええ。これ、今までに見つかった石柱の大まかな位置を纏めたものよ」

　ならばそれは何故か。答えは幾いくつもの石柱が見つかっているからである。

　損傷があるものも幾つか混じっていたが、この島ではどうやら石柱はありふれた存在のようなのだ。

　それだけではない。

　シエルが取り出した簡易的な地図のようなものを広げると、そこに五つの視線が集まる。

「見てくれ。あらかた、等とう間かん隔かくに並んでるのが分かると思う。そんで、柱の位置を結んでいくと──大体、このあたりが中心になる」

　悠が指差すのは石柱の並びだ。

　点で描えがかれたそれらを線で結んでいけば、やがて放射状の分布が出来上がる。

　その収束する先を追っていけば──おそらく『何か』が存在する。

　点を結ぶ線の中心に何があるか、それは分からない。だがたった一つ、確実だと言えることがある。

「おそらくここが──『不帰の楽園』の実質的な中心であり、最も魔力が高い場所。言い換かえれば、一番危険な地帯がここになるってわけだ」

　極圏を形作る魔力の源がそこにある以上、収束点の付近に存在する魔物はこの極圏で最も強い生物だろうということだ。

　普ふ段だんのものよりも幾分か低い、重く感じられる悠の声に、誰だれともなく頷うなずく。

　調査によって得られた成果は明確だ。

　規則に従い石柱を、何らかの魔力装置を建てる技術があり、恐おそらくはそれによってこの極圏を『造った』何者かがいるということ。それが、悠達の得た答えだった。

　そして進んだ魔法技術を語る上では、避さけては通れないのがマオル族の存在だ。

　もちろん、現段階でこの極圏を造ったのはマオル族だという根こん拠きよは全くない。或あるいはヒトが造ったモノではない可能性さえ否定出来ないほどだ。

　だがマオル族以上に進んだ魔法技術の存在が判明していないのもまた事実である。

「それでも、行くか？　行けるか？」

　ならばその可能性は、クララの目的を達成する上では確かめなければいけないものとなるだろう。

　しかし、それには困難が伴ともなう。

　悠の問いかけは、その覚かく悟ごの有う無むを問うものだ。

　──だが、悠が口にしたのは自分は行けるという前提の下に覚悟を問う言葉だ。そんなもの、今いま更さらに過ぎる。

「行くに決まっている。念を重ねないでも、私達は既すでに一いち蓮れん托たく生しようだろう」

「ここまできて、こたえあわせだけなしというのはあんまりでは。ええ、もちろん行きますとも」

「答えが何にせよ伝説の古代文明なんてモノをぶら下げておいて、行くかも何もないでしょう。私は元々冒ぼう険けん者しやだし……それに、ね」

　覚悟などとうに決めている。

　そんなのは悠も分かっている。これは、単に確かく認にんしただけだ。

　満足気に頷いてから、悠はクララに視線を送る。

「みんな……ありがとうね。私なんかの──ううん、これはいらないね。……力を貸してくれて、ありがとう！」

　言葉を吞のみ込んで、それからはっきりと言い直す。

　気負うことなく、お礼を言う。今度は、全員が──肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮うかべる。

「……よし！　ほんじゃ早さつ速そくだけど明日から中央部の調査に乗り出すぞ！　最低一日は野宿なんで、今日はなるだけ質のいい睡すい眠みんを心がけるように！」

　全会一いつ致ちで決まれば、あとは決意表明だ。

　取り仕切る悠の言葉を聞いていると、クララ達は不思議となんでも出来る気がしてくる。

　共に強敵を打だ倒とうして、困難を打ち破ってきたからこそだろうか。きっと今回もうまくいく。自然とそう思えてくるのだ。

「じゃあ今日の調査活動は終しゆう了りよう。あとは個々人で好きな時間に眠ねむってオーケー。まあ要するにいつも通りだな」

　それは、悠自身がなんでもないことのように言うからかもしれない。

　楽天的といえば否定は出来ないが、暗いムードよりは気分もよく、適度に力が抜ぬけるのも事実だ。

　そんな悠でも、思うところはあるのだろう。就しゆう寝しん時間を宣言するも、悠は腰こしを上げる素そ振ぶりは見せなかった。

「どうしたの、寝ねないの？」

　悠の睡眠は、早いほうだ。現代人故に退たい屈くつに対する耐たい性せいが少なめというのもあるし、早寝早起きの健康的なリズムを持っているというのもある。

　極きよつ圏けん……というか野外では、特にやることがない。退屈な中起きていても仕方がないと、いつもは早めに寝てしまうのだ。会話が続いていれば適度に残るが、それだってそのへんの葉をお茶に仕立てたりして、中身や話題が尽つきると共に就寝する。

　だが──悠は恒ごう河が沙しやの宝石を思わせる星空と、星の光を映し揺ゆらぐ海を見つめており、感かん嘆たんのため息を漏もらしていた。

「いや、景色が気になってさ。じっくり景色を見んのは久しぶりだなーって。こっちに初めて来た時はスゲースゲーって星空見てたりしたんだけど、ちょっとするとそれもしなくなってて」

　こっち──こちらの世界に来たばかりの頃ころは、澄すみ渡わたった星空に感動したものだ。だが、いつしかそれもしなくなってしまっていた。

　それは見慣れたからこそだが、いまふと気づくとその光景はただただ幻げん想そう的で、美しい。

　空と海が近いからだろうか、見れば視界の全すべてが星に満ちているようであり、海の揺らめきは星界の中に一人漂ただよっているような錯さつ覚かくを覚えさせる。

　その感覚に、悠は妙みような既き視し感を感じた。少し考えて、思い出す。

　ああ、これはこっちに来たばかりの頃の──孤こ独どく感なのだろうと。

　星々は手を伸のばせば届きそうなほど近く、しかし足あ搔がいても祈いのっても届かないほど遠い。

　実際には星と星の距きよ離りは途と方ほうもないほど離はなれていると知っていても、まるで自分だけが仲間はずれになったような錯覚を覚えるのだ。

　それでも、そこにある光を見ていなければ押しつぶされそうなほどに、人里離はなれた場所の夜は暗い。

「そういえば私もしっかり星を見るのは久々かなー……凄すごい、綺き麗れいだね」

「うみの方を見ると、しかいの全てが星でみたされるようですね。げんそうてきです」

　だから──星空を見上げることが少なくなった理由が、分かった。

「ん、そうだな。一人で見てると寂さびしくなるような、そんな気がする風景だ」

「ふむ、なんとなく、分かるような分からないような──しかし、ユウでもそういう、独りの寂しさみたいなのを感じることはあるのだな。キミなら一人でもどこでも、前だけを向いて忙せわしなく動いているイメージがあったが」

「そうね。活力に満ちてるっていうのかしら。なんだったらどこでも生きていけそうよね、貴方あなた。食べ物どころか家でも作っちゃうような人だし」

「おいおい、俺をどんな人間だと思ってんだよ。っていうか俺だって出来ねーことばっかだから。……いやさ、これでも結構寂しがり屋なんだぜ俺」

　いつの間にか、側そばにはクララ達が並んで座っていた。皆みんな、同じ方向を向いている。無限に続くような、星海の中を。

「人間って、一人じゃ生きられねー様になってるんだよ。そりゃ、簡単なら家建てて、最低限でも服作って、飯を食ってくくらいは出来る。でもそれだけだ。退屈を潰つぶす方法は知らないし、怪け我がをすれば動けなくなる、病気にかかれば手も足も出ない」

　俺だけじゃない、人が一人で生きていくのは──きっと無理だ。

　言葉を切ると静まり返ったクララ達に笑みを向けて、悠は続ける。

「例えばさ、半年ならともかくこんな場所で一生となると、虫歯一本で人生終わりかねないぜ。飯が食えなきゃ死んじまうからな。風か邪ぜを一回引いただけで、明日の食料もどうなるか分からない。病気だけを考えたってこれなのに、小さな怪我でもちゃんと手当を出来なきゃ腐くさっちまうし、そもそも家作ったりっつー知識だって誰かが考えたもんだ。俺一人じゃ絶対……とは言わないけど多分考えつかねー」

　今は五人もいるし、怪我はクララが治してくれるから、半年くらいならなんとかなるだろうけど。

　それでも一生となればこの五人でも長くは持たないだろう。

「結局、人間って群れなきゃ生きていけないのさ。……だから、寂しいって感情があるのかもしれないな」

　寄り集まって、文化を築いたからこそ、人は生きていける。

　悠はそう言葉を締しめくくってから、照れくさそうに笑った。俺、何言ってんだろうな。そう笑う悠だが、クララ達の表情は真に迫せまっている。

　こと、個人の戦せん闘とう能力で言えば、魔法の力を扱あつかうこの世界の人々は強い。

　だがそれでも人間は一人では生きられない、弱い生物には変わりはないのだ。

　……いや、違ちがう。

「一いつ緒しよにいて、分かり合うことが出来るから、強い、のかな」

　ぽつり、と。クララが呟つぶやいた言葉は、ハンカチに雫しずくを垂らすように、悠達に染しみ込んでいった。

　悠はなんだかスッキリとした気分になって、立ち上がり──恥はずかしがることもなく、頷いた。

「まあ、そう上手うまくばかりいかないのも人間って感じがするけどな。こういうとちょっと説教臭くさいけど、欲とかに負けて争うってのは人間ずっと繰くり返してきたことだし。マオル族の人達だって、欲に負けた奴やつらのせいで大陸から追い出されるみたいにされたっていうのもあるわけだし……」

　でも、と。

　悠はクララに振ふり返って、微笑ほほえんだ。

「月並みだけど、クララには俺達がいるからな。寂しい思いはさせんよ。……あー、その。俺もこっちじゃ独りだったけど、皆がいるから大だい丈じよう夫ぶだったっていうか……ああもう何言ってんだろう。寝る！」

　それでも途と中ちゆうで自分がクサいセリフを言っているのだと気づいたのだろう。

　悠は小こっ恥ぱずかしそうに米こめ嚙かみを掘ほって、自分の寝ね床どこに入っていった。

　残されたクララ達は──顔を見合わせることもなく、近くにしか聞こえない声で呟いた。

「なんというか……ああいう所がズルいな、彼は……」

「……うん」

　カティアの言葉に頷いてから、クララ達はまばらに立ち、ばらばらに寝床へ戻もどっていく。

　誰も顔を見合わせず、見合わせないように。

　常とこ夏なつのリゾートがごとき、不帰の楽園。ここの夜は、今日も暑い。

















第十一話　王の領域









　鬱うつ蒼そうとした森の中──拠きよ点てんから遠く離れた場所を、悠ゆう達は歩いている。

　現在の時刻は昼前と言ったところか、本来最も明るくなってくる頃ころ合あいだが、中央部に近づいた森の中はなおも暗い。

　現在悠達は中央部にほど近い川の畔ほとりで一夜を明かし、少し遅おそめの出発をしてしばらく経たった……という状態だ。

　遅めの出発をせざるを得なかったのは、太陽の光が高い樹きで遮さえぎられ、文字通りに『朝が遅かった』ためである。

　しかし、遅めの出発をしたにもかかわらず、悠達の行進は順調だった。

「……また石柱だ。段々間かん隔かくが狭せまくなってきているな」

　それもその筈はず。目印となる石柱は目的地に近づくにつれ数を増やしており、まっすぐに目的地を目指すことが出来たからだ。

「じめっとしたあつさもすごいですね……こまめに水をのまないと、たおれそうです」

「大気の魔ま力りよくも濃こくなってきてるよ。近づいてきてるのは、間違いないと思う」

　伴ともなって、環かん境きようはより劣れつ悪あくになってきている。

　この暑さだと、流石さすがに悠でさえ厳しい。

　三つ──いや、二つ嬉うれしい誤算があったのは、石柱の間隔から察するに目的地が近い可能性が高いということ。

　石柱の間隔だけで判断すれば、目的地から仮のキャンプ地まで戻る程度は出来るかもしれない。

「たった一日なのに外がい縁えん部が懐なつかしく感じるわね」

「帰ったら海で水浴びをしたいな……」

　二つ目の理由としては、それでもまだ少しだけ余よ裕ゆうがあるということだ。

　暑さは発はつ汗かんを促うながし、体力を消しよう耗もうさせるが、軽口を叩たたきながら歩く程度の余力はある。

　この極圏に来てからまた魔力の総量が上がったからだ。魔力を消費すればある程度防暑或あるいは防寒の効果があるのが、冒ぼう険けん者しや用の衣服の特とく徴ちようである。

　だが──懸け念ねん事じ項こうも、また一つ。

　悠達の行進が順調な最後の理由が、それである。

「にしても……魔物の一いつ匹ぴきも出やしねえのは流石に不気味だな。代わりに果物が豊富ではあるみたいだけど……余計に不自然だ」

　最後の理由にして、唯ゆい一いつの懸念事項──それは、魔物の存在であった。

　ここ、不帰かえらずの楽園は中央部に近づくほど強い魔物が生息するという極きよつ圏けんの特徴が顕けん著ちよだ。だがどういうわけか、中央部に大分近づいた今では魔物の声すらしないのである。

　悠が言ったとおり、果物などの実りは良い……食べ物に恵めぐまれているにもかかわらず、だ。

「暑い中戦わなくても済むのは助かるけど、やっぱりヘンだよね」

「ああ。幾いくら暑いったって、こんだけ食べ物が豊富なら無理してでも住み着くメリットはある。なのになんで何も居ないんだ？」

　競争相手も少なく、食料に恵まれている。暑いというのはさほどの問題になるまい、世代交代などによって、長い時間を経て環境と共存していくのが生命の強さだ。

　不協和音の様な居い心ごこ地ちの悪さは、自然と安心ではなく、不安の材料となっていく。

　それはそうだ。『生物が住めない何らかの理由』が存在することになるのだから。

「念の為ため、ちょっとでもヤバい雰ふん囲い気きを感じたらすぐに言ってくれ。全力で離り脱だつする」

　その大きさが分からない以上、慎しん重ちよう過ぎるということはない。生きて帰りさえすれば再攻こう略りやくの機会は何度だってあるし、より多くの情報を集めた上で臨のぞめるからだ。

　頷うなずきあって、互たがいの意思を確かく認にんしていく──

　ちょっとしたミスで死にかけた経験のある身として、共有する意識は同じだ。

　それからしばらく、悠達は歩き続ける。

　不思議と、歩き難にくさもまた、あまり感じなかった。石柱が植物を引き寄せ、ちょっとした獣けもの道みち状態になっていたからだ。

　……だが、道がずっと平へい坦たんなのは、人が作った道だけだ。それだって、均ならしきれない坂道くらいはある。

　どういうことかと言えば──平へい々へい凡ぼん々ぼん、障害のない道などない、ということである。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに、後ろを振り向いたのは悠だ。視線の合ったクララ達の横を通り抜ぬけ、通った道を睨にらみつける。

「気づいたか、ユウ。こちら野生のことに関しては、キミの方が一枚上手のようだ」

　一いつ拍ぱく遅おくれ──カティアが武器を抜く。

　悠が最初に感じたのは──においだった。

　いや、物質がどうとかではない。気配として感じ取ったそれのイメージが、獣けもの臭しゆうだったのだ。

「シエル」

「ええ」

　手で制するジェスチャーで、シエルにクララとアリシアをカバーさせる。

　──そう、理由としては、メジャーなモノだ。

　恵み豊かな地に動物が寄り付かない理由。

　それが『敵』の存在だ。

「コロロロロ…………」

　喉のどを鳴らしながら、茂しげみの中から姿を現す。

　思えば、既すでに悠達は一度経験している。無人の豊ほう穣じようの大地──いや、台地を。

　すなわち、静せい寂じやくの理由とは──絶対的な暴君の存在。

「バオオオオッ、バオッ」

　鼻息荒あらく、紅あかい眼めを輝かがやかせるのは──巨きよ熊ぐま。

　黒くろ鋼がねの如ごとき毛の帷子かたびら、潰れた様なずんぐりとした顔を醜しゆう悪あくに感じるのは、湯気になりそうな荒い鼻息と滴したたり落ちる唾だ液えきの所為せいか。

　長い手て脚あしを誇こ示じするように、それはゆっくりと立ち上がり──

「バゴオオオオオッ！」

　侵しん入にゆう者しやを威い嚇かくするかのような、咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

「魔物っ！」

「オイオイでけぇな!?」

　立ち上がった体長は、四メートルから五メートルほど。だらりと垂れた手が、異様であった。胴どう体たいに対する腕うでの長さは通常の熊に比べ長い程度だが、タルワールを並べたような長い爪つめが、異貌であった。

「来る……いぃっ!?」

　しかし観察もそこまで──なんと、立ち上がった熊は二本の脚あしで立ったまま、走り始めた。

　異い形ぎようの爪を左右に広げ揺ゆらしながら、前ぜん傾けい姿勢で走る有様は、冒ぼう瀆とく的とでも言うべきか言いようのない不快感を煽あおる。

　その異貌に驚おどろいてばかり居られないのは、剣けんのような爪が語っていた。

「くッ」

　抱だきとめるようにして両腕を閉じた巨熊の爪が迫せまる──悠はカティアと一本ずつを担当し、背中を合わせるようにして紅くれない刀とうで受け止めた。

　響ひびき渡わたる悲鳴のような高音は、正しく金属同士がぶつかりあうような音。

　それだけのポテンシャルが長い爪を形成している証左である。

　力任せに振り切るようにして、受け止めた爪を撥はね除のける。悠とカティアは示し合わせるでもなく飛び退のいた。

　二対一、そしておそらくは巨熊の方に油断があったことが重なり、豪ごう腕わんが弾はじき飛ばされた──苛いら立だちを表現するように、巨熊が唸うなる。

「魔物が居なかったのは、コイツの所為か？」

「かもな。見るからに強そうですってカンジだし」

　強そう──と表現した悠だが、実際に強いと感じていた。

　熊の走る速度は二足歩行にもかかわらず地上を走る生物としては今まで見たどれよりも速い。いや──ディアルクとはいい勝負と言ったところだろうか。二足歩行の分、小回りはディアルクよりも劣おとっているとは考え難かった。

　つまり、攻こう撃げき力だけではなく機動力についても折り紙つきというわけだ。

　──よく見れば、その身体からだには幾つもの傷きず跡あとがあった。敗北の証あかし──とは考えづらい、おそらくはその逆だろう。

「バルッ」

　小さく息を吐はき出すと、巨熊は再び駆かけ出す。茂みや樹の枝程度ならば、ない様に駆けていた。

　狙ねらいはカティアだ。小こ柄がら故ゆえに御ぎよしやすいと考えたのか、はたまた偶ぐう然ぜんか。これが故意ならば、知能の方もありそうだ。

「ちっ」

　舌打ちをして、カティアはほんの一いつ瞬しゆんだけ悠を見た。

　瞬間、悠は姿勢を低くして紅刀を構える。

　力を溜ためろ。一いち瞥べつに込こめられた意図を察したのだ。

　視線の先では、巨熊が左右の爪を暴風のように振ふるっている。カティアは躍おどるように嵐あらしを捌さばき、躱かわしていたが、見た目ほどの余裕はない。

「く、重……い！」

　剛ごう力りきと言うにふさわしいほど、巨熊の太い腕から繰くり出される斬ざん撃げきは、速く重かった。

　一度防ぼう御ぎよに回ってしまえば、仕切り直すまでに反撃することは困難だろう。

　だが、カティアの狙いはそこにこそある。

　悠の方をちらりと窺うかがえば、十分な魔力が溜まっているのが見える。

　凍いてつく冷気がゆらりと漂ただよったのを確認すると、カティアは飛び上がり、巨熊の顔を強きよう烈れつに蹴けりつけた。

　並の生物なら頭が潰つぶれるどころかすっとんでいく様な蹴りだが、巨熊にダメージはない。絡からみ合うかのごとく複雑に生えた剛ごう毛もうの鎧よろいと、首と肩かたが一体化したような骨格が、脳への衝しよう撃げきを散らしてしまうのだ。

　しかし、これでいい。いかにダメージはないとは言え、顔への一撃だ。視界は大きく塞ふさいだし──離脱も完かん了りようした。

　蹴りつけた勢いのままにカティアが宙へ浮うかぶと、さっきまで居た地点を冷気の刃やいばが駆け抜けていった。

　氷ひよう閃せん。圧あつ倒とう的な攻撃範はん囲いを持つ、悠の得意技わざだ。

　目め一いつ杯ぱい魔力を込めた氷閃の威い力りよくは凄すさまじく、木々をすり抜け巨熊へ向かう。

　裁断された樹きはしかし、倒たおれない。切った端はしから凍てつかせ、氷結した部分に繫つなぎ止められているからだ。

　それほどまでの鋭するどさと冷気が、込められていた。が──

「ガルァッ！」

　立った背から氷閃を受け、トンの単位で勘かん定じようする重い身体が浮き上がる。

　唾液を散らしながら宙を舞まった巨熊は──それでも、立ち上がった。

　剛毛の鎧が、強きよう靭じんなのだ。風景ごと切り崩くずす様な氷閃でさえ、トドメには至らなかった。

「マジか！　結構本気でやったぞ!?」

「硬かたいな。だがダメージがないわけではない、これなら貫つらぬける、だろう？」

「まあ、俺達も結構強くなったからな。……よし、クララ！　アレかけてくれ！」

「任せてっ！」

　だが、それだけだ。

　手札はまだ、幾つも持っている。

　悠の指示に、クララは魔ま本ほんに魔力を通していく。術者の意思を汲くみ、魔本は自然に捲めくれていき、とあるページで止まった。

『光』。そこにはマオルの言葉で、そう書いてある。

　しっかりと悠を見み据すえ、クララは詠えい唱しようを始める。

「バルル……」

　その様子を、巨熊は見ていた。

　あれは、なにか良くない予感がする。その時の感情を言葉にするならその様なものだろうか。

　身体の大きさは判断材料になりえない。巨熊はクララへの警けい戒かいを最大限強める。

　ここで一直線に『なにか』を妨ぼう害がいしにいかなかったのは、悠とカティアの存在がある。この二人が妨害を許しはしないだろうことを、彼は気づいていた。

　僅わずかに迷ってから、巨熊は悠へと向かった。倒せそうなモノから倒す。それが戦いの鉄則ならば、カティアを狙うのは良くないと知っていたからだ。

「俺かっ！」

　上体を揺らしながら接近する熊に、悠は『硬こう質しつ化』の最大出力で応こたえる。

　悠にはカティアほどの戦せん闘とう勘かんはない──が、技術を加味しても防御力を比べれば悠に軍配が上がるだろう。

　振りかぶった爪に、悠は腕を置くようにして防御する。人間同士の喧けん嘩かならばともかく、猛もう獣じゆうに対する行動としては愚ぐの骨こつ頂ちようもいいところ──の、はずだが。

　悠は、これでいい。これが最適なのだ。

　硬質化を貫くも、それで威力を使い果たした爪は、悠の手を覆おおうガントレットに傷一つ付けることは叶かなわなかった。

　カティアとはまた違ちがった防御の方法に、巨熊は困こん惑わくする。当たらない、ならば分かるが、腕で受け止めるのは予想が出来なかったのだ。

　そして僅かばかり困惑した所に、カティアの蹴りが刺ささる。距きよ離りを取ることが目的だった先のものとは違い、攻撃──いや、体勢を崩すことを目的とした蹴り上げに、僅かに巨熊の身体が浮き上がり、ハネ上げられた頭は視界を奪うばわれる。

　それでもダメージはほぼない。

　が、顔を戻もどす頃ころには標的であった悠の姿は遥はるか遠くに移っていた。

　遠距離を攻撃する手段を持たない巨熊は、とにかく距離を詰つめる他ほかない──もう少し賢かしこければ、或あるいは敗北の経験があれば逃にげるという選せん択たく肢しもあったろうが、巨熊が脚を動かしたのは前だった。

　──瞬間、巨熊の前に地面が起き上がる。

　否いな、倒れ込んだのだ。

　何かに脚を取られて。

「トリップワイヤー……とでも名付けようかしら」

　意識さえしていなかったところから響く新手の声。それに意識を向ける間もなく、巨熊が見たのは地面に突つき刺さった何かと、そこから伸のびる二本の糸だった。

　ピンと張られた糸が動き出した脚の動きを阻そ害がいしたのだ。

　二足歩行が仇あだとなったと言っていいだろう。縦に長い重心は、僅かなズレと意識とのすれ違いで、容易に崩れた。

　まずい。いや、そんな生なま易やさしいものではない。野生に身を置く故の直感が、巨熊の身体を貫く。

　この数秒が、巨熊にとっては致ち命めい的であった。

「『オラクル』っ！」

　鈴すずを転がすような──野生には似つかわしくない少女の声が、しかし強い意志を感じさせる声で、そう叫さけんだ。

　だが──熊が見たのはクララではない。

　悠だ。

　その姿は──弱々しい発光ではなく──眩まばゆいばかりの、神こう々ごうしい光に包まれていた。

　ガントレットをはめた腕を押さえながら、悠は犬歯をむき出しにして笑えみを浮かべている。

　輝かがやく敵の姿を確かく認にんした瞬間、巨熊はそれでも悠の姿を見失う。

　いいや違う。それをそれと認識出来なくなったのだ。

　ほんの一瞬の間に、顔を突き合わせる距離にまで接近されていたせいで。

　あまりにも常識を外れた速度。瞬間移動と見み紛まがう瞬速。

「『嵐らん禍か』ァッ！」

　そして、巨熊の腹部で──竜りゆうが、暴れまわる。

　拳こぶしと共に打ち込まれたのは、凄まじい勢いの、小型の竜たつ巻まき。

　凝ぎよう縮しゆくされた竜巻は鋼はがねの鎧の様な毛皮をも無ぶ遠えん慮りよに削けずっていく。暴風はそれでもなお留とどまるところを知らず、皮を剝はぎ、内臓を引っ搔かき回したところで、ようやく巨熊の身体が吹ふき飛ばされることで終わりを迎むかえた。

「凄まじい威力ね……」

　最速で、最高のサポートを行うために、最も戦局がよく見渡せる位置で待機していたシエルは、戦せん慄りつの感情を呟つぶやく。

　台地の王ウィルダ。暴君が最大の技としていたそれには範はん囲いは遠く及およばないものの、極地的な破は壊かい力は寸すん分ぶん違たがわない──いや、それよりも遥かに上だ。

　ここまで条件を揃そろえれば、防御力では随ずい一いちだったグランキオーンの甲こう殻かくさえ削り砕くだいてみせるだろう。

　だがこれは悠だけの力で実現した一撃ではない。

「とんでもねーな……『オラクル』。信じられないくらいの威力だ」

　感かん触しよくを確かめるようにガントレットを動かすのは悠だ。

　そう──この威力を実現したのが、クララの『オラクル』であった。

　マオル族として繙ひもといた知識の中にあった古代魔術──アイシクルと同じく、古代種を打だ倒とうした者のみに使用が許される、選ばれし者の魔術だ。

「破壊力もそうだが、踏ふみ込みも見事だったな。私でも、避よけられるか分からないよ」

「じゅんびのながさのわりにこうかじかんはみじかいようですが……なっとくのこうかですね」

　口々に称しよう賛さんを送られる古代魔術『オラクル』。

　その力は、短時間における爆ばく発はつ的な魔力の強化だ。

　いわば悠の『チャージ』を他人に付ふ与よする魔術である。

「えへ……始めてだけど、上手うまくいってよかった～……」

　だが、その消しよう耗もうは大きいようだ。

　嬉うれしさを感じる声だが、それでいて覇は気きがないのも分かる。

　効果は強力な分扱あつかいづらい魔術、といった立ち位置になるだろう。

　とはいえ欠点の方も、消耗を補うことは出来る。その点全ぜん般ぱん的に消耗が高いクララの魔術は、悠の料理と相あい性しようが良いと言えるだろう。消耗も料理によってある程度は回復出来るのだから。

　この世界の料理は疲ひ労ろうが取れる──と認識しつつある悠は、打倒した熊を見て、早さつ速そく料理に取り掛かかろうとする。

　さて、どう調理しようか。熊は臭くさいというが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。或いは筋張っていたりは──いや、魔物だからやはり美味おいしいのだろうか。あれこれと、献こん立だてを思い浮かべては候補を絞しぼっていく。

　しかし。

「バル……バルルァ……！」

　まだ──戦いは終わっていない。

　深い憎ぞう悪おを纏まとった轟とどろきに、気を緩ゆるめていた悠達は一いつ斉せいに巨熊へと視線を向けた。

「まだ立つのかよ……」

　呆あきれた様に呟く悠を咎とがめられる者はいるまい。

　腹部に致ち命めい傷しようを負いながらも、臓物を垂らしながらも立ち上がる執しゆう念ねんには驚おどろかされる。

　が、本当に驚くのはこれからだった。

「……へ？」

　巨熊の背の奥、深い森の闇やみの中から、何かが現れる。

　何かとしか表現のしようがなかったのは、誰だれ一人として現れたモノの正体が正確に摑つかめなかったからだ。

　整然と並ぶ白い、爪つめのような──そこまで考えて、悠は気がつく。爪にしては数が多すぎると。

　それがゆらりと、一斉に動くと、悠達は漠ばく然ぜんと思い浮うかべた。ああ──これは歯、いや牙きばなのだと。

　たっぷりと水気を含ふくんだ音とともに、閉じる音が聞こえる。すると、巨熊の腰こし辺りから上が消えていた。

　否いな、食われたのだ。闇から現れた、その存在に。

　涸かれた池を想起させる鱗うろこ肌はだに包まれた、ワニのような──しかしずっと巨大で横に長い口。

　ひと目で発達した筋肉に覆われていると分かるフォルム、衣服のように首から下を覆う、羽う毛もうのような毛皮──

　走る模様など、それらは悠でも完全に初見のものだ。だが悠はすぐさまその姿に似ている存在を思い出した。

　故ゆえにその姿をこう記そう『暴君』を語源に持つ、太古の王。

「ごおおあああああああああッ！」

　ティラノサウルス、と。








第十二話　アルファ・タイラント









　獲え物ものを奪う形で現れた暴君が轟とどろかせる声に、悠ゆう達は思わず耳を塞ふさいだ。

　不帰かえらずの楽園そのものが揺ゆれているのではないかと錯さつ覚かくするほどの騒そう音おんは、暴君の強大さを誇こ示じするようでもあった。

「いいいッ……！　っそ！　新手かよ！」

「手負いだったとはいえあんなに硬かたい魔物を一ひと嚙かみだなんて、恐おそれ入るわね……」

　まだびりびりと痺しびれる様な腹を押さえながら、悠は毒づく。

　戦せん闘とうに次ぐ戦闘。あってもおかしくないものだったが、それがまさか今来るとは。

　それも、巨熊はかなり強い方の魔物だ。にもかかわらず、新たに現れた魔物はどう見ても巨熊よりも強そうだ。ただでさえ疲ひ労ろう感があるというのに、連戦の相手がこれだというのには、士気が下がる。

「それでもやるしかあるまい。骨は折れるがな」

　だがカティアの言うことは事実だった。やるしかない。それ以外の選択肢は、おそらく死しかないだろう。

　ティラノサウルスは実際には走るのは速くなかった──というが、それはあくまでもティラノサウルスの話。未知数の相手を前に五人で逃げるというのは、全ぜん滅めつを避ける手段としては最適だが──誰かを失うリスクは、高い。

「こるるるるるる……」

　戦うしかないのだ。品定めをするように喉のどを鳴らす、恐るべき竜を相手に。

　悠は、ガントレットを握にぎりしめた。

　戦う意志を握り固めると、恐きよう竜りゆうはぴくりと鼻を動かす。そして、ゆっくりと近づいてきた。

　実は穏おだやかな生物──ということもあるまい。その態度は、悠達を脅きよう威いとして感じていないように見えた。

　だが悠がガントレットに魔力を込こめた瞬しゆん間かん、竜は歩みを止める。静止したのは三秒にも満たない間。再び始まる竜の歩みは悠を観察するように、角度を変えながら睨ねめつけるようなものとなる。

「知能は低くない……様に見えるな」

「ああ。けど……」

　警けい戒かい──というほど大げさなものではないのかもしれないが、恐竜の動きは悠という存在を留意はしている様に見えた。

　カティアの言葉に肯こう定ていしつつも、悠はなんだか納なつ得とくがいかないような感情を覚えた。

　恐竜の知能は高くなかったと推測されていたように思えるが──と、そこまで考えて、心中でモヤを払はらった。これは恐竜ではない別の生物、魔物だ。姿形が似ているだけで、図ず鑑かんに載のっている想像図というだけのソレの姿を追い払う。

　だってきっと、この魔物は『恐竜』よりも遥はるかに強いのだから。

　興味深そうに悠を観察していた竜が、再び歩みを止め、真正面から暴力性を溢あふれさせた瞳ひとみを向けてくる。

　そして、突進した。

「速はええっ！」

　太く力強い両脚で地面を蹴けると、竜は巨きよ体たいとは思えぬ速度で悠へと迫せまる。

　大きな物体というのは同じ速度を持つ小さなモノと比ひ較かくして遅おそく見えるものだが……この巨体においてなお速いと感じるスピード。

　鎖くさりのついた鉄球を引くように、竜の首が下げられる。狙ねらいは頭ず突つきか。当然のように、竜は悠を狙っていた。この中で誰が一番厄やつ介かいな存在かを分かっているのだ。

「舐なめんなッ」

　しかしそれは望むところだ。悠が受け、カティアが斬きる。防ぼう御ぎよというのは、必勝パターンに繫つながる第一手だ。

　既すでに近くにカティアは居ない。より効果的な一いち撃げきのために、移動を開始しているのだ。

　自分はただ防げばいい。『硬こう質しつ化』にマジックアイテムとしてのガントレットの力、風の守りを強め、立ちふさがるように防御を固める。

　それでも竜が間近まで接近すると、その巨大さに、禍まが々まがしい外見に『恐竜』の名の由来をまざまざと見せつけられた。

　恐竜の語源がそのまま恐ろしい竜だというのならば、これにこそその名前は相応ふさわしい。

　だが恐ろしいという事実がかえって悠の決意を固めた。コイツは俺がなんとかしなければならない、と。

　暴力と決意が、激げき突とつする。

「ぐ……っつぅ……！　重すぎんぞ……！」

　振ふり払はらわれた頭と、風の守りを得た右みぎ腕うでとが激突する。その衝しよう撃げきは、巨岩が意思をもって襲おそいかかってきたようであった。

　同じ体勢のまま、見えない力に引きずられるようにして背後へと吹ふき飛ばされる悠。

　しかし、その瞳は暴君を──その後ろの仲間の姿を捉とらえていた。

　悠が作った隙すきに、カティアが選んだ攻こう撃げきは、首の裏。付根への刺し突とつ。

　恐らくは最も反応がし難がたく、一撃で脊せき髄ずいを、神経を断たつ。必殺たりうる攻撃だ。

　両腕で塚つかに剣けんを突つき立てるような構えで、落下するカティア。しかし、悠は同時に見た。

　恐竜の毛皮──いや、羽う毛もう？　に走る青い模様が、激しく発光するのを。罅ひびのような模様が、青く激しく光るそれは──稲いな妻ずま。

「う[image: ]っ……！」

　本来天より地へと降りるモノが、真逆に。恐竜の身体からだから稲妻が放たれ、カティアの構えた剣へと迸ほとばしり、細身の身体を穿うがち貫つらぬいた。

「カティアッ！」

　悠が叫さけぶと同時に、恐竜の束ねたワイヤーの様な尾おが薙なぎ払われる。

　力強い尾は、糸が切れたように落下するカティアの腹部を強きよう烈れつに打ち据すえた。

　小石を蹴り飛ばしたように弾はじかれていくカティア。

「くっ……大丈夫!?」

　その危機を救ったのは、シエルだった。

　小こ柄がらとはいえ人が思い切り飛び込んでくる衝撃に息を漏もらしながらも、抱だきとめたカティアに呼びかける。

「ぐうぅ～……！　あ、っが……！」

　しかしカティアはすぐには返事をすることが出来ない。稲妻のダメージこそ軽けい微びであったが、それによって一瞬だけ意識を刈かり取られ、無防備な状態を作り出されていたのだ。

　そして腹部への打撃。通電するように満まん遍べんなく叩たたきつけられた衝撃が、今も無造作に内臓をかき回しているようだった。

「ふっぐ……ぐぅっ……！　しには、しない……！」

　抉えぐるような苦痛と、涙なみだまで滲にじませる反射を強い意志で抑えつけながら、カティアはなるだけ簡潔に必要な情報を絞り出した。

　それだけ分かれば十分だ、とシエルは頷うなずいた。

　たったそれだけ確かく認にんが出来れば──あいつが、動く。

「てめえ……ッ！」

　送った視線と頷きの向こうでは悠が──静かに激げつ昂こうしていた。

　──野生の世界の生死に、善悪はない。誰もが生きるために必要なことをしているからだ。そんなことは分かっている。

　だが、仲間の痛々しい姿を見せられて怒おこらないでいられるほど、自分が出来ているとは思っていなかった。

　魔力とは即すなわち心の力だ。激しい怒いかりという初めての感情は、悠にかつてない力を齎もたらしていた。

　……けれど、我を失っては駄だ目めだ。知ち恵えがあって初めて人間は動物に勝てる。人間の力を忘れたら、人間が生きていくことは出来ない。

　静かに、怒れ。

　言い聞かせるようにして、悠は唱える。激しい怒りを冷れい徹てつさで支配する。

　もしもカティアが死んでいたら、悠は怒りに振り回されていただろう。死にはしない。その情報を絞しぼり出した強さが、悠をヒトに留とどめていた。

　怒りに震ふるえながらも、悠の冷静な部分は考える。

　カティアを打った雷かみなり。恐らくアレは、竜りゆうの意思とは無関係に放たれたものだろう。雷がカティアを打つまで、竜はカティアに気づいていなかった。そう、見えたのだ。

　もしもそうならば、確かめることがある。

　悠が己おのれの身に渦うず巻まく力を解放すると、それは篭こ手てを通して風の形で顕けん現げんした。

　竜は明らかに様子が変わった悠を訝いぶかしむような仕草をする。

　もはや作戦を立てた悠は、意に介かいすることもなく攻撃を始めた。

「……はやい、あきらかに」

　その様子を遠くで見ていたアリシアは、思わず呟つぶやいた。

　怒りに打ち震える悠のスピードは『オラクル』を受けた時ほどのものではなかったが、明らかに普ふ段だんのそれを上回っていたのだ。

　悠もまた、自身の力に小さな驚おどろきを感じていた。が、今確かめるべきは自分の力がどれほどのものかではない。

　自ら接近する──という、体重差を考えないような行動は、竜の意表をついた。また、その速度も同様に。

　手にした紅くれない刀とうで、斬りつける。が、返ってきたのは手て応ごたえではなく金属のような澄すんだ音。

　どうやら、鱗うろこの方もかなりの強度を持っているらしい。

　反撃にと口を開け、振りかぶる竜を見て、悠は即そく座ざに地を蹴り離り脱だつした。

　これでひとつ。確かめるべき答えを得て、悠は冷れい淡たんに呟いた。

　今の今まで自分が居た場所に、牙きばを打ち鳴らす重じゆう厚こうな音が響ひびく。鈍にぶく短く響く音は、鋼はがねのような毛に覆おおわれた熊くまを一口にした光景を思い起こさせる。

　が、悠は淡たん々たんと次へ次へと事態を推おし進めていく。悠は『壁かべ走ばしり』で巨大な樹木を駆かけ上がっていき、一本の太い枝を見つけて飛び移る。

　そこから握りこぶしほどもある種子を幾いくつかもぎ取り、竜へ向かって投げつけた。

　竜の視界は、恐竜とよく似た目の位置から察するに、前方に集中している。先のカティアの様な角度は、非常に見えづらいはずだ。

　完全な死角からの投とう擲てき──しかし、やはり種子は雷らい撃げきに迎げい撃げきされて燃え尽つきる。

「ふたつめ」

　テーブルゲームの役を揃そろえていくように。悠は樹きを駆け下りた。

　途と中ちゆう、迎撃した方へと振り返る竜と目を合わせながら。

　──やはり、視界や感知能力には見た目以上のものはないらしい。

　故ゆえに雷撃による迎撃は、自動のものと考えていいだろう。

　ならば調べることは、あと一つ。樹から樹へと『跳ちよう躍やく』で跳はね回りつつ、悠は種子を投げつけていく。

　当然攻撃力はないが──それでも構わずに迎撃は、寸すん分ぶん違たがわず種子を墜おとしていった。

　……みっつめ。

　これで、悠の調べたいことは終わりだ。

　役は、揃った。

　木を下りた悠は、竜と睨にらみ合う。お互たがいに一歩も引かずに──既に『同格』以上として、お互いを認識しあっていた。

「クララ、『タービュランス』出来るか」

　短く名を呼ぶと、遠く離はなれた位置のクララはびくりと身を震わせて、悠の背に頷きを返した。

「任せてっ！」

　第三の古代魔ま術じゆつ『タービュランス』。竜を打ち取る最後の手札を並べた悠は、ぐっと剣の柄を握った。

　──悠が竜とのやり取りの中で、知る必要があったのは三つだ。

　その全すべてが、迎撃能力に関すること。

　一つ、その効果範はん囲い。悠は二度竜と打ち合ったが、そのどちらにおいても電撃を受けていない。しかし、背後から接近したカティアはこれに迎撃されたのだ。その効果範囲を調べる必要があった。

　結論から言えば、これは顔以外の位置──毛の覆った箇か所しよから数メートルといったところだろう。正面から打ち合った悠が、攻撃防御、そのどちらにおいても電撃を受けていないのが答えだ。その後の木々を利用した多角的な投擲が、上下左右に至るまで撃うち落とされていたので間ま違ちがいない。

　二つ、迎撃が竜の意思に依よるものか否いなか。

　これは否、自動であるというのが答えだ。竜は木の上に登った悠の姿を見失っていた。位置に気がついたのは、種子を雷撃で迎撃した後だ。カティアも、同じだった。羽毛に依る雷撃は、不意打ちであろうが問題なく迎撃する。また、脅きよう威いに感じられないような攻撃でも撃ち落としていたこともこれを裏付けている。

　そして三つ目。その能力に制限はあるのかということだ。

　率そつ直ちよくに言えば、ない、あるいは限りなく無制限に近いと言うべきだろう。

　例えば、そう。クールタイム。一度使った後には暫しばらく使うことが出来ない──この力にはそんな時間が存在しないのだ。

　使い続けていけばその源となる力が消しよう耗もうすることはあるだろうが、その容量は限りなく大きいというのが悠の考えである。

　ならばどうすればいいか。簡単な話だ、迎撃がない箇所に高い火力を打ち込めばいい。

　つまるところ、真正面からのぶつかり合いだ。

　だが、竜の顔は堅けん牢ろうだ。電撃による迎撃がないのも、正面に関してはそもそも必要ないというのが理由なのだろう。

　それでも、やる。

　そして悠には勝算があった。それがカティアの『タービュランス』であり、成長した自分自身の力だった。

「ごおおああああああッ！」

　大地を震えさせる轟ごう音おんが響く。

　暴君もまた、最終局面へ移りつつあることを感覚で理解していた。

　何かをしようとしている。それをさせないというのが自分の戦いだと、感じていたのだ。

　地を蹴けり駆ける、そして衝しよう突とつする。本来ならば彼はそれだけでも王者足り得た。

「づあッ！」

　悠はそれでも倒たおれない。今度はもう吹き飛ぶことさえなく、正面から王者の頭ず突つきを受け止めてみせた。

　この距きよ離りでは、竜にはもう嚙かみつきしか出来る行動はない。だが、幾いく重えにも振ふるわれる紅あかい剣けん閃せんは彼の皮ひ膚ふに傷をつけることは出来なかった。

　──彼には、脚あしだけではない。堅牢な皮膚がある、鋭するどく分厚い斧おののような牙がある。不意打ちさえも許さない、纏てん雷らいの衣ころもがあった。

　そもそも、戦いが発生していること自体が異常といえた。この島の中央部は、彼にとっての玉座だ。彼を恐おそれ、島の魔物はこの辺りに寄り付かない。それでもここに来るのは迷い込んだ魔物か、あるいは生存競争に敗れて果物を求めに来た敗北者かだ。

　それだって、身体の大きさだけで戦おうとするものは居なかった。

　彼に、あらゆる意味で敵は居なかったのだ。

　しかし今、彼は敵に直面している。未いまだ傷一つ付けられないにもかかわらず──自分の命を脅おびやかしうると感じさせる、小さき者が。

「ごあるあああああッ」

「るっせー！」

　咆ほう哮こうを上げれば負けじと叫さけび返す。叩いても一歩も下がらない。嚙み砕くだこうとすればその姿を消してしまう。この小さき者には何かがあるのだと。

　それは、小さな恐きよう怖ふだった。暴君にはそれが非常に腹立たしく思え──癇かん癪しやくのように、咆哮をあげずにはいられない。

　悠は激しい怒りを感じさせる咆哮を聞くと、僅わずかに眼めを細める。

　間近で浴びせられる轟音は、耳に痛いほどだ。恐らく『硬こう質しつ化』や風の守り、そもそもの魔力などが足りていなければ、これだけでも失しつ聴ちようしていたと思う。

　それに咆哮の際に覗のぞく並ぶ牙の鋭いこと。あの巨熊でさえ一嚙みに食いちぎる力は、如何いかに守りを固めているかなど関係なく、嚙み砕くだろう。

　間近に叩たたきつけられるのは怒りだけではない。死への恐怖こそがその本質だった。

　だが、ふざけるなと悠は叫ぶ。怖こわがってなんている場合ではないと。

　奇くしくも両者の想おもいは一いつ致ちしていた。相手に恐怖を感じる自分への怒りだ。

　それでも、敢あえて両者を分けるのならば。

　悠の恐怖は、死そのものではない。自分が倒れた後に仲間の命が失われることこそが、本当に怖いことだった。

　だから多分、勝負を分けたのも、それが理由だ。

「ユウっ！」

　出来た、と背後から声がかかる。

　大振りの嚙みつきを待ち、悠は思い切り地面を蹴って背後へと飛び退のいた。

　そして、クララのもとへと舞まい戻もどる。

「ユウ、どうすればいい？」

　悠が近づいたことで、竜の視線も自然とクララへと向かう──それでも、クララは冷静に、普段よりも落ち着いた声でそう尋たずねた。

　悠は並び立つ位置から一歩踏ふみ出してから、答えた。

「まっすぐ、まっすぐだ。出来るか？」

　並び立つ位置から歩み出たわけで、悠は今クララの眼の前にいる。その位置に対して、まっすぐ。

　それは悠を巻き込む可能性を含ふくんでいた。

「やってみるね」

　だがクララはその意図を問わない。でも、とさえ言わずに手をかざした。

　腰こしを落とし、紅刀を構える悠。

　竜りゆうは既すでに駆けだしている。込こめた魔力はスパークとなって力の漲みなぎりを示していた。

　しかし、悠は平静そのものだ。すう、と眼を閉じ、また見開く。

「『タービュランス』！」

　そしてその時は訪おとずれた。台地の王ウィルダが得意としていた竜たつ巻まきを更さらに鋭く束ねる、風の古代魔法だ。

　物質と見み紛まがうほどの風は触ふれるものを弾はじき、あらゆるものを穿うがち貫つらぬく。

　それでも、この魔ま竜りゆうを相手にそれだけでは足りないだろうと、悠は考えていた。

　だからこそ、この位置なのだ。ともすれば悠を巻き込みかねない直線上。

　悠は、紅刀へ一気に魔力を注ぎ込んだ。

　──はっきりいって、それは悠の思いつきだった。だが、半ば確信があったのも事実だ。

　斬きるのではなく、突つく。悠は『タービュランス』の中心を見み極きわめ、全力で、全魔力で『氷閃』による突きを放った。

　本来ならば薙なぎ払はらわれる氷の剣閃は一点に集中し、寸分違わず竜巻の中心を貫いた。

　まるで芯しんの様に──竜巻と氷閃は並走する。氷と風の魔力のせめぎあいは、音おん叉さのように共鳴する高く澄すんだ音を奏かなで──やがて、混じり合って氷雪の竜巻へと変へん貌ぼうした。

　空気を凍いてつかせながら、馬が嘶いななくような音と共に吹雪ふぶきは突き進む。

　異様な技わざに、竜は瞬しゆん時じに理解した。これは『死』であると。研とぎ澄まされた力が荒あれ狂くるう力と混ざり合い、竜巻の形を描えがく力場が襲おそってくる。

　受ければ死、回かい避ひは不能。ならば受ける他なし。大地を踏みしめて、竜は歩みを止めた。

　──戦せん闘とうの最中、竜の迎撃機構の性質を割り出した悠だが、実は一つだけ間違いがあった。竜にもまた、奥の手があったことだ。

　強く打ち鳴らすように大地を踏み固かためると、竜の毛皮が激しく発光する。溜ため込まれた雷かみなりのエネルギーを放出しているのだ。そしてそれを、膜まくのように前方へと展開する。

　いわば、雷のバリアだ。高密度の電気が青の盾たてとなる、攻こう防ぼう一体の無敵の盾。

　竜の膨ぼう大だいな魔力の全てをもって織りなされる盾は、たとえ隕いん石せきが降ってきても無傷で守り通すだろう。

　だが──音もなく、竜の視界の半分が、突とつ然ぜん消え失うせた。

　残りの左目が捉とらえた映像は──青い膜の奥の緑。そして、無敵のはずである盾に穴を開けた『敵』達の姿だった。

　絶対防ぼう御ぎよの筈の無敵の盾──矛む盾じゆんは成らず。悠とクララの力を合わせた吹雪の槍やりはあっけなく雷の盾を打ち破り、竜の頭の半分をケシ飛ばしてみせた。

　ぐらりと世界が傾かたむくと、竜の意識はぷっつりと消えてなくなる。眠ねむる以外に一度も抱いだいたことのない地面が、無情に彼を包み込んだ──








第十三話　弱肉強食の理ことわり









「先さき程ほどは見事だったな！　戦術の組み立て方、あの化物と打ち合う力といい、合体技の何までも見事だったぞ！」

　竜を倒して、少ししたころ。

　深い森の中には、やたらと目を輝かがやかせたカティアの声がこだましていた。

　その内容のほとんどは悠ゆうを褒ほめるもの、残りの少しがクララを褒めるものと、とにかくベタ褒めという言葉がよく似合う賛辞の数々だ。

　悠は恐らくはこの探たん索さくのメインディッシュとなるであろう料理を作りながら、曖あい昧まいな顔でその賛辞を聞いている。

「一時はどうなることかと思ったが、流石さすがはユウだ！　それでこそ我々の──痛いつ……」

「もう！　無理しないの！　骨まで来ちゃってるんだから、一日二日じゃ治らないんだからね！」

　そして時折ヒートアップしすぎては、治ち癒ゆ魔法を続けているクララに怒おこられる──と。何度か繰くり返した光景を見て、曖昧に笑う悠。

「タフですね……ほんとう、見てるこちらとしても気が気じゃなかったのですが」

「元気なのはいいことじゃない。焦あせったのは本当だけど」

　アリシアとシエルもまた、呆あきれ気味だ。しかし言葉の節々にはやはり心配が混じっていたし、無事を喜ぶ笑みもある。

「いや、心配をかけた。実のところ緊きん急きゆう性のあるダメージではなかったのだが、やはり苦痛が大きくて。迂う闊かつだったのも、今では反省をしている」

　無論、そんな細かいニュアンスでも分からないカティアではない。実の所少しばかり自分自身の照れ隠かくしのようなものが混じっていたのだが、反省する気持ちがあったのは本当だ。

「しばらく死なない、ってだけで緊急性がないと思わないでよもう！　苦しくて当たり前、あの時すぐに死にはしないって言えたのだっておかしいくらいのはずだったんだから」

「まあまあ……おかげで冷静に戦えたのは助かったよ。雷の方は、初見じゃどうしようもねーと思うし……でも、身体からだだけは大事にしてくれよなホント」

「……そうだな。次があれば、無理はしないよう気をつける」

　そんなカティアにクララは怪け我がの重さを理由に𠮟しかり、悠は仕方がないと肯こう定ていしつつもそれとなく釘くぎを差す。なんとなく、家族みたいだなと思ったのはこのメンバーの中では比ひ較かく的てき家庭環かん境きようが平へい凡ぼんなシエルだった。

　一いつ旦たん話が落ち着くと、沈ちん黙もくが流れた。時間がゆっくりと過ぎるようで悪い気分ではない、そんな静せい寂じやくだ。

　だが、手持ち無ぶ沙さ汰たを晴らしたかったのだろう、カティアが話題に出すのは先程の魔物の話。

「けれど、まさかあんなモノがいるとは思わなかったな……この辺りに魔物が居ない理由は、アイツだろうか」

「流石にそう思いたいね。ゴロゴロいるとかなったらいよいよどうにもならねー……」

「それは……今度こそ終わりかもしれないな、確かに」

　いいながらも、悠はカティアの言葉をそうだろうと思っていたし、カティアも悠の言葉をそれはないだろうと思っていた。当人同士も、同じだ。

　アレは明らかに、違う存在だった。白の砂さ漠ばくのグランキオーンや、輝きの台地のウィルダのような、他の生物とは圧あつ倒とう的に違う何かだ。

『古代種』。強大な力を持つ、他とは一線を画す魔物。それなのではないかと、悠達全員が思っている。

「案外、中央部に行きゃ分かるかもなあ」

　ふと、悠は呟つぶやく。何が、と皆みんなが聞かなかったのは同じことを思い浮うかべていたからだ。

　もしも本当に『古代種』ならば、中央部にマオル族の痕こん跡せきがあるのならば、そこに手がかりがあってもおかしくはない。

「ま、今は考えてても何も分かりゃしねーよな。アレ以上とかないと思うし、今は飯食って仕切り直そうぜ！」

「賛成っ！　そういえば、お昼もまだだったもんね。カティア、大だい丈じよう夫ぶそう？」

「ああ。内臓の方は問題ないと思う。でもユウの料理とあらば無理してでも食べるけれどね」

「おやおや、むりはしないと言ったばかりではありませんでしたか」

「それはそれ、さ。それに──ユウの料理を食べれば体力が戻ってくるからな。体調が悪い時こそ食べておくべきだろう？」

　だが今はそれよりも、食事といこう。

　悠の宣言に、クララ達はようやく笑えみを浮かべた。

　今回の料理は、二品。

「簡単熊くま煮に込こみとローストレックスだ！　肉ばっかでワリぃけど、こんな状じよう況きようだから手が込んだ料理が作れないのは勘かん弁べんな」

　なんと言っても襲いかかってきた恐きよう竜りゆうのローストと、その恐竜の食べ残しである熊の煮込みだ。

　これぞ肉！　という存在感の真っ赤なレアに焼き上げられたローストと、簡単と言いつつも野草の緑に溢あふれる鍋なべの対比が面おも白しろい。

「うわあ……なんというか、すごいビジュアルね。反対色の対比というか」

「野性的っていうのかな？　それに……お肉も生で平気なの？」

「これだけ新しん鮮せんなら大たい概がい問題ないよ。それだって火を通したほうが美味うまいと思ったからやっただけで、この鮮せん度どなら生でも食えるくらいだし──カルパッチョって元々肉料理なんだぜ」

「なんと。肉を生でというのは衝しよう撃げき的だが……カルパッチョの元となれば平気、なのか？」

　肉、肉、肉という外見は悠にとってはこれ以上なく食欲をそそるが、女性陣じんの反応はまちまちだ。困こん惑わくが強いと言うべきだろうか、適切な評価がくだされるのは実食に移ってからだろう。

　アリシアだけは唯ゆい一いつ眼めを輝かせていた。柔じゆう軟なんな考えを持つ故ゆえだろうか、悠の出す料理に限っては、ウニで完かん璧ぺきに疑念を捨て去ったようだ。

　クララ達が覚かく悟ごを決めるまでの間、悠は改めて料理を観察する。まずは熊の煮込みだが──熊というのは匂においが強いと噂うわさされることが多々ある。悠としては食べる前から偏へん見けんを持つようなことはしたくなかったが、人に振ふる舞まう以上、出で来き栄ばえを気にするのは当たり前だ。

　そうして考えたのが、野草の煮込みという手法であった。この野草というのはどくだみの様な香かおりを発しているものだ。煮込んだ今では個性の強い香りも身を潜ひそめ──隠し味に入れた魚ぎよ醬しようのせいか、どことなくエスニックな香りを発している。

　一方で、やはり存在感を放っているのはローストレックスの方だ。

　全体的に脂あぶらの少ない肉質は、断面からルビーのような真しん紅くを覗のぞかせている。丁てい寧ねいに焼き上げた表面は、穏おだやかで落ち着いた茶色。そこから中心部に向かってピンク、ルビーと色が変化していくグラデーションは悠にとってはこれ以上にないほど食欲をそそるものだ。

　極ごく薄うすに切り分けられて並べられた断面には肉にく汁じゆうから作ったソースがかけられており──全体的なまとまりは芸術品の域だ。決してこれは、悠の自画自賛ではない事実である。

「そろそろいいでしょう？　いただきましょうよ」

　出来栄えに満足の笑みを浮かべる悠を見て、アリシアは急せかすように袖そでを引っ張る。

　どの道、食べれば評価をくだされるだろう。こうして見ていても何も始まらない。

「いただきます！」

「あわわっ、いただきます！」

　慌あわてるクララ達を横目に、悠は宣言した。

　もちろんというべきか、最初に手にとったのはやはり煮込みの方だった。

　クララ達は尻しり込ごみするという理由から──悠とアリシアは、メインの料理を後に取っておきたかったからだ。

　煮込みの入った器を手に取り、たっぷりとダシが出たツユを一口すする。

「……！　美味いな」

　その感想としては、まずは美味い。ということ。決して単純な感想というわけでもない、文字通りに旨うま味みが強いのだ。

　旨味と甘みに優すぐれ、驚おどろくほどよく旨味が溶とけ出している──詳しよう細さいに語るなら、そのようなものだ。

　また、臭くさみの類たぐいは意外にも少なかった。クセといえる部分こそあるが、それらも香こう草そうの香りによって巧こう妙みように隠されている。

　では肉の方は。脂あぶら身みをつけたまま角切りにされた肉は、えも言われぬ仕上がりだ。

　脂の融ゆう点てんが低いのか、脂は丁寧に丁寧に長時間煮込んだ豚ぶたの角煮のようになっている。がっしりとした肉とは対照的だ。

　これは一口にそのまま放り込んでしまうのがいいだろう。少し大きめなそれに歯を入れると、染しみ込んだツユをくしゅりと滲にじませながら、沈しずみ込んでいく。

　脂身の甘みが強い──！　ぷるぷるととろける脂身は嚙かむごとに筋肉質だが旨味の強い肉と絡からみ、完成された味わいを作り出す。野草によるエスニック風の香りが新鮮だが、角煮のような懐なつかしさもある──古く斬ざん新しんな味。

「とろっとしてて、美味おいしい～っ！　とろとろほろほろしてて、味もしっかり染み込んでる！」

「かおりもなじみのないものですが、いいですね！　……じょうねつてきでやさしいといえばいいのでしょうか。しおけのあるあじつけもあぶらのあまさとマッチしていて……なぜだかとてもあんしん出来ます」

　なぜだかノスタルジック、かつ刺し激げき的。人を選ぶ味わいではあったが、この輪の中では大好評のようだ。

　となると、クララ達的にもルビー色の肉が気になってくる。

　これは、腿ももの部分を焼き上げて薄切りにしたものだ。分かっていれば、見た目の上ではやはり綺き麗れいに見える。

　悠とアリシアは、気にせずに、ローストレックスへとフォークをやった。

　薄切りの肉をフォークに載のせて浮かすと、僅わずかに入る陽ひの光に透すき通る。それは高貴なスカートのようにも見えた。

「……っ！」

　しかし口に入れれば感じるものはそんなに生なま易やさしいものではない。

　まず、臭みはない。丁寧に胡こ椒しようをすり込まれているためか、血ち腥なまぐさささえも感じさせない、しかしほんのりとブドウの様な、仄ほのかな甘みを香らせた。

　その肉が真価を発揮したのは、一度歯を食い込ませてからだ。つややかで滑なめらかで、むっちりとした歯ざわり。ぎゅぎゅっと詰つまった筋きん繊せん維いが、歯を押し返してくる。

　硬かたいわけではない。いや、確かに生に近い状態ではやや硬めだ。だからこそこの薄切りが活いきてくる。

　マットな食感で楽しませつつも、嚙み切りたいと思えばシャッキリと潔いさぎよく切れていくのだ。この歯ごたえを出せる肉というのは、他ほかに存在しないだろう。

　当然、味も良い。淡たん白ぱくと言えば淡白なのだが、力強さとでも言うべきか。豊富な鉄分による、嫌いや味みのない血の味はダイレクトに『今肉を食べているんだぞ！』と主張してくる。

　だが淡白だけで終わらせないのが、恐竜のグレービーソースだ。

　こちらは醬しよう油ゆ代わりの魚醬の存在を感じさせないほどに力強い、森林の暴君の力が活きている。香こうばしく、濃のう厚こうで、コクがあるソースだ。もしこれに肉料理の定番であるワインを合わせるとなると、腕うで利ききのソムリエも涙なみだするだろう。それほどまでに輪りん郭かくがしっかりとした味、生なま半なかな従者を良しとしない王者の風格がある。

「こ……こんな感じなんだ！　吸い付くような食感、心ここ地ちよい歯切れ……な、なんか力が湧わいてくる気がする……っ！」

「おお、お……！　なぜだか妙みように活力が湧いてくる！　いや、そうか！　これが肉を食らうということなのかっ！」

「そ、それだけじゃない。下味の付け方、臭みの消し方も完璧よ。随ずい所しよ随所に加えられた細かな気配り……何が手の込んだ料理は作れないですって。シェフ達に叩たたき殺されるわよ」

　その鮮せん烈れつさは、尻込みしていた三人にこそよく突つき刺ささった。

　そう──そのものではないとは言え、生の肉を食らう、というのは野生における正しい肉の食べ方だ。

　いわばこれは勝者の味。付け加えるのなら、この環境を制せい覇はした王者のみに許される味なのだ！

「と、とくにこの……ローストにくが、とまりませんっ」

「煮込みの完成度も高いけれど、肉としての格が違ちがいすぎるんだわ……」

　ガツガツと貪むさぼるようにして肉を食らう。強い魔物こそ美味いこの世界において、生態系の頂点である肉をその様にして食らえば、不味まずい訳がない。

　これぞ弱肉強食の理ことわりである。

「まだまだたくさんあるから慌てんなって。……いや、マジでなくなっちまいそうだな」

　最初は引き気味だったというのに、今ではもはやいつ食べつくされるかといった具合である。

　一つ大人ぶって苦く笑しよう交じりに観戦していた悠だが──

「ま、まて、俺も食うって！」

　どうやら本当に、売り切れは確定のようだ。

　急いでフードファイトに参戦する悠。弱肉強食というのは、食しよく卓たくにおいても適用されるらしかった。
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第十四話　時の彼方かなたの旅路









　遅おそめの昼食を終え、悠ゆう達は再び行進を続けている。

　エネルギーを補給したばかりであるためか、皆みんなの足取りは軽い。

「ホントに歩いて大だい丈じよう夫ぶなの？　せめて杖つえでもついた方が──」

「少々痛むが、気力体力ともに余っているくらいなんだ。心配はいらないよ、クララ」

　その中には、カティアの姿もある。言う通り、その顔には疲つかれも苦痛も見当たらない。

「無理しない、って自分で言ってたからなんも言わんけど……タフだなあ」

「そりゃあ私も普ふ通つうは歩けなかったと思うがね、治ち療りようもしてもらったし、本当に問題がないんだ。ちょっと自分でも驚くくらいだが……」

　悠達に困惑させている実感はあったが、驚いているのは自分も同じ。そう語るカティアの言葉に噓うそは見当たらない。

　それは偏ひとえに、クララの治療と悠の料理、二つの回復効果が組み合わさっているからこそのことだった。

　加えて言うならば、二人のレベルが上がっていることと、食材の格。クララは治療を行っても二、三日で治る怪け我がではないと言ったが、好条件が揃そろった治ち癒ゆ効果は予想を遥はるかに超こえて凄すさまじかったのだ。この分では二日ほどで完治してしまうだろう。

　怪我人のカティアが元気よく歩いている。それが、この行動ペースの理由だ。

　それは幸運だったと言えるだろう。当初のように、目的地に行ってから第二拠きよ点てんまで帰るといったことは不可能だろうが、中央部からの離り脱だつは早いほうが楽だからだ。

「……あれ、ねえ！　あれじゃないの!?」

　だからこそ、それを見つけるのは必然だった。

　ジャングルの中にあって、なお目立つ石造りの建物。シエルが指差す方にあったのは、石柱以上に明確な文明の足そく跡せきだった！

「お……おおお～ッ！　な、なんだアレ！　すっげー！」

　ひと目見て分かる、今までにない『目的地』の造形。一枚の石から造り出したかのような継つぎ目のない壁かべは、ジャングルの中にあってひたすら異質な存在だった。

「遺い跡せき……と言うには新しく見えるが……」

「凄すごい魔ま力りよくなのに、ツルの一本も絡んでない。……なんでだろう」

　継ぎ目のない岩で造られた神しん殿でん。それを形容するのならばそうなるだろうか。

　カティアの言う通り、あまりにも劣れつ化かが見られない建築物は、遺跡という表現は不適切にさえ思えた。

　慌てて駆かけ寄る悠達。疲れも、痛みももはや関係ないといった勢いだ。

　少し近づくと、生え散らかした植物の隙すき間まに、石いし畳だたみの道が見える──

　随ずい分ぶんとあっさりと見つかったが、なるほど。これはそういう風に出来ているのだと、カティアは得心した。

　そこら中に目印がある以上、ここにたどり着くのは難しいことではない。歩きやすいよう敷しき詰められた石畳の存在からも分かるように『ここまで来やすく』なっているのだから。

　暑さや、番人たる竜りゆうの存在がなければ、誰だれがここへ辿たどり着いていてもおかしくはないはずだ。

　だが恐おそらく──それを成し遂とげた者は居ないのだろう。

　造られた時と同じ姿をしている。そう悟さとらせる神殿の姿は、だからこそ人の訪おとずれた気配を感じさせなかった。

「……と、とにかくはいってみませんか。ここでこうしていても、しかたがないでしょう」

　その立ち姿に圧あつ倒とうされる悠達だったが、アリシアの一声でようやく悠はフリーズした頭を再起動させた。

　──しかし。

「そ、そうだな……って、あれ。どこから入るんだ、これ？」

　道の続く先にあるべきモノが、ない。

　石畳の建築物には、門もなければドアもついていなかったのだ。

　まさかこれほどの大きさで、何らかの状態で劣化を防ぎつつ、勿もつ体たいぶったジャングルの中心に建っているモノがハリボテということもあるまいに。

　どこから入るのだろうか──と。ペタペタと石の道の先を触さわっていると、そこに白い陶とう器きのような指が触ふれる。

　すると──悠の眼前が、青く光る。

　見れば綺麗な直線が、垂直に伸のびていた。光は走り、ヒトの背よりも少し高いくらいの長方形を形作る。

　……まさか、と悠が自分の考えを否定すると同時に、そのまさかが現れた。

「いっ……入り口だーッ!?」

「う、ウソっ!?　なんなのこれ、どんな文明の技術っ!?」

　真っ先に食いついたのは、根っからの冒ぼう険けん者しや二人だ。

　しかしすぐにシエルがはっとなり、遅おくれて悠もはしゃぎすぎる自分に気づく。

　間近で見ていたのは白い指の持ち主である、クララだ。

「あ、はは……開いちゃったね……」

　困ったような、誤ご魔ま化かすような……なんとも味わい深い表情であった。

　二人、とりわけシエルは普ふ段だんのクールなイメージがあるためか、小こっ恥ぱずかしそうにしていた。悠はなんとなくそれを感じ取ったが、指し摘てきしなかったのは仲間意識からだろうか。

「『白の砂さ漠ばく』の集落の倉庫と同じ認にん証しよう式……だろうか。それにしても驚おどろいたな」

「多分そう。まさかなー……って思ったけど、本当にそうだから私もちょっとビックリ」

「ですが、これで入れるようになりましたね。ほら、行きましょう、ユウさん、シエルさん」

　立ち直った悠とシエルを伴ともなって、全員で神殿へと足を踏ふみ入れる。

　すると、音もなく背後の光が消えた。

「うお、閉まってる!?」

「む……出られるのか？　いや、それよりも」

「窓もないのに明るいわね……」

　扉とびらが閉まっていたのだ。脱だつ出しゆつの心配が頭をよぎるが、それよりもまず悠達は神殿の中が明るいことに気がついた。

　外観の通り、窓はない。照明のたぐいもないというのに、神殿内部は程ほどよく明るいのだ。

「不思議……空気も、ひんやりしてるね」

「あ、本当だ。……マジでどうなってんだ」

　更さらに言えば、涼すずしい。その温度は、薄うす着ぎでも寒くなく、もう一枚くらい着込んでも暑くない、非常に快適なものだった。

　外の暑さを考えれば、どう考えてもおかしいだろう。自動ドアにエアコンといってしまえばそれまでではある。だが、この世界には科学の技術というものは、存在していないのだ。

　これらの全すべてを魔法技術で管理している。それはあまりにも途と方ほうもない文明の力だった。

「……誰か、誰かいませんかっ！」

　そしてそれらは、今までに感じたことのないほど、人の存在を期待させた。

　必死に、呼びかけるようにして声を響ひびかせるクララ。屋や敷しきのロビーを思わせる内装に靴くつの音を響かせながら、さまよい歩いていく。

「あっ……おい！」

「……私達も、クララを追おう。何があるか分からないからな」

　もしかしたら人がいるかも知れない。そうとさえ思えるほど、ここは全てが整っていた。

　だがこの神殿に悠が感じた不変は、そんなものではなく──

　まるで時からさえも忘れ去られたような孤こ独どく。この寒々しい光景は、そんな表現を思い起こさせた。




　　　　◆




「やっぱり、人の姿はなかったわね」

「薄うす々うすそんな気もしてたけどな……」

「気をおとさないでください。まだこの部屋に何か手がかりがあるかもしれません」

「……うん、大丈夫だよ。ありがとう、アリシアちゃん」

　しばらく探たん索さくした後、悠達は再び玄げん関かんの部屋に集まっていた。

　そこには大きな扉があり、明らかに他の部屋とは違った様子を見せている。

　にもかかわらず悠達がこの扉の探索を後回しにしたのは、『なにか』がありそうだという確信があったからだった。

　──神殿内部は、人が住めるような部屋が幾いくつもあったのだ。

　恐らくは宿しゆく泊はく施し設せつか、少なくとも宿泊機能を兼かね備えた施設なのだろうというのが、現在この建物で唯ゆい一いつ分かっていることである。

　幾つもの個室があり、用を足すトイレ、恐らくは調理をする場など、生活に必要な部屋が揃っているのだ。

　だが、人の姿はまったくなかった。人が住むべき部屋に人が居ない、という事実は、重かった。

　そうして最後に回したのが、この扉であった。神殿内の部屋がどれも人が使うことを想定したドアや入り口などをしていたのに対して、この扉だけは妙みように大きく儀ぎ式しきめいた様式を感じる、というのが悠達の考えだ。

　クララが手をかざせば、それも開いた。地面に収納されるように、石の擦すれる音とともに扉が下がっていく。

「螺ら旋せん階段……か」

「下はふかいですね。あなもひろい」

　その扉の奥にあったのは、下へと降りる階段。

　顔を見合わせてから頷うなずいて、悠達は階段を下っていく。

　一段を踏みしめるごとに、空くう洞どうに乾かわいた音が駆け巡めぐる。石の段に靴の音が、ばかにうるさい気がした。

　しかし何事もなく悠達は階段を下り終えた。

　大分長く降りたその最下の空間には短い回かい廊ろうがあり、どこかへつながっているようだ。

　敢あえてそう造られたのか、薄暗い空間を歩く。

　──もしもこの薄暗さが意図されたものならば、きっとこれを見せるために違ちがいない。

　回廊がつないでいた空間を見て、悠はそう思わざるを得なかった。

　回廊の先にあったものは──石で囲まれた巨きよ大だいな空間。

　その中心に浮うかび上がる、金色の結けつ晶しようだった。縦長の八面体から溢あふれる眩まばゆいばかりの光は、巨大な空間を明るく照らしており、その荘そう厳ごんさを無言で誇ほこっているようであった。

「ま……マナクリスタルか!?　バカな、大きすぎる！」

　最初に驚きよう愕がくの声を上げたのはカティアだった。その他は、圧倒されるか、放心するか──それだけのものが、そこにはあったのだ。

「マナクリスタルって、なんだ？」

「……長い時間をかけて抽ちゆう出しゆつされる魔力の塊かたまり……って言ったらいいのかしら。宝石の一種よ。極きよつ圏けんの魔力が強い箇か所しよで出土することが多いわ。でもこれは、大きすぎる」

「本来ならば精せい々ぜいが小指の先ほどの大きさなんだ。……だが、その程度の大きさでさえ、山一つを粉々にする力があるとか……」

「ま……マジか？　って言ったらコレ、どうなんだよ……十メートルはあるぞ……？」

「ついでに言うと値段……というか希少価値もすごいわね。小指程度の大きさでも、小さな国を一から作れるくらいになるらしいわ。まあ、個人で所有出来るモノじゃないわね……」

　カティアとシエルが言うには、それはマナクリスタルという存在らしい。

　比ひ較かくに出されるものが山やら国やらというと悠には想像さえ出来ないモノだったが、ならば逆に納なつ得とくも出来るというものだ。

「じゃあ、これが……」

「この極圏を『運営』する動力……なのかしら」

　空を飛ぶ島という非現実的な『世界』。それを作り上げ、維い持じしていく。それだけの力があるというのも、納得だ。

　この巨大さならきっと、思いつく限りのことは不可能ではないのだろう。

　きっとその存在は、人間の尺度では測れないのだろう。悠には、それだけしか分からなかった。

　……巨大な『マナクリスタル』にあっけにとられる悠達。

　だが、クララだけは違うものを見ていた。

　それは、マナクリスタルのずっと奥の壁かべにかけられた、プレートだった。

　何らかの文字が刻まれた──唯一の、手がかり。

　プレートを発見したクララは、一目散に走り出す。

　悠達はそれを見ていたが、クリスタルを素す通どおりしてまで向かう何かがある……と気がつくと、急いでその背を追う。

「な、何があったんだ……？」

　張り付かんばかりに壁にかけられたプレートを観察するクララに、戸と惑まどいながらも呼びかける。

　するとクララは、顔も向けずに、言った。

「あー、く。自動航行って、書いてある」

　方舟アーク。自動航行。

　刻まれた文字を悠達に告げると、誰だれもが天を仰あおいだ。

「マジかよ……」

　夢物語の推測が当たっていた。それがこの様なモノだった場合、人はどの様な反応を見せるのか──悠は、それを身をもって体感した。




　　　　◆




「えっとね……多分、古すぎてかな？　読めないところもあるんだけど、いい？」

「俺らじゃまったく分かんねーからな、頼たのむ」

　あれから少しして、ようやく我に返ったクララを取り囲むようにして、悠達は無機質な石の床ゆかに腰こしを下ろしていた。

　壁にかけられていたプレートには、やはりマオル族の文字が刻んであった──悠達が今のところ分かっているのは、それだけだ。

　しかしそれだって、マオル族を追う上では今までで最大の手がかりと言える。

　古代文明の謎なぞを追い、完かん璧ぺきというのも生なま易やさしい遺い跡せきを見つけた。それだけでも十分なのだが、悠達にはそこに残された文字さえすぐに読めるクララがいるのだ。

　間違いなくこの瞬しゆん間かんは、歴史のターニングポイントになったと言えるだろう。その興奮に目を輝かがやかせるのは、なにも悠やシエルだけではない。

「えっと、まずなんだけど──この極圏というか島の名前は正式名めい称しようを『アーク』。仮説の通り、その役割は『定期船』ってニュアンスの言葉で、合ってるみたい」

　そんな期待を一身に背負い、クララはすらすらと語り始める。注目と期待を浴びるのも、もう慣れているようだ。楽しくさえ感じられるのは成長のおかげと──手に入れた情報が、今まで以上に明るく手て応ごたえのあるものだったからだろう。

「おおおー！　マジで定期船だったのか！　スケールでけぇ！」

「アークが出来たのは、マオル族が大陸を追われるよりもっとずっと昔。マオル族の更にご先祖様に当たる人達が、もしものためにと残した『箱庭』でもあるみたい」

　遠い昔に思いを馳はせながら、クララは語り続ける。

　このアークは一人の賢けん者じやによって造られたこと。

　本来は生物種の保護や、理想の楽園を意識して作り上げられたこと。

　石柱は気象を管理するシステムの一部であり、ここである程度その操作が可能ということ。

　この神しん殿でんはやはり方舟に乗る人達の宿泊施設としての役割もある。そして何より巨大なマナクリスタルとそれを司つかさどる技術が集められているということ。

　クララが語る内容は、この『アーク』のおかしな所や疑問点などを解決していく。

　それらを聞いて去来した感情は、感服と呆あきれだった。

「全部カミサマの仕し業わざかと思うくらいだったけど……まさか一人でやってるとは思わなかったなー……」

「とほうもないですね。……もう少しマシなまものをつれてきてくれていたら、らくだったのに」

「だよね。でも本来は魔ま物ものを温おん厚こうにさせる機能なんかもあったみたいだよ。……あの竜りゆうが勝手に住み着いて、ダメにしちゃったらしいけど……」

「またアイツか！　本当に厄やつ介かいな存在だな……」

「ちなみにだけど、名前はアルパって言うみたい。古代種っていうのも、間違ってなかったみたいだよ」

「アルパ、ねえ」

　恐きよう竜りゆうの見た目をしているのだから当たり前といえば当たり前だが、悠が『アルパ』に抱いだいた印象はやはり恐竜であるとか原始的ということだった。

『最初の者』というのはいささか誇こ張ちようがあるように思えたが、なるほど。古きものという意味ならば、分からないでもない。

　しかし、過ぎたことはもうどうでもいい──というのは過去の記録を繙ひもといている今では不適切な気もするが、それでもやはり重要なのはこれからのことだ。

　クララも意図して引っ張った、今悠達が最も気になること。

「それで──今は定期船の役割をしている、アークの行き先が、ここに記されてる」

　それは、このアークの行き先だ。

　クララの指差す方へ、悠達は身を乗り出した。……当然、分かるはずなどない。

　だが、クララがその名を読めば、文字と音が一いつ致ちする。

「行き先は、ネーデ。この古代のマオルの人達が──楽園って呼んでいる場所」

　ネーデ。そのカタチの名前を、誰もがつぶやいていた。

「昔々のマオルの人達が、何かがあった時の避ひ難なん所じよとして作っておいた場所、それがネーデ。大地が割れても、海が起き上がっても大だい丈じよう夫ぶな──最後の楽園」








第十五話　星の孤こ独どくの終わり









「なー、今日ってここ……あー、アークに来てから何日だっけ？」

「む、急に言われると困るな。ええと……くそ、読めん。クララは分かるか？」

「んーっ……『神殿』に来てから二ヶ月と少しだから、ちょうど三ヶ月くらいかな。どうしたの？」

　ふと、悠ゆうがそんな話題を投げかけたのは、クララが言うに『不帰かえらずの楽園』──いや、アークに来てからちょうど三ヶ月が経過するくらいのことだった。

　悠達は今、石造りの神殿を根城に生活をしていた。

　考えてもみれば当たり前で、なにせここは非常に快適だ。いつでもほどよい室温に保たれているし、雨風の心配もいらず、外敵の脅きよう威いすらない。

　外の──元は『アルパ』の縄なわ張ばりだった──泉から水をくんでくれば、浄じよう水すい器きの槽に入れておくだけで飲みたい時に水が飲める。ついでにトイレなんかも──と。

　一言で言えば、彼らは今何がサバイバルかという生活を続けている。

　暇ひまになれば外がい縁えん部まででかけて海辺でリゾート気分というのもいいし、最近ではアルパの脅威がなくなったおかげで神殿の周辺にも様々な魔物が集まってきているため、食べるものもよりどりみどり。普ふ通つうの人間には食べ物が狩かりという時点で詰つみかねないが、今の悠達の敵になる魔物など──地上のどこにも存在しない。

　強しいて言うなら退たい屈くつこそが最大の敵という状じよう況きようで、悠達は悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活をしていた。

　マオルの技術というのは本当に素す晴ばらしい。この二ヶ月ほど、悠達は思う存分に羽を伸のばし続けている。

「思えば、結構忙せわしなかったよなー。極きよつ圏けんに行ったら二、三週間で次！　って感じだったし。俺こっちに来てからこんな風に休むの久々かもしれん」

「ちょっと長すぎる気もしないではないがな。まあ、どの道しばらくはここで過ごすのは変わらなかったんだし『次』に向けて身体からだを休めておくのはいいと思うが」

　しかし──それでも、悠達はなんの理由もなく身体を休めているわけではない。

　悠達は今はもう既すでに次の旅路への最中にあるといっていい。

　どんな冒ぼう険けんがあるか分からない以上、万ばん全ぜんに動ける状態を保っておくことは必要だ。

「まあ運動もしてるしいいのかな。おお、そうだ。また剣けん教えてくれよ、カティア」

「ん、いいぞ。早さつ速そく出るか？」

　それでも、燻くすぶっているものがあるのは事実だった。

　時折──というより頻ひん繁ぱんに、悠はカティアに剣術を習っている。条件は『硬こう質しつ化』以外の能力を用いないことのみだ。この条件で、悠はカティアに勝ったことはない。

　いずれ一本を取りたいとは思うが──

「みなさん！　みなさん！」

　さあ出よう──という、今まさにドアを開こうとしているタイミングで、アリシアが部屋に飛び込んでくる。

　一体何事かと悠達が考えを巡めぐらせるよりも早く、アリシアはどこかを指さして腕うでを振ふるう。

「『見えて』きましたよっ！　シエルさんはもう、行ってます！」

　アリシアが慌あわてる理由を考える必要も、聞く必要も最も早はやなかった。

　主語を用いない主張に、全員が弾はじかれたように走り出した。

『神殿』の中でも恐おそらくは遠くを見回すために高く造られた場所を目指し、駆かける。

　塔とうへ辿たどり着いた悠達は、呆れ返るほどの螺ら旋せん階段を急いで駆け上り、最上層へと辿り着いた。

「遅おそかったじゃない。もう見えるわよ」

　その窓には、既にシエルが腰こし掛かけていた。

　悠達を迎むかえる声とともに窓まど枠わくを下りると、客人を招き入れるように窓の外を指し示す。

　そこに所ところ狭せましと顔を突つっ込こんだ悠達は、ついに『それ』を目まの当たりにする。

「わああ……！」

「あれが……」

「『ネーデ』ですか……っ」

　塔よりも更さらに上、遥はるか上空には『アーク』よりも更に巨きよ大だいな大地が、暗くら闇やみにその姿を浮うかべていた。

　クララが胸の前で、きゅっと手を握にぎる。

　そこに一体何があるのだろう。まだ見えぬ大陸の上に思いを向ければ、不安になるのはクララだけではなかった。

　だが──

「なーに、大丈夫さ。何があっても、俺らならきっと上手うまくいく。……多分な？」

「そこはもうちょっと格好良く締しめてほしかったなあ……」

「でも、げんきは出たでしょう？」

　怖こわくはない。何度もそんな不安を、蹴け散ちらしてきたのだから。

　星空に浮かぶ巨大な大陸には、何が待っているのだろう。

　期待と不安を織り交ぜて、悠達はその大きな姿を見つめ続けていた。

　──星の海の孤独。その中でも、皆みんなと一いつ緒しよならば寂さびしくないことを、知っているから。
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『異世界チートサバイバル飯』四巻を手にとっていただきありがとうございます。赤石あかし赫かつ々かくです。




　まずはイラストレーターの東とう西ざい様、担当編集者様、校正の方々、そしてこの本を手にとっていただいた皆みな様さまに多大な感謝を……

　したいところなのですが、今回は特に締しめ切きりを伸のばしに伸ばし、ギリギリどころか半分アウトでしたので、いつもより一層深い感謝をしなければなりません。

　本当に、本当にありがとうございました……！　そして申し訳ございませんでした！

　今回ばかりは本当にダメかと思いましたが、色々な方のお力を借りてなんとか規定の発売日までにお送りすることが出来ています。重ねて感謝いたします……




　そんなこんなでいつにも増してギリギリだったのですが、今回ばかりは遊んでばかりいたわけでもございませんでした。

　まあそのあたりは掘ほり進んでもあまり面白いお話になりそうもないので割愛いたしますが……

　とはいえ、誘ゆう惑わくが多いのもまた然しかりでございましたね。

　某ぼう大だい乱らん闘とうやらゾンビものの大手やら……ちょっと懐なつかし目のタイトルの新作なんかが出ているとゲームで育った僕には刺ささるものばっかりで大変困りました。

　結局大乱闘しか手を付けていないので、他の作品も遊びたいなあと思いつつ、未いまだに動けていないのが辛つらいところ。しかもこれで終わりじゃなく、まだまだ遊びたいゲームが出てくるので……ひゃあ、時間が足りない。

　追っていくのも大変ではありますが、やはり停てい滞たいがない、先に進み続ける業界というのはいいものですね。

　技術の進歩に伴ともなって、想像だにしなかったようなゲームが幾いくつも生まれてくるのは、実際にプレイをするかしないかにかかわらず面白く、嬉うれしくなってまいります。

　人にとってはたかがゲーム、なのかもしれませんが日進月歩という言葉をこれ以上なく体現している分野かと。

　願わくば、僕もあやかりたいものですね。

　一応自分でも最低限勉強しようと、最近ではサバイバル系の海外番組を見てたりして、『異世界チートサバイバル飯』のサバイバル知識なんかも大体その辺りから来ています。

　精々アウトドア好き、程度の悠ゆうの知識としては程よくミーハーでいいのかな、なんて思いつつ、Ｗｅｂ版では厳しい指し摘てきを受けることもしばしばですが……（笑）

　最近見た番組では、丸まる裸はだかの状態で自然の中に放り出されるのがスタートの定番で、草で衣服を編むところから……なんていうのもあるので、感心したものです。機会があったらそんなのも書いてみたかった……かもしれません。

　流石さすがに、自分でやるのは御ご免めんというか不可能な気もしますが！




　といったところでお話は変わりますが、このあとがきを書いている時点でコミック版の『異世界チートサバイバル飯』の一巻発売が迫せまっております。

　今手にお取りの異世界チートサバイバル飯四巻の発売日が三月二十日なので、この文章が皆様の眼に触ふれる頃ころにはもうコミック版の方も発売日を迎むかえているのでしょう。意外とこれが不思議な気分で、未来のことを想像しながら書く出来事が、公開される頃には過去になっているというのはなんだか愉ゆ快かいというか。

　その理由について考えると『この手紙を見る頃は……』と同じなのではないかと思い至り、人生でやってみたいことランキングの常連のひとつを達成したような気持ちになります。

　ちょっと話が脱だつ線せんいたしましたが、ともあれこのあとがきが皆様に読まれる頃にはコミック版の一巻も既すでに発売しているということ。

　三巻のあとがきでも書きましたが、漫まん画がというのは自分にとっての創作の原点でもあり、自分の考えたお話が漫画本になるというのはとても嬉しいです。

　この本を手にお取りで、なおかつまだコミック版の単行本をお持ちでない方は、是ぜ非ひご検討くださいませ。




　……さてさて、締しめ切きりギリギリアウトというちょっと困った事情のもとお送りした四巻でしたがいかがでしたでしょうか。お楽しみいただければ幸いです。

　料理の方は肉が多い気もしますが、なんだかんだと申しましてもやっぱり食べ物で好きなものと言えばと聞かれて真っ先に出てくるのはお肉な私でございます。

　今回の料理の数々は、書いてて結構楽しかったなあ、なんて。

　あとがきを書いている今、少々長めの禁きん欲よく生活ともようやくしばしのお別れを告げられるので、これを書き終わったら生系のお肉料理で一いつ杯ぱい、なんてのも乙おつなものなのではないかと思う今日このごろ。




　内容面ではちょっとやりたいことをやり過ぎた感もありますが、最終的には自分の好きを詰つめ込むことができた様な気がしますので、終わってみればやはりこちらも楽しかったです。書いてて楽しかったモノを気に入っていただければこんなに嬉しいことはないなあ、なんて。

　モノカキの原動力としてはやっぱり好きということも重要、なんて語るには未熟な身ですので、少し小こっ恥ぱずかしい思いもありますが……

　あ、そうそう。エピローグに関しては色々と思うところはあるかもしれませんが、一応『この後』の構想もあったりします。次の機会……があるかはあとがきを執しつ筆ぴつしている現時点ではわかりませんが、お見せすることができればいいなあ。




　と、いうことで。

　前作と合わせ、あとがきを書くのもこれで通算十四冊目。思えば長かったものでようやく慣れてきたような、そうでもないような……あとがきとなると未だに何を書いたらいいのかと頭の中が散らかってはいますが、感謝の気持ちだけは共通しているような気がいたします。

　こうしてあとがきを書いていられるのも皆様のおかげです。本当にありがとうございます！

『異世界チートサバイバル飯』を書いている間にも、他に書きたいお話は幾いくつも考えておりますので、もしもそういった新しい世界を皆様に共有することが出来て、いずれあとがきを書くという事にもっと慣れていく事ができれば、それは夢のようなお話です。

　夢を実現する努力も、続けていきたいな……と思いつつ。

　今回は、このあたりで筆を擱おくことにいたしましょう。

　願わくば、またどこかでお会い出来る事を祈いのっております！





赤石赫々
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